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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　卒業不可。




　天使学院三年生であるサラサは担任の天使からそう告げられても、手に持つ煎せん餅べいをボリボリと食べ続け、どこ吹ふく風だ。

　まるで他人ひと事ごとのよう。否いな、実際問題、彼女にとっては他人事と同じなのだろう。そんなサラサに、担任のレミリーサは大きく息を吐はきだした。やる気なさそう、というよりも皆かい無むなのだ、目の前の少女は。卒業不可、ふーん、だから何。言葉にすればきっとそういう気持ちしかないのだろう。

「サラサ、事の重大さを分かっていますか。あなたはこの天使学院始まって以来、初めて卒業不可を受けた天使候補なのですよ。これがいったい何を意味するのか分かっているのですか」

　レミリーサの疑問に、サラサは煎餅を口に運ぶ手を止め、いつものジト目を少し細めて、少し考える仕草をみせた後、ぽつりと返答する。

「これでまだ私は働かずに済む。らっきー」

「違ちがいます！　天使学院に留年制度なんてありません！　このままではあなた、天使になれないのですよ！」

「なれないのなら天使として馬車馬のように働かずに済む。望むところだわ……堕だ天てん使しサラサとして、生まれ変わってくれる。堕天使になった暁あかつきには、甘ちゃん揃ぞろいの天使たちに、現実の苛か酷こくさをつきつけてくれる。さあ、やれ、私を堕天使にしろ。構わん、やれ」

　バリボリと再び煎餅を食べ始めるサラサに、頭痛を感じずにはいられないレミリーサ。どうしよう、こいつ。それが率そつ直ちよくな想おもいであった。

　天使とは、天てん人じん界の住人の中でも一ひと握にぎりの才ある者だけがなれる特とく殊しゆな職業。その仕事は上位神の側そば仕づかえから、人間界でも特に選ばれた人間の育成、魂たましいの救済など、高貴かつ重要な仕事は数えれば切りがないほどだ。天人界の住人の中でもエリートの中のエリートを育成する機関、それが天使学院。そこには天界でも選えりすぐりの人材が集められ、誰だれもが成績優ゆう秀しゆうで天使として飛び立っていく場所である、そのはずだったのに。

　レミリーサの目の前で寝ね転ころがり、煎餅を食べる天使サラサ。この娘むすめはどうしようもないどころでは済まされない、天災級の問題児だった。
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　何せとことんやる気がない。天使候補として当然持つべき素質である勤勉さや清らかな心を何一つ持たず、毎日授業をサボってぐーたら三ざん昧まい。無理に授業を受けさせても、三秒後には鼻ちょうちん。体たい罰ばつ厳禁の教えがなければ、教師の拳こぶしがいったい何度サラサの頭に突つき刺ささっただろうか。

　過去には学院中の熱意あふれる教師が何人もサラサを矯きよう正せいしようと手を挙げ乗り出した。しかし、その教師全すべてが辞表を叩たたきつけて学院から去って行ってしまい、気がつけば担任を押し付けられていたレミリーサだけがサラサ教育係の唯ゆい一いつの生き残りだった。

　しかし、結局最後のこの日まで、サラサがやる気を出すことはなかった。飴あめを与あたえようが鞭むちを与えようが、サラサは最後の最後までこの有様だったのだ。

　頭を悩なやませた天使学院上層部だが、悩み抜ぬいて出した結論が卒業不可。サラサを今の状態で天使になど、とても認められないと実に賢けん明めいな英断を下したわけである。

　そのことを今しがた、サラサに伝えたらこの有様だった。いったいどこの天使候補が自分を堕天使にしろなどとほざくのだろうか。

　ゴロゴロと転がって煎餅を頰ほお張ばるサラサに、額に血管が浮うき上がらないように必死に努めつつ、レミリーサは一つの提案を提示するのだった。

「確かに、あなたはこのままでは天使になれません。ですが、そんなあなたに最後のチャンスを与えようと学院長たちが温情を下さいました」

「それさあ……温情っていうか、面子メンツの問題でしょ……『全員天使に必ず育成』を掲かかげてるのに卒業不可なんて出したら、いったい何人の首がとぶのかねえ」

「そこで！　あなたはこれから地上へ向かい、追試を受けてもらいます！　我ら天使の役目の一つに、人を導き幸せにすることがあるのは知っていますね？　あなたに与える追試の内容とは、地上に降り立ち、天使として力を貸すに相応ふさわしい人を見つけ、その人を幸せへと導くこと！　もし達成できたならば、あなたが天使としてやっていけると私たちも認めましょう！　それが終わるまで決して天人界に戻もどることは許しません、いいですね！」

「私が他人を幸せにするなんて善行を積むと思ってるのか……ああ、なるほど、積まないと分かっているから、こういう方法にしたのか。やるね、ハゲジジイども……これは私を地上へ追放するにはちょうどいい口実になるってわけだ。ふん、こんな天人界なんぞこちらから願い下げだわ……いくわよ、ボブ、ジェシカ」

「誰ですかそれ」

「知らない」

　それがサラサの天人界での最後の言葉となる。我が慢まんの限界に達したレミリーサは、寝転がるサラサの下に地上への道を作り出し、そのまま彼女を天人界から追放したのだ。

　気付けば澄すみ渡わたるほどに美しい青空を絶賛落下中のサラサは、ボリボリと煎餅を食べながら呟つぶやくのだった。

「……地上にも煎餅って売ってるのかな。天使マネー補ほ充じゆうしてたっけ……」

　どこまでもマイペースな天使候補、サラサである。
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　学校の帰り道、荒あら波なみ浩ひろ之ゆきは上じよう機き嫌げんだった。

　高校生活二年目、その初日に発表されたクラス替がえで仲の良いいメンバーと同じクラスになれたのだ。いつも四人組で馬ば鹿かをやってまわっている浩ひろ之ゆきとしては、これは嬉うれしい結果だった。

　思い返せば、今日は朝から何もかも上手うまくいく日だったなと浩之は思う。目覚ましが鳴る前に目覚め、ニュース番組内の星座占うらないでは一位、授業中に当てられることもなく、友人との賭かけに勝っては学食を奢おごって貰もらい、その学食ではおばちゃんに天てん丼どんのエビを一つサービスして貰った。

　小さな幸せの積み重ねではあるが、それが連続して続けば人間誰だって嬉しいものだ。浩之も例外ではなく、ツキの巡めぐり合わせの良さについつい舞まい上がってしまうのも不思議はない。

　自宅へ辿たどり着き、意い気き揚よう々ようと二階の自室へ向かうために階段を上っていく。一歩一歩軽々と上がりながら、浩之は上機嫌で一人呟く。

「調子の良い日は何をやっても上手くいくもんだな。これも流れってやつか」

　鼻歌交じりで階段を上がり、自室の扉とびらを開く。

　六畳じよう一間にあまり飾かざりっ気のない至ってシンプルな部屋、それが浩之の城だった。

　鞄かばんを机の上に放ほうり投げ、ブレザーをハンガーに適当にかけて、私服へ着替える。使い込まれたパーカーとジャージは彼が愛用する気楽な部屋着であった。上下で七百円、古着屋で発はつ掘くつした彼のお気に入りの一品である。

　学園の制服を脱ぬいだことで肩かたが軽くなり、リラックスするために、浩之はベッドに背中から倒たおれ込むように寝転がって体を弛し緩かんさせる。

　大きく息を吐き出し、心地ここちよい気分のなかで浩之は我が世の春とばかりに言葉を紡つむぐのだ。

「新学期初日でこれなら、今年も良い一年になりそうだ。俺にはどうやら幸運の女め神がみ様がついているようだ──なんてな」

　調子に乗って心にもない言葉を口にして、うんとベッドの上で一ひと伸のびしたその瞬しゆん間かんだった。

　家中に響ひびき渡るほどの轟ごう音おんと振しん動どうが突とつ如じよとして浩之の部屋を襲おそった。伸びをして目を瞑つむりかけていた浩之はあまりの衝しよう撃げきにベッドから転げ落ちてしまう。

　いったい何が起きたのか、これがいわゆる直下型大だい地じ震しんというものなのか。思考が冷静さを取り戻せない浩之だが、幼い頃ころより学校で習った防災意識は確かに根付いていたようだ。慌あわてて学習机の下に飛び込み、激しく小刻みに震ふるえ続ける部屋の振しん動どうが収まるまでその身を守り続けていた。

　やがて揺ゆれが収まり、数秒間余よ震しんが訪おとずれないことを確かく認にんして、浩之はおそるおそる机から顔を出す。

「な、なんだ……滅め茶ちや苦く茶ちや揺れた割には、携けい帯たいに災害速報の通知もないし、いったい何がどうなったっていうんだ──」

　そこで浩之の言葉は途と切ぎれることになる。彼の視線はある一点に完全に釘くぎづけになっていた。

　膝ひざをついたまま浩之は部屋の上方、天井を見つめて啞あ然ぜんとしていた。そこに生えていた『物体』によって完全に意識を奪うばわれてしまっていた。

　浩之の視線の先にあったもの──それは生首だった。天井であったはずの場所からまるで梅雨つゆ時のキノコの如ごとく、にょきんと生えた女の子の首。

　淡あわい水色の髪かみをツインテールのように両りよう端はしで結び、重力に遊ばれるままにだらりとぶら下げている。日本人離ばなれした整った容よう貌ぼうだが、それ以上に特とく徴ちよう的なのは瞳ひとみだろう。

　一言であらわすなら『ジト目』。どこまでもやる気なさげな瞳が少女の美しき容貌の全てを帳消しにしてしまっている。まさしく美形の無む駄だ遣づかいを体現してしまっている容貌だ。

　そして、何よりも目立つのは彼女の頭上から十センチほど離はなれた場所でふわふわ浮いてぺかぺか輝かがやく光の輪だ。いったい何がどういう理り屈くつで光の輪が浮き、家庭用蛍けい光こう灯とうのごとく燦さん然ぜんと輝いているのだろうか。

　自分の部屋の天井から見知らぬ少女が生えてきたことも、頭の上で光の輪が自己主張激しく輝く意味も全く理解できず困こん惑わくする浩之。そんな彼に、口元にくわえた煎せん餅べいをぱくんと飲み込みながら、少女は第一声を紡ぐのだった。

「おめでとう、名前も顔も知らぬ目つきの悪い人間の少年……君は運命に選ばれた」

「い、いや……な、何なんだ、お前」

「さあ、選ばれし少年よ、迷うことはない。その両の掌てのひらに力を込め、私を引き抜くが良い。我が名は聖せい剣けんローズブラッスグ、古いにしえより数多あまたの……いやもう、本当に助けて。一人じゃ抜けられそうにないの。このままじゃさっき食べた煎餅が胃い袋ぶくろからポロロッカしてしまう」

「助けて欲しいなら最初からそう言えよっ!?　聖剣のくだり要いらねえだろ！」

「劇的な出会いを演出したかったんだ……一生忘れられないくらい強きよう烈れつなやつを」

「十分過ぎるほど成功してるわっ！」

「突つっ込みはいいから助けて……本当に出る、色々と、うぷ」

　少女が救助を求めていることをようやく理解し、浩之は慌てて椅い子すを少女の下へと運び、その上に飛び乗って少女へと近づく。

　だが、見事なまでに首だけが出ているため、少女を天井から引っこ抜ぬくには首を思いっきり引っ張るしかない。だが、そんなことをしては激しい痛みを少女に与あたえるだけだ。

　どうしたものかと頭を抱かかえる浩之に、少女は何かを悟さとったように軽く息をついて言葉を紡ぐ。

「皆みなまで言わないで、おじいちゃん……私、長くないんだね」

「誰だれがお前の爺じいさんだ。しかし、困ったな……これじゃ引っ張り出すなんて到とう底てい無理だぞ。そもそもお前、なんで人の家の天井に突き刺ささってんだよ……天井に突き刺さるって何だよ、自分で言ってて意味不明過ぎるだろ……いったい何なんだよ、お前は……」

「このまま私は人間界のオブジェとして生しよう涯がいを終えるのか……あの嫁とつぎ遅おくれめ、幽ゆう霊れいになったら見合いの紹しよう介かい書に悪戯いたずら書きしまくってやる。ああ、死ぬ前に蜂はち蜜みつが飲みたい」

「袁えん術じゆつは黙だまってろ。しかし、本当にどうしたものか……仕方ない、首の周りの天井も壊こわすか。ああもう、こんなの父さんと母さんになんて説明すればいいんだよ……」

　愚ぐ痴ちを零こぼしながら、浩之は部屋の押し入れの中から工具箱を取り出してくる。

　むろん、彼の持ち物ではなく彼の父の所有物である。手にハンマーとタガネを取り、天井へ向けてコンコンと何度も打ち付けて少しずつ穴をあけていく。

　そして、少女の首の周囲に少女が腕うでを出せるだけの穴を作ることに成功する。先ほどは首だけ出ていた少女が、今はその両腕まで出すことに成功していた。

　上半身が自由になった少女は、腕をぱたぱたとさせて浩之に語りかけた。

「おお、自由だ……羽ばたける、私はまだ遠くの空へと力強く羽ばたいてゆける。白鳥はかなしからずや空の青、海のあをにも染まずただよふ……そういうものに、私はなりたい」

「いや、なんで両腕が出せるのに全身が抜けないんだよ。お前、肩回りを超こえるくらい腹出てるのか？　どれだけ太ってるんだよお前は」

「失礼だね、君は……背中のエンジェリュックが引っ掛かかっているみたい。少年、私の背中あたりの天井をブロークンしておくれ」

「分かった、分かったからじっとしてろ。あーもうっ！　手をバタバタさせんな！　顔に当たって痛いっつーの！」

「月に叢むら雲くも花に風。軽かろやかなること鳥のごとし、花鳥風月ここにあり」

「意味分かんねーよ！」

　少女の言葉を流しながら、浩之は要望通りに少女の背中あたりの天井をハンマーとタガネで壊していく。

　どうやら彼女の推測は正しかったらしく、その部分の天井を破は壊かいすると同時に少女の体は重力に逆らうことなくずるりと天井から落ちていった。

　だが、彼女の落下方向に立っているのは目を見開いて驚おどろく浩之。まさか一気に落下してくるとは予想しておらず、哀あわれ少女の下した敷じきになるように浩之は椅子から落ちてしまった。

　背中を床ゆかに打ち付け、痛みに悶もだえ狂くるう浩之に、彼の体の上に跨またがったまま少女はやる気の感じられないジト目を向けて口を開いた。

「ちゃっちゃっちゃーん……少年は伝説の剣を手に入れた。今すぐここで装備していくかい？」

「しねえよ！　さっさと俺の上からどいてくれ！　地味に重いわ！」

「つくづく失礼だね、君は……よいしょっと」

　やれやれと息をつきながら、少女は心から億おつ劫くうそうに浩之の上から移動し、彼の前にちょこんと座る。

　打ち付けた背中を摩さすりながら、ようやく浩之は少女の全身を視界に入れることができた。

　淡い水色の髪を両サイドに結んだ長ちよう髪はつ。恐おそろしく整った美しき容貌、それらを全すべて帳消しにするほどの特徴的なやる気皆かい無むのジト目。頭の上にはぴっかぴっかと電器屋のショーケースに展示された蛍光灯のごとく輝く光の輪が浮うき、その身には白布のような薄うす手での衣ころもを纏まとっている。そして背中にはこぢんまりとした小さな白い羽と、先ほどまで天井にひっかかっていたらしい小こ柄がらな少女に良く似合うピンクのリュックが背負われていた。

　やる気ゼロのジト目さえ見なければ絶世の美少女であることは間ま違ちがいないのだが、浩之にとっては少女の容貌など思考の外のことだ。

　彼にとって少女は己おのが城じよう塞さいに突如飛び込んできた闖ちん入にゆう者。もっと言うなら、天井をぶち壊してくれた人間災害。少女と向かいあうように胡坐あぐらをかき、頭をかきながら浩之は少女に訊たずねかけた。

「……で、お前、何なんだ？　登場の仕方が突とつ拍ぴよう子しも無さ過ぎて、名前を訊きけばいいのか、素す姓じようを訊けばいいのか、警察に連れん絡らくしなきゃいけないのか、全然分かんねえよ……」

「人に名を訊ねる前に自分から名乗るのが礼れい儀ぎだと習わなかったのかね……そうかそうか、君はそういう奴やつなんだな」

「なんで人の部屋の天てん井じようぶち壊してダイナミック過ぎる来訪かました奴に礼儀を問われにゃならんのだ。まあいい、俺の名前は荒波浩之だ」
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「長くて言い難にくいね……私の名はサラサ、上から読んでも下から読んでもサラサ。よろしく、ウマナミモロユキ」

「荒波浩之だっ！　なんで五秒前に自己紹介された名前すら覚えられねーんだお前は！」

「だって長いんだもん……私の脳による他人の名前の記き憶おく容量限界は三文字だから」

「少な過ぎるだろ！　もうちょっと頑がん張ばれよ！　浩之だ、ヒ・ロ・ユ・キ！」

「ヒロね。ヒロ……よろしくヒロ」

「ああ、よろしく……って、よろしくしねえよ！」

　差し出してきた少女──サラサの手を危うく握にぎり返しそうになる自分の手を押おさえて浩之は絶ぜつ叫きようした。

　そんな彼の反応に首を傾かたむけ、相変わらずのジト目を向けながらサラサは浩之に斜ななめ上の言葉を投げかけ続けている。

「握あく手しゆとは……万国共通の友好の意。それを拒きよ否ひされてしまっては、残る道は戦争しかないじゃないか……ペンを捨て、剣を握れ若者よ……敵は本能寺にあり……」

「友好の前に説明をしろ。お前はいったい何なんだ、どうして俺の部屋の天井に突き刺さってたんだ」

「話せば長くなる……喩たとえるならそれは、運命の大河に流されし歴史を語るがごとし。全ての事情を英えい雄ゆう譚たんのごとく熱を込めて語り終えようとしたなら、君と夜を語り明かさなければならなくなる……」

「熱も調味料も込めんでいいから、簡単にかいつまんで話せ。話さないなら今すぐ警察に連絡する」

「そういう困ったらすぐに警察に頼たよろうとする風潮……それでいいのか、若者よ……社会は残ざん酷こくだぞ、上司は親じゃない、困り果てても君を優やさしく助けてくれるとは限らないんだ……今からでも自分の力で問題を乗り越こえる力を養ってこそだね……」

「交こう渉しよう決けつ裂れつだな。警察呼ぶけどいいんだな」

「しかたない……ちゃんと話すよ、真ま面じ目めに聞いてね。ポップコーンとコーラの準備はいいのかい？」

「少なくともお前よりも真面目になってるつもりだよ」

　早くしろとせっつく浩之に、サラサは背中のリュックを下ろしながら渋しぶ々しぶ説明を始める。

「ヒロの部屋に突き刺さっていたのは、私が空から降ってきたからだよ。私は空をまだ自分の力で飛べないんだ。ヒロの部屋の天井を壊してしまったことは本当に偶ぐう然ぜんで……大変遺い憾かんに思っている」

「空から降って来たって……お前、飛行機から落下でもしたのか？　そもそも屋根をぶち抜いて天井に突き刺さって、よく怪け我がひとつないな……超ちよう人じんか何かか、お前は」

「お前じゃない、サラサって名乗ったばかりだよ。さっきヒロが私の名前を訊いたんじゃないか……その名前が良いいねとヒロが言ったから」

「言ってねえから。んで、おま……ごほん、さ、サラサは何で空から降ってきたんだよ。一番大事なそこを説明しろ」

「何で嚙かむのさ……ははん、さてはボーイ、女の子を名前で呼ぶのが恥はずかしいんだな。思春期を脱だつしきれない小こ僧ぞうめ、愛うい奴愛い奴」

「うるせー！　いいから説明しろ！」

「説明、要るの……？　私がどこから来たのかなんて、人間なら私の姿を見たら一発で分かるもんなんじゃないの……？」

　そう言って、サラサは己おのれの頭上の光の輪っかを指差した。

　続いてその場で立ち上がり、浩之の前で背中の小さな羽をぴこぴこ動かして再び座り直す。そう、彼女の頭の光輪と背中に生えた純白の翼つばさ。そして天から降ってきたという証言。これらから、浩之の中でもしかしたらという予想は立っている。

　だが、彼女がそうだと浩之は認められない。なぜなら彼は無宗教、リアリスト。そんなものがこの世に存在するなどと微み塵じんも思っていないからだ。そんな彼に、サラサはジト目を向けたままポツリと呟つぶやく。

「人は信じられない光景に出くわしたときにその者の本質が出るという……ヒロ、思考停止で足を止めるのは愚ぐの骨頂だとは思わないかね。ありえないと鼻で笑い、こいつは馬ば鹿かだと指をさして嘲ちよう笑しようすることは誰だってできる。大事なのはそこから一歩踏ふみ出して自分の感性を信じて動くことだとは思わないかね。さあ、勇気を出して一歩踏み出し、部屋から飛び出して私のためにお茶を汲くんできておくれ……喉のどが渇かわいて死にそうなの」

「ただ単に飲み物欲しいだけじゃねえか！　前半真しん剣けんに話聞いて損したわ！」

「もういいじゃん……考えるだけ無む駄だだし、受け入れようよ。私、天使だよ。正確に言うと天使見習い。空から降ってきたことも、常人なら死ぬような目にあってるのに無傷なのも、この一言で片がつくでしょ……分かったら、早く私にリンゴジュースを持ってきて」

「お茶から要求を微び妙みように吊つり上げてんじゃねえっ！」

　文句を言いながらも、舌打ちをしながらも、仕方ないと部屋から出て一階まで飲み物を取りにいってあげるあたり、浩之の人の良さが滲にじみ出ているだろう。荒波浩之、何だかんだでお人ひと好よしである。冷蔵庫にあったオレンジジュースを二人分グラスに注ぎ、トレイに乗せて部屋まで戻もどり、サラサに差し出した。

　浩之からグラスを両手で受け取りながら、サラサはぺこりと頭を下げる。その礼れい儀ぎ正しい姿に、浩之は少し感心するのだが、その好感はすぐさま地に叩たたき落とされる。ストローごしに一口飲むや否いなや、ジト目をヒロのグラスに向けて文句を言いだした。

「ヒロのジュースの方が明らかに量が多い……不公平だ、断固抗こう議ぎ、交こう換かんを要求する。トリック・オア・トリート」

「大してかわんねえよ！　しかもお前、それ既すでに口付けた後じゃねえか！」

「大だい丈じよう夫ぶ、私は気にしない。私はジュースが沢たく山さん飲めてラッキー、ヒロは美少女と間接キスができてラッキー、ウィンウィンの関係になれる……」

「馬鹿だこいつ！　いいから話を戻すぞ！　サラサが天使っていうのは……本当なのか」

「正確には天使候補だけど……なんだ、信じられないのかブラザー……噓うそを言っているように見えるかい？　この羽が作りものだとでも？」

「誰だれがブラザーだ。けど、確かにその天使の羽と頭の光輪は作りものには見えねえな……」

「ごめん、頭の光の輪は作りものなんだ……天人界の法律で光の輪っかは常に装着するように決まってるから」

「作りものなのかよ……」

「ちなみにこれ、学校近くの電気街にいくらでも投げ売りされてるよ……ワゴンの上にクフ王も興奮するくらいのピラミッドが積まれてる」

「止やめろ！　それ以上天使の幻げん想そうを壊こわすな！」

「幻想を持つほど信しん仰こうもしていないくせに。ほーら、ぺかっぺかっ」

　浩之の前で光の輪から出た紐ひもを引っ張って光をつけたり消したりして遊ぶサラサ。

　その光景のせいで、浩之のなかの天使像は音を立てて崩くずれていく。神も天使も信じていない浩之ではあるが、幻想や夢は大事にしたい、そんな年とし頃ごろだった。

　大きく息を吐はき出し、額を片手で押さえながら、しかし浩之はなんとか現実を受け入れる。背中の羽は本物であるようだし、確かに普ふ通つうの人間ならば天井に突つき刺ささって無傷でなどいられるわけがない。

　悲しいが、悔くやしいが、彼女が人間ではなく浩之の常識の外の人間──天使であるという事実は受け入れなければ先に進めない。観念して、浩之は重々しい声でサラサに語りかける。

「百歩……いや、千歩譲ゆずって、お前が天使だと認めるとしよう」

「なんでそんなに嫌いやそうなのさ……あと天使候補だってば。簡単に説明すると、この人間界のはるか上空に私たちの住む世界があって、そこで天使を目指して学業に励はげんでいたぴっちぴちの学生、それが私」

「全然よく分からん……空の上に俺たちがよく考える神様の世界があるのなら、そこに住むお前は既に天使なんじゃないのか？」

「違ちがうんだな……ヒロたち風に言うなら、天使は職業なんだ。そして天使候補である私はそれを目指す学生だと考えると分かりやすいかな。あと、ヒロのいう空の上に住む私たちを指し示す言葉は『天てん人じん』だね。だから、私たちの種族が天人ってことになるんだ」

「いまいち要領を得ないが、とりあえずサラサがその天人だっていうのは分かった。本当に、ほんっと────に信じ難がたいことだが、お前たちのような存在がいるということも認める。そこで疑問なんだが、空の上に住む天人様であるお前が、なんで見ず知らずの俺の部屋の天井をぶち壊してくれてんだ？」

「本当に不ふ可か抗こう力りよくなんだ。悪いのは私じゃない、あの嫁とつぎ遅おくれの女が落下地点をここに指定したのが悪い……私だって常識はある。誰が望んで何の関係もない人の家に天井からダイナミック来訪なんてするものか……ところで、何か食べるものない？　飲み物を出して茶ちや請うけを出さないなんて画が竜りよう点てん睛せいどこいったのさ……あとオレンジジュースなんで百パーセントじゃないの……私、百パーセント以外好きじゃないんですけど……」

「微塵も常識ねえよ！　いったいどこの常識ある奴が出されたものに全力でケチつけてくるんだよ!?」

「まあいいや、煎せん餅べいが残ってるしそれ食べながら話すね……ヒロも食べるかい？　天人界、人気の老舗しにせの一品だよ」

「……もらう」

　リュックから煎餅を取り出し、浩之と分けながらサラサの説明は続く。

「私が人間界にやってきたのは、卒業試験の追試のため。私さ、天使を目指す学校に通ってるんだけど……劣れつ等とう生なんだよね。このままだと、卒業できないんだって」

「いや、それは非常に納なつ得とくできる。というか、お前のような天使がいてたまるか。俺が教師なら即そつ刻こく退学にしたいくらいだ」

「酷ひどいこと言うね……まあ、その通りなんだけど。私も全然天使なんてなるつもりなくてさ……でも、学院のお偉えら方がたは私を退学処分にできない理由があって……私から学院を辞やめることも認めないわけだ」

「そうなのか。まあ、自分に合わないことを無理に続けてもなあ……それで？」

「ん。そこで学院のお偉方は考えたわけだね。私の追試を人間界で行い、ある条件をクリアするまで天人界には戻らせない。こうすることで私が必死こいて追試をクリアするだろうと考えたんだろうけど……甘い、甘過ぎる。このサラサを舐なめないでいただきたい。他人の思おも惑わくに乗って今いま更さら勤勉に励むとでも思っているのか。天人界なんてこっちからお断りだ……私は生しよう涯がいをこの人間界で謳おう歌かする事に決めたんだ」

「覚かく悟ごを決めるのはいいが、頼たのむから煎餅をボロボロ床ゆかに零こぼさないでくれ。あとで掃そう除じ機きかけるの俺なんだぞ」

　サラサの話を聞きながら、浩之は大きく溜ため息いきをつく。これはもしかしなくとも、とんでもない爆ばく弾だんが飛び込んできてしまったのではないだろうか、と。

　未いまだ現実感のない感覚は否めないが、目の前で煎餅をボロボロ零してくれている少女の存在が今ここにあるのは確かであり、何より天てん井じように空いてしまった穴から差し込む太陽光が嫌でも浩之にこの現実を教えてくれる。

　いったいどうしたらよいのかと浩之は頭を悩なやませる。警察に彼女を連れ込み、『天から見放された天使娘むすめです、不法侵しん入にゆうと器物破損です、なんとかしてください』などと言っても笑われて追い返されるのがオチだ。そもそもこの天井をどうすればよいのか。

　今日はとことん幸運に恵めぐまれていた、素す晴ばらしき一日だったというのに、どうして最後の最後でこんな目に。頭を悩ませる浩之に、サラサはこくんと煎餅を飲み込みながら、声をかける。

「大いに悩め、ヒロ。人は悩み、そしてその度たびに大きくなるのだから」

「悩みの種が偉えらそうなこと言ってんじゃねえ！　それで、ある条件て何だ。どうすればお前は心安らかに昇しよう天てんしてくれるんだ」

「人を自じ縛ばく霊れいか何かのように……卒業許可の条件は、『選んだ人間を幸せにすること』。私が選んだ誰かを幸せにして、無事判定が下れば私は天使認にん定ていされて天人界へ戻ることになる」

「人を幸せにできたかどうかの判定って、誰がどうやって下すんだ？」

「これ」

　そう言って、サラサは頭の上の輪っかを指差す。それは彼女が天人界の電気街で購こう入にゆうした特売品の天使の輪っかであった。

　訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる浩之に、サラサは輪っかを人差し指で弾はじきながら説明を続ける。

「この輪っかには人の幸せ判定機能がついてるんだ……その人の心が幸せかどうかを読みとることができる。ちなみに今は蛍けい光こう灯とうモードにしてる状態」

「投げ売り品のくせに無駄に高性能だな、おい。天人界の電気街どんだけ凄すげえんだ」

「こんなものは序の口の序の口……私のエンジェリュックの中には数え切れないほどの電気街グッズが収納されてある。こう見えても裕ゆう福ふくだからね、私……セレブだよ、セレブ」

「ふーん。なあ、試ためしに俺に使ってみてくれ。ちょっと興味が湧わいた、何か心理テストに使う機械みたいで面おも白しろそうだ」

「いいよ……はい、手を出して光の輪っかに触ふれて。先に言っておくけれど、後こう悔かいしないでね……使いたいって言ったの、ヒロだからね」

「おい、何だその怖こわい前置きは。使うことでその場で爆ばく発はつとか、そういう命の危険とかあるんじゃないだろうな」

「ないけど……一応ね」

　頭の上から両手で光の輪っかを握にぎり、サラサはずいっと浩之の前に差し出す。

　両手を差し出し、光の輪っかを握りしめた浩之に、サラサは説明を続けた。

「それじゃ、これから私の言葉に続けて全部『はい』って答えてね。そうしないとこの輪っか起動してくれないから」

「わかった、『はい』って答えるだけだな」

「それじゃいくよ……『汝なんじ、天使の導きのもとに従い、共に歩むことをここに誓ちかうか？』」

「はい」

「『天使の言を信じ、天使の心に添そい、天使と共に頂を目指すことをここに誓うか？』」

「はい」

「『よろしい。汝の誓いは見届けた。その言葉全すべてを信じ、天使は汝と共に道を歩むだろう』──いいよ、ありがと」

「……おお、随ずい分ぶん本格的なんだな。何だか教会に来たみたいだった。いや、親しん戚せきの結けつ婚こん式くらいでしか行ったことねえんだけどな」

「形から入るのが好きなのは人間も天人も変わらないよ……それじゃ、起動するね。ヒロの幸せ度は……っと」

　そう言いながら、サラサは光の輪っかを胸の前でくるっくるっと二回転、三回転と回してみせる。すると、光の輪はふっと灯あかりが消えたかと思うと、禍まが々まがしいくらいに目に優やさしくない真ま紫むらさきへと変色してしまった。それが激しく点てん滅めつするものだからたまったものじゃない。浩之は目を閉じながら、サラサに慌あわてて訊たずねかけた。

「お、おい！　なんか気持ち悪い色になって暴走し出したぞ！　故障か!?」

「大丈夫、アマツガハラの電気街の品物だよ……千年フル稼か働どうしても大丈夫が謳うたい文句だから、壊れるわけがない、電池は切れるけど。これはヒロの幸せ度判定の結果だよ。これがヒロのハッピー度を教えてくれてるってわけだね……」

「つまり、どういうことだよ？」

「幸せのしの字も感じられない、この世のどん底にいるかの如ごとく不幸現在進行形ってレベルだね……こんな不幸感じてる人見たことないよ、いったい何があったって言うのさ」

「ま、マジかよ……俺ってそんなに不幸な人間だったのか。いったい俺の身にどんな不幸が襲おそっていると……襲って、いると……」

　頭を抱かかえて困こん窮きゆうする浩之だが、ふと視線が目の前の少女へと向けられる。

　ジト目を向けたまま『元気出せ、あとジュースのおかわり』などと身勝手な要求をしながら浩之の肩かたをぽんぽんと叩たたくサラサ。そしてふと視線を見上げればぽっかり空いた天井の穴。彼女の頭の上には相変わらず目に優しくない紫の点滅。

　それらを視界に入れ、やがてワナワナと体を震ふるわせる浩之。そんな彼に、空気を微み塵じんも読もうとしないサラサは首を傾かしげて訊ねかけた。

「どうしたの、生まれたての小こ鹿じかのように震えて……トイレ？」

「俺の不幸は全部お前のせいじゃねえかあああああああああっ！」

　びしっとサラサを指差して浩之は怒いかりの咆ほう哮こうをあげた。そう、彼の不幸、その全ての原因は目の前で吞のん気きに煎餅を貪むさぼる少女にあった。彼女が空から降ってくるその直前までは、浩之は確かに幸福の真っただ中にあったはずなのだから。

　突とつ然ぜん現れ、天井は壊こわす、自分は天使候補などと言う、あげくのはてに煎餅をボリボリと床に零こぼしに零す。こんな爆弾を放ほうり投げられ、不幸でないはずがない。

　不幸の原因を理解した浩之は、すぐさま不幸の原因を排はい除じよするための行動に出る。その場に立ちあがり、部屋の扉とびらを指差してサラサに言い放った。

「出ていけ。俺が不幸になってるのは全部お前が原因なのは明白だ。お前が出ていけば俺は間ま違ちがいなくハッピーになれる。そうすればお前も人を幸せにした功績が認められ、成じよう仏ぶつできるだろう。天井のことは……もういい、とにかく早く出ていけ」

「マッチポンプって言葉を知ってる……？　私がヒロの不幸の原因だというなら、私が出て行って解消したところで幸せにしたなんて判定下るわけないじゃない……放ほう火か魔まが消火活動をすれば英えい雄ゆうになれるかい……？　ヒロは実に馬ば鹿かだな……ジュースのおかわりまだこないんですけど」

「永遠にこねえよ！　とにかく家から出ていけ！　早く幸せにする人間をとっ捕つかまえて、天人界でも魔界でも好きなところに帰ってくれ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、その人間は既すでに確保したから……私、有能」

「捕まえたって……おい、まさかお前」

　青ざめる浩之に対し、サラサは煎餅をこくんと飲み込んで口元を緩ゆるめて笑う。

　それはまさしく美少女の微笑ほほえみ。やる気のないジト目でなければ、見み惚ほれない者などいないほどの笑みで、サラサは浩之に宣言するのだった。

「おめでとう、ヒロ。君はめでたく天使候補に選ばれた人間だ……私が君を、幸せにしてあげる……まるで漫まん画がの主人公のようでしょ？　候補とはいえ、天使に選ばれる人間なんて歴史上でも本当に数えられるくらいしか存在しないんだ……さあ、咽むせび泣いて喜ぶといい」

「喜べるわけねえだろ！　俺を全力で不幸に叩きこんでくれてる奴やつがどの口で幸せにするなんて寝ね言ごとほざいてんだ!?　冗じよう談だんはいいから、さっさと出ていけって！」

「私、冗談なんて嫌きらいなんですけど……いつだって真しん剣けんに今を生きてきた。今を本気で生きられない者に、明日を語る資格なんてないんだ……いつだって今を全力で生きるしかない……私は今を、後悔のないように日々面白おかしく生きているよ」

「やっぱり面白おかしく生きてんじゃねえか！　だいたいお前が俺を幸せになんてできるわけないだろ！　むしろ不幸のどん底に叩き落としてくれてるんだよ！　そこを理解しろよ、いい加減にしろよホントマジで！」

「いいんだよ。そんなヒロだからこそ、私は君を相棒に選んだんだから……」

「はあ？　それはどういう意味だよ」

　サラサの意味不明な言葉に浩之は言葉の意味を問いかけた。

　そんな彼に、サラサは無言で空になったグラスを左右に軽く振ふる。つまり、続きが教えてほしければおかわりを持ってこいという要求だ。

　ジト目による無言の要求に、浩之は彼女の額にデコピンをして拒きよ否ひをもって応こたえる。赤くなった額を摩さすりながら、サラサは説明を続けた。

「言ったでしょ。私は追試に合格し、天使になるつもりなんてサラサラないんだ……人間を幸せにするなんて冗談じゃない、そんなことをしてしまったら私は天人界に戻もどらなくちゃいけなくなるじゃないか……」

「おま、お前っ、今さっき俺を幸せにするって……」

「ヒロを幸せにすると言ったな……あれは噓うそだ……ヒロ、幸せは他人に与あたえられるものじゃない、自分で摑つかむものなんだ……甘ったれるな」

「天使の役目全否定してんじゃねえよ!?」

「そういうわけで、私は誰だれかを幸せにするつもりなんてこれっぽっちもない……天人界に帰りたくないんだ……私はこの人間界で悠ゆう々ゆう自適に毎日を面白おかしく惰だ性せいと堕だ落らくに塗まみれて生きていきたいんだ……具体的に言うと、私はこの人間界でニートになりたい……」

「こいつ、清すが々すがしいくらいに最低なこときっぱり宣言しやがった……」

「その私の夢のために、必要なモノが幾いくつかある……その一つが、住む場所と食事を提供してくれる人。そして私は幸運にも、それを用意してくれそうな素す晴ばらしい人間に巡めぐり会うことができてしまった……これも運命としか思えない」

「お、おい……冗談だよな？」

「言ったよ、私は冗談が嫌いだって……ヒロ、私は君の家に居い候そうろうすることに決めた。人間界で悠々自適な生活をするために、ヒロの力が必要なんだ。私、君の家族としてこれからを生きるって決心したよ……こんな私を、受け入れてくれるかな？」

「受け入れるわけねぇだろおおおおおがあっ！　頭沸わいてんのか、このパッパラ天使！　もういい、強引にでも家の外に叩きだしてやる！」

　サラサの腕うでを摑み、引っ張り上げて玄げん関かんまで運ぼうとする浩之だが、それは叶かなわない。

　浩之がいくら力を込めて引っ張れども、サラサはびくとも動かない。まるで分厚い岩石がそこにあるかのごとく、一ミリたりとも動かせないのだ。

　肩で息をする浩之に、サラサは煎せん餅べいを口に運びながら勝ち誇ほこって告げた。

「無む駄だだよ……天使道具『イワクニ』によって私の体重は通常の十倍に引き上げられてるから。ちなみにこれはアマツガハラ電気街のガシャリンポンでワンコインで当てた玩具おもちやね……」

「ま、また無駄に高性能なもんを適当な方法で入手しやがって……いいから出ていけ！　お前がどれだけ抵てい抗こうしても、俺はお前が居座るなんて絶対に認めないからな！」

「果たしてそうかな……？　いいのかい、私が本当に出ていっても……後悔するよ？」

「どういう意味だよ……」

「私がもし、ここから出て行ってヒロの傍そばを十日以上離はなれると……君は死んでしまうことになる」

「ハッタリなんか通用するか！　とにかく簀す巻まきにしてでも、家の外に放ほうり投げて……」

「本当だよ……私がここから出ていくと、君は死ぬんだ」

　きっぱりと言い放つサラサ。やる気のない瞳ひとみから放たれる言いようのない圧力に、浩之は思わず屈くつしてしまいそうになる。

　気押される浩之に、サラサは頭の上で紫に輝かがやく光の輪を指差して、彼女の台詞せりふの意味を語っていく。

「さっき、この光の輪でヒロの幸福判定をしたよね……この幸福判定のシステムはさ、誰でも利用できるって訳じゃないんだ」

「どういうことだよ」

「天使の仕事は選ばれた人間を必ず幸福に導くこと、それは人間と天使との二人の誓せい約やくによって違たがえてはならない……さっき、ヒロは天使の輪を使うときに誓ったでしょ？　あれで私とヒロの関係を『選ばれし人間』と『天使』の関係として光の輪は認にん識しきしたんだ……だからこそ、幸福に導くために幸福判定システムが使えるようになったんだね……」

「……それと俺が死ぬことと何の関係があるんだよ？」

「ヒロは今、私を追い出そうとしている。それはすなわち、天使との契けい約やくを反ほ故ごにしようとしている行こう為いなんだよね……それは光の輪にとって不義の行為と認識され、『不適格』と判断されちゃうんだ。もしそう光の輪が判断してしまったら……まあ、そういうことだね。天使にとって誓約は絶対だから」

　ごくりと息を飲み込み、浩之はサラサの言葉に恐きよう怖ふする。

　言葉からして、間違いなく自分の命を奪うばいに来るのだろう。いったいこの身に何が起こるというのか、光の輪に切り刻まれるのか、はたまた燃やし尽つくされるのか。

　はっきり言って、サラサの言葉が九割以上の確率でブラフだとは浩之も認識している。彼女の言葉を鼻で笑って家から叩きだすことが賢けん明めいだとも分かっている。

　だが、残りの一割未満の『もしも』が捨てきれない。目の前でボリボリと煎餅を食べる少女は疑う余地もなく『人外』、常識の外に生きる存在なのだ。

　その理解の範はん疇ちゆうを超こえた得体の知れなさが浩之の決断を鈍にぶらせた。もしもがあるかもしれない、そう考えるだけで人は厳しい選せん択たくをできなくなる生き物なのだから。

　恐おそろしい想像が脳のう裏りをよぎる浩之に、サラサは大きく間をあけて、ゆっくりと言葉を紡つむぐのだった。

「さあ、蹴けり飛ばした椅い子すを戻し、話し合いの席につこうじゃないか……ヒロ、人は分かりあえる生き物だ……拳こぶしではなく誠意で通じ合えると私は信じているよ」

「お前は人間じゃない上に思いっきり拳振ふり上げて恫どう喝かつしてるんだけどな」

「頼たのむよヒロ……行き場を失った私には、君の力が必要なんだ……私の素晴らしきニート生活のために、君と一いつ緒しよにいたいんだ……」

「それで首を縦に振る奴なんかいるか！」

「一年でいいんだ。一年経たてば、この光の輪の電池の寿じゆ命みようも訪おとずれて、君も傷一つなく解放される……私も新しい住居へ移るから……お願いだよ、ヒロ」

　指一本立てて、サラサは浩之にジト目を向けてお願いする。相変わらずのやる気のない瞳を向けられ、浩之は大きく溜ため息いきをついて思考する。

　行動原理は最悪だが、サラサが人間界において居場所がないというのは事実だろう。だからこそ、あの手この手で浩之にお願いしているのだ。

　だが、事態が事態だけに浩之も簡単には頷うなずけない。たとえここで了りよう解かいしたところで、サラサがこの家に住めるわけではない。この家はあくまで浩之の両親の家であり、浩之が家主でもなんでもないのだから。

　見ず知らずの女の子、それも天人などとのたまう変人を家に住まわせてほしいなどと浩之が言ったとき、親はどんな顔をするだろうか。間違いなく激げき怒どする。学生という親に養われている身でありながら、女と同どう棲せいさせてほしいなど誰であっても激怒する。

　加えて、何より一番の理由は浩之がサラサとの同棲生活など心から望んでいないことだ。当然だ、突然空から降ってきて天てん井じようをぶち抜ぬいて、平へい穏おんな自分の生活を一いつ瞬しゆんにしてひっかきまわしてくれた天災と誰が共に生活を送りたいと思うだろう。

　浩之は破は天てん荒こうな人生を望んでもいなければ、人と異なる波乱万ばん丈じような人生も求めていない。周りにどう見られているかはさておき、平へい凡ぼんな学生生活を享きよう受じゆできるならそれにこしたことはないという人間だ。

　その生活の中にサラサという異物を入れてしまえば、間違いなく今日から生活は一変する。一変どころではない、急転する。暗転する。

　それが分かっているからこそ、浩之の心は拒否の一手だったのだが、サラサと離れると命の危険があるかもしれないという点がどうしてもひっかかる。

　絶対噓だと思うが、それでも完全に否定できない。こいつならやりかねないという想おもいが浩之の心から拭ぬぐいきれなかった。

　腕を組んで必死に頭を悩なやませる浩之だが、結局いきつく答えは一つだった。それらだけなら、浩之は断固として断っていた。命の危険などと言われても、最後には信じることなく蹴り飛ばして家を追い出しただろう。

　彼が最後に決断を下さざるを得なかった理由、それは浩之に最後にお願いしたときのサラサの表情と声。ジト目のせいで薄うすれてしまっているが、その表情はとても寂さみしそうであり、その声は縋すがるようで。このとき、浩之は初めて少女の『本当の姿』に触ふれたような気がした。

　悩みに悩み、悩み抜いて、苦く悶もんの表情で浩之は決断し、言葉を紡ぐ。この決断が、絶対に後こう悔かいするものだと分かっていても。

「……一年だな？　一年経ったら本当に出て行くんだな？」

「うん……約束する。誓約してもいい」

「……分かった。ひっじょ────────────に不本意だけど、力は貸してやる」

「本当……？」

　浩之の絞しぼり出した言葉に、サラサの表情がぱーっと明るくなる。相変わらずのジト目ではあるが。

　そんなサラサに対して掌てのひらを突つき出し、ぬか喜びをさせないために浩之は『ただし』と前置きして言葉を続けた。

「俺が力を貸すのはあくまで両親に頼むだけだ。この家は当然俺の家じゃない、父さんと母さんの家だ。お前をこの家に置くかどうかの権限なんて俺にはないからな。もし親が駄だ目めだと言ったら、悪いが諦あきらめてくれ。そこは納なつ得とくしてもらう」

「いいよ……『ヒロが納得してくれたなら』そんなことは些さ細さいな問題だもん……ヒロは『私が一緒に棲すむことに協力してくれる』んだよね」

「あ、ああ」

　サラサの言葉の意味が分からず、浩之は首を傾かしげるしかない。対してサラサはしてやったりと笑うばかり。

　そんな二人のもとに、タイミングが良いいのか悪いのか第三者が訪れる。部屋の扉とびらをノックする音と共に、外から『浩之、入るわよ』という声が聞こえてきたのだ。その声に浩之はたまらず背筋を伸のばす。

　その声は彼の母親である荒波己み佐さ緒おのものだった。彼はサラサとドタバタ騒さわぎ過ぎて気付いていなかったが、どうやら母親が買い物から既すでに帰ってきていたらしい。

　目の前でジト目で煎餅を食べ続けるサラサ、天井にぽっかり空いた穴。これらを浩之は母に前用意なしで今から説明しなければならないのだ。浩之でなくとも慌あわてずにはいられないだろう。

　協力して一緒にお願いしてやるとは言ったものの、さっきの今では上手うまい言葉など思いつくはずもない。慌てふためく浩之、威い風ふう堂々のサラサ。そんな二人を余所よそに、母は部屋の扉を開けるのだった。

　黒くろ髪かみを肩かたほどで切り揃そろえた、年ねん齢れいより若く見える女性、それが荒波己佐緒、浩之の母だった。

「さっきから浩之の声が家の中に響ひびいてるんだけど、誰だれかお客さん来てるの？　……って、あら」

「わ、わ、わ！　母さん待て！　ちょっと待て！　まだ心の準備が！」

　扉から顔を覗のぞかせた己佐緒が、浩之の後ろにちょこんと座るサラサを発見する。サラサもジト目で己佐緒を見つめ返すだけ。

　たっぷり十秒は経っただろうか。二人が浩之越ごしに見つめ合い、沈ちん黙もくを保ち続ける。何から説明すべきかと困こん惑わくする浩之を置いて、己佐緒はやがて表情を破顔させて嬉うれしそうに声をあげるのだった。

「まあまあまあ、サラサちゃんもう来てくれてたのね。長旅疲つかれたでしょ？」

「お久しぶりです、おば様……なんとか無事に着くことができました。今日からお世話になります」

「ええ、ええ、外国からだもの、疲れたでしょう。今日はお祝いするから、楽しみにしててね。本当に大きくなっちゃって」

「な……か、母さんこいつと知り合いなのか？」

「何言ってるのよ浩之。従姉妹いとこのサラサちゃんよ。今日からうちにホームステイするって前々から言っていたでしょ？」

「はああ？」

　頭のてっぺんから突き抜けるような変な声を思わずあげてしまう浩之。いつからこんなメガトン級爆ばく弾だんが従姉妹になったのか。

　眉まゆを顰ひそめながら振ふり返る浩之に、サラサは口元を吊つり上げて笑うだけ。その顔に、浩之はやっと把は握あくする。こいつ、また何かやりやがった、と。

　そんな浩之を置き去りにして、サラサと己佐緒の会話は続く。

「サラサちゃんが来てくれて本当に嬉しいわ。私、ずっと楽しみにしてたのよ。ほら、ウチって浩之だけだから。ずっと女の子が欲しいなって思ってたのよね」

「そう言って頂けると私も助かります……日本のことは右も左も分かりませんが、色々教えて頂けると嬉しいです」

「噓うそつけ！　お前さっき若わか山やま牧ぼく水すい諳そらんじてたじゃねえか！　左右どころか奥底まで知ってんじゃねえか！」

「それとおば様、この家を訪れる際にちょっと天井を壊こわしてしまいまして……」

「あらあらまあまあ、見事に大穴空いちゃってるわね……これ、どうしたの？」

「色々と交こう通つう網もうを利用した結果、空から来訪という形になってしまいました……なにせブリテン生まれなので勝手が分からず、自国の誇ほこるブリティッシュ式ダイナミック来訪を敢かん行こうしてしまったのです」

「そうなの。ブリティッシュなら日本の勝手が分からなくても仕方ないわね。流石さすが紳しん士しの国は規格が違ちがうのねえ」

「何だよブリティッシュ式ダイナミック来訪って!?」

　軽くサラサと談だん笑しようをして、己佐緒は笑え顔がおで一階へと戻もどっていった。その表情はサラサの言葉や存在に微み塵じんも違い和わ感かんを感じていないようだった。

　あまりにも異常過ぎる光景に、浩之は説明しろと視線でサラサを問い詰つめる。煎せん餅べいを頰ほお張ばりながら、サラサは隠かくすこともなく理由を説明した。

「『契約者』と『天使』の関係に誰も違和感を覚えないようになってるんだよ……分かりやすく言えば強力な暗示が人間全員にかかってると言えばいいのかな？」

「暗示……？」

「そう。『契けい約やく者』と『天使』が一緒に行動する事にいちいち疑問を持たれちゃうと、天使としての仕事ができないでしょ……それを防ぐために、この光の輪から認にん識しき阻そ害がい波が放たれてるのね。周りの人間には、私とヒロが一緒にいること、その理由、何もかもに疑問を持ったりしなくなる……当然違和感を覚えないんだから、頭の輪っかも背中の羽も全部当たり前だと思っちゃう……違和感がないように、私とヒロの関係を君のお母さんは『ホームステイに来た従姉妹』だと認識したんだね」

「お、おいおい……これって洗脳の一種なんじゃ……」

「天使として大事な役目を遂すい行こうするためだよ。現にこの人間界では天使がいる場所は必ずこの装置が使われてるはずだよ……天使がお仕事をするときの必ひつ需じゆ品だからね」

「そんなヤバい装置が投げ売りワゴン売りされてんのかよ……怖こええよ天人界」

「アマツガハラ電気街に置いてないものはないんだね……それよりもヒロ、親は納得してくれたよ。これで私がここの家に住むことを認めてくれるんだよね……」

「反則技じゃねーかっ！」

「誤ご審しんだと訴うつたえたところで、審判がセーフと言ったらセーフなんだ……たとえ強ごう引いんでも、力技でも、私はヒロの親に許可を得た。そこの頑がん張ばりは認めてほしい……」

　あまりに暴論ではあるが、確かにサラサが浩之の親から許可を得たのも事実だ。

　頭を悩ませる浩之だが、彼は確かに宣言した。親さえ認めたら、許可してやると。その助力もしてやると。

　手法はあまり褒ほめられないが、彼女は必死でこの人間界で自分の居場所を確保するために手を尽つくし、勝ちとったのだ。そこは認めてやらねばならないだろう。

　肺の奥底から大きな息を吐はき出し、参ったとばかりに表情を崩くずしてそっと右手を差し出すのだった。そしてぶっきらぼうに告げた。

「……一年だけだからな。それと勘かん違ちがいするなよ？　俺はあくまで自分の命を守るためにお前を置くのを認めたのであってだな……」

「ん……分かってる。これからよろしくね、ヒロ。私を傍そばに置いてくれたこと、絶対に後悔はさせないから……」

「お、おう」

　そっと握にぎり返された小さな手のひらの柔やわらかさ、温ぬくもりに浩之はそれ以上言葉を続けられない。

　照れくさそうに視線を外す浩之に、少しばかり柔らかくなったジト目でサラサは彼を見つめながら声をかけるのだ。

「……ところでヒロ、ジュースのおかわりまだ来ないんだけど。健けな気げな女をその気にさせるだけさせて、いつまでも待たせる男って正直どうかと思う……」

「既に後悔させてるじゃねえかこの駄だ目め駄目天使候補！」

　不満げにグラスを突き出すサラサの顔面めがけて、浩之はあらん限りの力でクッションを投げつけるのだった。
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　サラサが浩ひろ之ゆきの家の居い候そうろうとなり、今日で一週間が経過した。

　学校を終え、重い足取りで浩之は帰宅していた。家に戻れば嫌いやでも『アレ』と顔を突つき合わさねばならなくなるからだ。

　自宅の玄げん関かん扉とびらを開き、母に『ただいま』と力なく声をかけ、意を決して浩之は自分の部屋へ続く階段を昇のぼっていく。

　自室の前に辿たどり着き、強い意志と覚かく悟ごを以もって戦場へと臨のぞむ。今度は『アレ』に流されないように、強く覚悟を決めて扉を開けた。

　浩之の室内、それは一週間前の状態とはほぼ変わりがない。ぽっかり空いていた天てん井じようの穴も応急処置とはいえ塞ふさがっている。ただ、一つだけ異物が交ざり込んでしまっただけ。

　部屋の隅すみっこに敷しかれた布ふ団とん、それに包くるまって小さな寝ね息いきを立てる異物。ほのかに香かおる甘い匂においに気を削そがれそうになるものの、頭を強く振って余計な思考を振り払はらい、浩之は心を強くする。

　部屋の隅にある布団の塊かたまり、その端はしに手をかけ、全力で引っ張りながら浩之は絶ぜつ叫きようするのだった。

「もう五時前だっつーのにいつまで寝ねてんだお前はあああああああっ！」

　全力で引っぺがした布団の中には小さく丸まる薄うす青あお髪がみの少女、サラサが眠ねむっていた。

　一週間前まで浩之が愛用していたはずのダボダボのパーカーとジャージに身を包んだサラサは、閉じられた瞳ひとみをゆっくりと開き、いつもの十倍はやる気なさげなジト目で浩之へ視線を一度送り、そして再びその瞳を閉じた。見事なまでの二に度ど寝ねだ。

　それが浩之には堪たまらなく苛いら立だたしい。自分を無視して二度寝という横暴を敢行する少女を許してはおけないとばかりに、今度は敷き布団へと手をかけ、思いっきり引きあげながら二度目の咆ほう哮こう。

「毎日毎日毎日毎日こんな時間まで寝やがって！　今日こそ話し合いをするぞ！　ほら、起きろ！」

　掛かけ布団に敷き布団まで剝はがれてしまい、サラサは床ゆかへと転がされてしまう。

　愛する二枚の布団を奪うばわれたことで、ようやく観念したのか、サラサは枕まくらを腕うでに抱だきながら、もそっと起き上がってジト目を浩之に向けた。

　小さな口から大きな欠伸あくびを一つ。未いまだ夢の世界に半分浸つかりつつ、彼に抗こう議ぎをするのだった。

「我が眠りを妨さまたげる者は誰だれだ……相応の覚悟があってのことなのだろうな……ほう、あのときの小こ僧ぞうか、見み違ちがえたぞ……」

「いったいどこのラスボスだお前は！　ほら、さっさと意識をしっかりさせろ！」

「あああ……揺ゆれる……それでも地球は揺れる……」

　両手で少女の頭を摑つかみ、ゆさゆさと揺さぶる浩之に、弱々しく悲鳴をあげるサラサ。

　一いつ緒しよに生活するようになって一週間、その期間で浩之のサラサに対する遠えん慮りよは微塵もなくなったらしい。むろん、サラサは最初から浩之に遠慮など微塵もしていなかったが。

　激しくシェイクされ、不本意ながら完全に意識を覚かく醒せいさせられたサラサはちょこんとその場に座り、浩之に訊たずねかけた。

「何……晩ばん御ご飯はんならまだ時間まで二時間もあるじゃない。部屋に入るなり私を起こすなんて……近所のガキ大将にでもいじめられたか、ヒロ太。天使道具でリベンジしたいのか」

「誰がヒロ太だ！　今日はな、真ま面じ目めな話し合いをするんだよ。だから急いで帰って来たんだ」

「真面目な話し合い……恋れん愛あい相談か。ふふ、ウブな小僧がすっかり色気づきおって……さあ話せ、いったいどんな学園のマドンナに身分不相応な劣れつ情じようを催もよおしたんだ……」

「劣情とか言うな！　今日の話し合いはそんなどうでもいいことじゃねえ、お前のことだ！」

「やだ、ヒロったら、私に劣情を催したのね……私、美少女だからね、しかたないね」

「だから劣情とか言うんじゃねえ！　お前みたいなちんちくりんに欲情するわけねえだろ！」

「酷ひどいこと言うね……確かに私は平均より控ひかえめかもしれないが、まだまだ発展途と上じようということを忘れてもらっては困る。臥が薪しん嘗しよう胆たん、耐たえがたきを耐え……」

　また下らぬ冗じよう談だんを放とうとするサラサに突っ込みを入れようとしたところで、浩之は必死に己おのれを押し込めて我が慢まんする。

　そう、いつもいつも彼女のペースに巻き込まれ、結局話し合いはうやむやの内に終わってしまうのだ。今日だけは、今日だけは絶対にそれはさせない。

　断固たる決意のもと、浩之は大きく息を吐き出し、怒いかりを抑おさえてサラサに言葉を紡つむぐ。

「なあ、サラサ。今から話し合うのはお前のこの一週間の生活に関してだ。お前、これまでの一週間を振ふり返って自分がどんな生活をしてたか言ってみろ」

「どんな生活……夕方七時前に起きて、ご飯を食べて、夜の十一時までリビングでテレビを見て、お風ふ呂ろ入って、そこから朝までネットして、朝ごはんを食べて、朝十時に寝る……この繰くり返しかな」

「ああ、そうだな。そんな自分の生活を振り返って、何か思うところはないのか？」

「最高に幸せだと思う……生きているって素す晴ばらしいね、ヒロ」

　迷うことなく言い切ったサラサの言葉に、ヒロは拳こぶしを怒りでワナワナと震ふるわせるが必死に自制する。

　そう、彼女の自白するとおり、サラサはこの家に来てから一週間、大いに自じ堕だ落らくな生活を送っていた。

　浩之の部屋、用意された布団の上で天人界から持ってきたノート型パソコンで悠ゆう々ゆう自適にネットをして昼夜逆転生活を送る日々。

　それを間近で延々と見せつけられた浩之は堪ったものではない。最初は見過ごしていたが、一週間も続けば流石さすがに限界も来る。同室で過ごす少女が腐くさっていく様子は見るに忍しのびないのだ。

　微み塵じんも悪びれないサラサ。ここで怒おこってはサラサの思う壺つぼだというのは、何度も経験してきたことだ。こういうときこそ、冷静に対応しなければ相手に踊おどらされるだけ。何度も何度も自分を落ち着け、会話を続行した。

「お前は確かに幸せかもしれない。最高に楽しいかもしれない。けどな、サラサ、そんなお前の自堕落な生活を間近で見せつけられている身にもなってほしいわけだ」

「まるでニートの娘むすめを持つ父親のようだ……先に言っておく、働かずに食う飯は最高に美味うまいぞ、ヒロ。おかわりだってしちゃうね……」

「胸張って言うんじゃねえ！　……いや、怒ど鳴なって悪かった。確かにお前と一年一緒に過ごす約束はした。けど、こんな生活が続くのは絶対によくないと俺は思うんだ」

「私、ニート志望だって最初に言ったじゃん……天使候補の務めなんて果たすつもりはない、人間界で面おも白しろおかしく自堕落に生きたいって宣言したじゃん……そこを責めるのは契けい約やく違い反はんだよね」

「その点を踏ふまえた上で話し合いを持ちかけてるんだ。サラサ、お前の望む面白おかしくの世界の範はん囲いを広げてみるつもりはないか？」

「世界を広げる……？」

　浩之の言葉に興味を示すようにサラサが反はん芻すうする。表情には出さないが、浩之は『食いついた』と心の中でガッツポーズを取っていた。

　この一週間、どんなに怒れどサラサは浩之の言葉に微塵も素す直なおに従わなかった。まさしく筋金入りのニート志望の天人だった。

　そんな彼女をいったいどうすればまともな生活に戻もどせるのか。それは彼女に外の世界に興味を持たせるしかない。自堕落に引き篭こもるよりも楽しいことが外の世界に待ってることを、少しずつでもいいから触ふれさせて教えるしかない。それが浩之のこの一週間、授業中すらも悩なやみ抜ぬき、教師に説教を喰くらってもなお必死に考え抜いた結論だった。

　興味を示したサラサに、浩之はもう少しだと更さらに甘い言葉をかけた。

「そうだ、今から俺がお前を街に案内する。そこで色々遊んでいこうぜ。帰りには何か食って帰るのもいいな、勿もち論ろんそのことは母さんには許可貰もらってる。金は俺が持つ、俺の奢おごりだ」

「おお……」

「それを経験して、駄だ目めだったなら今の生活を続ければいいさ。でもな、何も経験せずに最初からつまらないと決めつけるのも変だろ。お前の時間を少しだけ俺に貸してくれ。どうだ、駄目か？」

　浩之の申し出に、サラサはじっと浩之を見つめ続けていた。彼の瞳の奥、深しん淵えんを覗のぞきこむように真っ直すぐ。

　そして、たっぷり数十秒は沈ちん黙もくを保ち続けた後、小さくぺこりと首を縦に振る。同意を得て、浩之は心の中で両りよう腕うでで会心のガッツポーズを振り上げた。まるで一人娘が初めて自転車に乗れたことを喜ぶ父親の如ごとく、盛大に。

　そんな浩之の胸の内を知る由よしもなく、サラサはその場に立ちあがり、浩之に淡たん々たんと告げた。

「それじゃ、準備する……」

「ああ、ダボダボな俺の服を着て外に出るのも変だしな。確か母さんがお前の服を用意したって張り切ってたから、それ取って来──」

　そこまで口にして、浩之の時間は止まることになる。

　彼の視線の先で、サラサがするするとパーカーとジャージを音を立てて脱ぬぎ始めたのだ。今の彼女は完全に下着姿以外の何物でもない。

　酸欠のようにパクパクと口を動かす浩之、そんな彼にサラサはジト目を向けながら口元を緩ゆるめて言うのだ。

「どうした、ヒロ……顔が真っ赤だけど」

「お、お前っ、なんで、ふ、服っ」

「私みたいなちんちくりんに欲情なんてしないなら、別にここで着き替がえても大だい丈じよう夫ぶでしょ……あれか、もしかして妖よう艶えんな私の体に劣情を催したのか、催してしまったのか……いけない子だ」

　そこまで言われ、浩之は初めて今自分がサラサにからかわれていることに気付く。

『馬ば鹿か野や郎ろう』と声を荒あららげ、慌あわてて部屋を飛び出した浩之。そんな彼の背中を見つめながら、サラサは小さく、そして穏おだやかに微笑ほほえむのだった。




　着替え終えたサラサを連れ、浩之は繁はん華か街がいへと訪おとずれていた。

　彼の住む縦たて浜はま市は大都会と言うわけでもなく、かといって寂さびれているわけでもない、人の賑にぎわう地方都市だった。

　その繁華街ということもあり、高層ビルや巨きよ大だいな駅施し設せつなどが立ち並び、多くの人間が道の上で繰り返しすれ違ちがっている。

　そんな街の中心部で、二人並び立つ浩之とサラサ。浩之は動きやすいシャツにジーンズというラフな格好、対してサラサは白のカットソーに上からカーディガンを羽織り、下は灰色のスカートに長めのブーツという装いだ。己み佐さ緒おが文字通り、気合いを入れに入れて金を惜おしまず購こう入にゆうした一品らしく、それだけ彼女が娘を持つことをいかに夢見ていたかが窺うかがえる。

　それをまごうことなき美少女であるサラサが着こなしているのだが、その全すべてはやる気の無さそうなジト目で台無しだ。夕日に差し掛かる太陽光を浴びながら、サラサは背負ったエンジェリュックを再度背負い直しながら浩之に言葉を紡ぐ。

「もう駄目だ……ここまで歩いて来ただけで、私の体力は限界だよ……」

「どんだけ体力落ちてんだよ!?　まだ何もしてないだろ！」

「こんなに太陽光を浴び続けるのも無理だ……私の体は太陽光に耐たい性せいがないんだよ……ああ……」

「ああもう……ほら、さっさと遊びに行くぞ。楽しいことしたいんだろ？　面白い世界を見つけるんだろ？」

「ヒロ、おぶって……今なら背中に心地ここちよい感かん触しよくが触れるドキドキサービスタイムが訪れるかもしれないよ……」

「サービスできるほどねえだろ」

「本当に失礼だね、君は……ちょっとはあるよ、ちょっとは」

　ぶつくさと文句を言いつつも、浩之に連れられるままにサラサは繁華街の歩道を歩き始める。

　賑わう街並みをキョロキョロとせわしなく見つめるサラサ。

　その姿を見て、浩之は思わず苦く笑しようしてしまう。疲つかれただのなんだの言いながら、結局のところ興味津しん々しんらしい。

　天人界とは違う世界に興味津々のサラサ。そんな彼女に、浩之は連れてきたことは正解だったと強く確信する。サラサは面めん倒どうがって外に出ようとせず、行動していなかっただけで、ちょっとしたきっかけを与あたえてやれば外の世界に興味を持ってくれるのではないかと考えていた。

　この世界は彼女にとって異世界、これまで住んでいた場所とは異なる世界。そんな未知の世界に触れる楽しさを知れば、きっと少しは生活も変わるだろうと密ひそかに期待していた。

　幼子のようにジト目をきょろきょろとさせるサラサに、浩之は訊たずねかけた。

「それじゃどうする？　遊ぶか、それとも少し早いけど食べるか？」

「遊ぶ……ゲームセンターに行こう、ゲームセンター」

「ゲームセンターって……お前、人間界初めてのくせに、変な知識ばっかり持ってるよな。そういうのは知ってるのか」

「ふふ、伊達だてに天人界でもだらだら過ごしていたわけじゃないよ……エンジェルネットで人間界の雑学はばっちりだ。雑学女王に、私はなる……」

「分かった、分かったから行くぞ。ゲームセンターはこっちだ」

「あのね、カモノハシって生き物がいるんだけど、水中で目を瞑つむって泳ぐ可愛かわいい習性がね……」

「語るのかよ！　分かった、歩きながら聞いてやるから。ほら、行くぞ」

　歩道を歩きながら、サラサは得意げにやれカモノハシだのビーバーだの知識を浩之に語っていく。

　あまり興味を示せずはいはいと適当な相あい槌づちを打っては、それがばれてサラサが浩之の袖そでをクイクイと引いて真ま面じ目めに聞けと訴うつたえる。

　それに謝りながら、浩之は歩調を少女にあわせてゲームセンターへ向かう。隣となりで楽しそうにジト目で語るサラサを小動物みたいだな、などと思いながら。

　そして、ゲームセンターまであと五十メートルといった距きよ離りのところで、浩之は偶ぐう然ぜん知人たちに出会うことになる。

　浩之の視線の先で、浩之とサラサを眺ながめて目をまん丸にしている制服姿の男女。男の方は身長一七〇後半、浩之より少し高いくらいで髪かみは黒短たん髪ぱつ。少しつりあがった浩之の目とは違い、優やさしそうな雰ふん囲い気きを感じさせる眼鏡系美男子だ。

　そして、その横に並ぶ隣の少女は身長にして一五〇中ちゆう盤ばん程度。茶髪のウェーブがかった髪を背中ほどまで伸のばしている。人ひと懐なつっこそうな印象を受ける可愛らしいおっとり系美少女だ。その二人にしっかり視線でロックオンされ、浩之は大きく溜ため息いきをつく。二人が視線を逸そらすはずもない、彼らは浩之の数少ない友人、それも『親友』なのだから。

　浩之が自分たちに気付いたことを感じ取ったのか、二人はそそくさと物もの陰かげに隠かくれようとするが、時すでに遅おそし。浩之は肩かたを落としながらサラサに事情を説明し始める。

「悪い、学校の友人に見つかった。お前のこと紹しよう介かいする事になるけど、いいか？」

「いいよ……というかヒロ、別に私は社交性のない対人恐きよう怖ふ症しようというわけじゃないから確かく認にん取らなくてもいいよ……こう見えて、上っ面つらだけの社交性には自信がある……昔ゲームでギルドクイーンと呼ばれていたこともある……」

「何の話かは突つっ込まないからな。おい！　隠れてもバレバレだから出てこいっつーの！」

　本屋の看板の裏に隠れた二人に対し、浩之は声を上げて呼びかける。

　ようやく観念したのか、二人は申し訳なさげに照れ笑いをしながら浩之の前に現れる。そして浩之に声をかけた。

「悪いな、浩之。まさかお前が高たか城じようさんや西にし森もりさん以外の女の子と歩いてくるなんて思わなくて……つい現実の出来事かと。ね、高城さん」

「うん、うん、だって荒あら波なみくんが、あの荒波君が翔しよう子こ以外の、それもこんなすっごい美人の女の子と一いつ緒しよに歩いてくるなんて……幻まぼろしかと」

「お前らな……」

「ヒロ、もしかして君、学校で社交性ゼロなのかい……ボッチはつらいね、泣くな、ヒロ」

「勝手に人を可哀かわい想そうな子認定して慰なぐさめてんじゃねえ！」

「私はいつだってヒロの味方だよ……とりあえず私のやってるネトゲのアカウント作成からしよっか。すぐおいつけるように一〇〇〇万ゼニゼニを無む償しようであげるから……強くてニューゲームだ」

「しねえよ！　しねえから具体的な内容語りだすんじゃねえ！」

　突っ込みをきっちり入れつつも、友人二人からその娘こを紹介しろという矢のような催さい促そくが視線で次々と突き刺ささっていく。

　プレッシャーに負け、サラサへの突っ込みを止やめて浩之は二人にサラサを紹介する。

「あー、こいつはサラサ。俺の従姉妹いとこ、少し前まで外国に住んでたんだけど、つい最近日本に来たんだ。よろしくしてやってくれると嬉うれしい」

「サラサです……うちのヒロがお世話になっているようで。こんなボッチ属性な子ですが、どうか優しくしてあげてください……」

「人にボッチ属性を付ふ与よするのをやめろ！　軽く泣きたくなるだろ！」

「いや、仲が良いいんだな……俺は松まつ本もと辰たつ哉や。浩之と同じ学校で、同じクラス、一年の頃ころからの馬ば鹿か友達だ。よろしくね、サラサさん」

「私は高城智とも。松本君と一緒で、荒波君と同じクラスで友達だよ。気軽にトモちゃんって呼んでくれると嬉しいな。よろしくね、サラサちゃん」

「よろしく……あと私のことはさんづけもちゃんづけも別にしなくてもいいんだよ……様ならつけてもいいけど。サラサ様、実に甘美な響ひびきだ……」

　二人と簡単に挨あい拶さつを交かわし合い、握あく手しゆをする。ただ、二人ともサラサにさんづけちゃんづけを止めるつもりはないらしい。

　そして、二人の口から矢や継つぎ早に出てくるサラサへの見当外れな賞賛の嵐あらしに、浩之は首を傾かしげることになる。

「浩之の従姉妹ってことはサラサさんってハーフなんだよね？　こんな綺き麗れいな金色の髪、テレビの中だけの世界かと思ってたよ」

「父がブリテン、母が日本人……父はコモドオオトカゲと生身で戦う屈くつ強きようで勇ゆう敢かんな戦士だった。母は毎日雀じやん荘そうに入り浸びたって裏の世界で生き続ける闇やみの住人だった」

「それに凄すごく美人だし、スタイルもまさに外国人って感じだし……うう、流石さすがにこの差を見せられると自信なくしちゃうよ、私」

「気にするな、智……生まれ持った差は諦あきらめるしかない。あとはそこからどれだけ自分を磨みがけるかだ……」

「いやいやいやいやいや、おかしいだろ!?　お前は金髪でもなければスタイル語る資格なんて一いつ切さいねえだろ!?」

「おいおい、浩之……いくら従姉妹ちゃん相手でも、流石にそれは失礼だろ。こんな超ちよう絶ぜつ美少女相手に無む茶ちや苦茶言い過ぎだって」

「そうだよっ。荒波君、サラサちゃんにちゃんと謝りなさい、めっ」

「は、はあああ？　何で俺が……」

　全然二人と会話がかみ合わず、疑ぎ問もん符ふが頭を踊おどりまわる浩之。そんな彼の裾すそをクイクイと引っ張るサラサ。

　彼女がにんまりとジト目で笑う表情を見て、浩之は瞬しゆん時じに悟さとる。またこいつ、何かやりやがった、と。

　ちょっと待ってくれと二人に告げ、浩之は少し離はなれた場所までサラサを連れ出し小声で訊ねかける。

「おい、お前二人に何をしやがった。金髪だのスタイル良いだの美少女だの、現実とは思えない言葉のオンパレードが出てきてるじゃねえか」

「美少女はあってるでしょ……二人だけじゃなくて、ヒロ以外の人間には私の姿がこの姿とは別物に見えるようにしてるんだよ。これね、これのおかげ」

　そう言ってサラサは首にかけていた小さなネックレスを浩之に見せる。どこにでもありそうな小物のシルバーアクセを指差しながら、サラサは説明を続けた。

「アマツガハラ電気街の露ろ店てんでタダ同然で買った『ツゴウヨクミエミエ』。これを身につけていると、他人の目には自分の姿が都合の良いように映るんだ……」

「またそんなヤバそうなもんを適当な方法で手に入れやがって……他人に都合の良いように見えるって詐さ欺ぎだろ、それ」

「何を言う……こんなの化け粧しようするのと何も変わらないじゃない。女はいつだって綺麗に見られたいものなんだよ……女心の分からない奴やつめ……」

「お前に女心が何ぞやとを説かれてもな……それで、ちなみに二人にお前はどんな風に見えているんだ？」

「……気になる？」

「……気になる」

　心偽いつわらず正直に話す浩之に、満足気に笑いながらサラサは『私を携けい帯たいで写真に撮とると良い』と語る。

　浩之だけが対象外となっているので、機械を通した写真でもしっかり効果は伝わっていると。直接ではなく間接的に見ることで、浩之もその姿を見ることができるというのがサラサの説明だった。

　なるほどと納なつ得とくし、浩之はサラサをぱちりと携帯で写真に収め、その撮れたての映像を覗のぞきこむ。そこにはサラサのサの字も残っていない別の何かが存在していた。

　身長、髪かみ型がたは確かにサラサだ。だが、明らかに胸の膨ふくらみが違ちがい過ぎる。現実がちんちくりんに対し、携帯の中のブロンドガールはまさにダイナマイツ。豊満過ぎるほどに女性らしさをアピールしていた。

　それだけならまだしも、サラサの目が全然違う。現実のやる気なしジト目は影かげも形も残っておらず、眩まばゆいばかりにキラキラ輝かがやく美少女の瞳ひとみがまん丸と映っているではないか。逆に言えば、瞳の印象だけが問題で、サラサのそれ以外のパーツがまごうことなき絶世の美少女である証明なのだが、冷静さを失った浩之はそんなことには気付かない。

　携帯をポケットに収め、無言のままサラサの頰ほおを両手で摑つかみ引っ張り上げる。

「な、なにをする……はんらんぐんめ……」

「やかましいっ！　化粧どころか人間変わってんじゃねえか！　胸なんか盛り過ぎってレベルじゃねえぞ!?」

「より望みは高く持ちたいじゃない……ガールズビーアンビシャス」

　ボケと突っ込みの応おう酬しゆうを繰くり広げていた二人だが、いつまでも友人たちを待たせておくわけにもいかない。サラサの頰から手を離し、二人は辰哉と智のもとへと戻もどっていく。遠くから浩之たちの漫まん才ざいを見ていた二人だが、彼らにとっては浩之とサラサがいちゃついているようにしか見えなかったようだ。

　辰哉は面おも白しろそうに笑っているし、智は小さく肩を落として溜息をついている。そんな二人の反応に、訝いぶかしげな目を向けて浩之は訊たずねかけた。

「なんだよ、その反応は」

「いや、これから面白そうなことになりそうだと思って」

「私は友人の不幸をどうやって励はげますか考えてる最中だよ……翔子にまさかこんなとんでもないライバルが現れるなんて、あの娘豆とう腐ふメンタルだから絶対落ち込むだろうなあ、と」

「言ってる意味が全然分かんねーよ！　とにかくそういうことだから、俺たちはもう行くからな。それじゃまた学校で……ぐぇ」

　サラサの背を押してそそくさと二人のもとから去ろうとした浩之だが、そうは簡単に問屋が卸おろしてくれないらしい。

　逃にげようとした浩之の襟えり首くびを辰哉が摑み、逃がすものかと智がサラサの腕うでをとってニコニコとしている。放課後、娯ご楽らくに飢うえていた彼らにとって浩之たちはまさに格好の獲え物ものなのだから。

「お前ら、何しやがるっ」

「まあまあまあ、そう急ぐなって。これから二人は何しに行くの？」

「ゲーセン……ヒロが何コインでも奢おごってくれるって言うから」

「言ってねえよ！」

「ゲーセン行くなら私たちも一緒に遊んでいいよね？　私たちも暇ひまなんだよー。やることないから翔子のバイトしてる喫きつ茶さ店てんにでも行こうかなって思ってたところだったんだけど、折せつ角かくこうしてサラサちゃんと知り合えたんだし、もっと仲良くなりたいしね。あ、もしかして私たちお邪じや魔ま虫だったり？」

「んなわけあるかっ！」

　茶々を入れる智を一いつ喝かつしつつ、浩之はサラサに視線を向け直す。その顔は浩之にしては珍めずらしく申しわけなさそうな顔だ。

　サラサに興味津しん々しんの二人は、浩之たちを簡単に手放そうとはしないだろう。サラサを楽しませるための時間なのに、悪友二人がついてくることになるかもしれない。

　それゆえに浩之は頭を下げながら相変わらずジト目のサラサに確認を取る。

「こいつら、お前と一緒に遊びたいらしいんだが……どうする、サラサ？　嫌いやなら勿もち論ろん断ってもいいんだぞ？　今日はお前が外に出た初日なんだ、いきなり無理をすることはないんだぞ？」

「ヒロ、君はどうも私を本家本元のヒキコモリンピック・ゴールドメダリストか何かと勘かん違ちがいしているよね……私はいいよ、ヒロの友達にも興味あるから」

「そ、そうか……本当にすまん、そう言って貰もらえると助かる」

「ん」

　ぺこんと頭を下げて頷うなずくサラサ。その際に光の輪が浩之の顔に突つき刺さって浩之は痛みに呻うめくはめになったが、サラサは素知らぬ顔だ。

　光の輪が見えていない友人二人には、浩之が意味不明に苦く悶もんの表情を浮うかべているようにしか見えず、頭の上を疑問符が飛ぶばかり。

　真っ赤になった顔を押おさえながら、浩之は二人にサラサの同意を得たことを伝えた。

「サラサが良いってよ。お前たちとも一いつ緒しよに遊んでみたいって。こいつに感謝してくれよ」

「おお、良かった。ありがとな、サラサさん」

「わあ、ありがとうサラサちゃんっ！」

「さんもちゃんも要いらないって……様づけなら二十四時間年中無休で、いつでも受け付けているけれども」

　抱だきつく智にも、サラサは人形のようにされるがままだ。

　そんな二人に息をつきつつも、浩之は三人にゲーセンへ向かうように声をかけるのだった。

「ほら、話はまとまったしゲーセンいくぞ。あんまり遅おそくなると遊ぶ時間が減っちまう」

「だねだねっ、さあ、ゲームセンターへ向かって全速前進っ」

　智の号令と共に、ゲームセンターへと入っていく四人。

　そのとき浩之はサラサとのことをからかってくる辰哉の相手で気付くことはなかった。サラサの表情がとても柔やわらかく、楽しげに微笑ほほえんでいたことに。むろん、やる気の感じられないジト目なのは相変わらずだったのだが。




　ゲームセンターに滞たい在ざいすること一時間。浩之たちは恐おそろしいほどの戦果を巻き上げてゲームセンターを後にしていた。

「サラサちゃん、ゲーム本当にうまいんだね……私、びっくりしたよ」

「いや、これはうまいなんてレベルじゃねえだろ……」

　智の感かん嘆たんじみた呟つぶやきに浩之は力なく突っ込みを入れるだけ。

　サラサを含ふくめ、彼らの両手は完全に塞ふさがっている。手に持つ袋ふくろの中には人形やお菓か子しといった景品の山、山、山。

　それらは全すべて、サラサがクレーンゲームなどで、ほぼ一発で仕留めた哀あわれな獲物たちだ。ファンシーなコアラのぬいぐるみを抱き締しめながら、サラサは自信満々に胸を張って口を開いた。

「ふふん……かつてアマツガハラの裏女じよ帝ていと呼ばれた私を舐なめてもらっては困る……こんなサービス設定など、ただで景品を差し出しますって言ってるに等しい」

「それにしたってこれはねえだろ……こんなぬいぐるみの山なんかどうするんだよ……」

「部屋に飾かざるといい……ヒロの部屋って本当に最低限の物しかないから、一緒の部屋で寝ね泊とまりしてると息苦しく思う時があるから」

「俺の部屋に文句付けるなら別の部屋で寝ろよ」

「やだよ……空いてる部屋ないじゃん。おじさんとおばさんの寝しん室しつで寝たら、ヒロの歳としの離れた弟や妹ができなくなってしまうかもしれないという私なりの配はい慮りよだよ……年子の兄弟は可愛かわいいらしいよ」

「お前、ほんっとーに最低な！」

　袋からライオンのぬいぐるみを取り出し、それをサラサの顔面に容よう赦しやなくグリグリと押し付ける浩之。嫌がるサラサ。

　そんな二人を眺ながめてポカンとする辰哉と智。そんな二人に『どうした』と訊ねかける浩之だが、まともな回答は二人から返ってくるはずもない。

「一つ屋根の下で、しかも同じ部屋で寝泊まりって……いくら従姉妹いとこでもそれは、なあ？」

「うう……私、いったい何て翔子に説明すればいいんだよ……翔子のメンタルはもうボロボロだよ」

「何か言ったか？」

「いんや、何も。それよりも浩之、もう今日はここで解散か？」

「いや、西森のところで飯食って帰るつもりだ。お前たち二人に紹しよう介かいしたんだし、西森にもサラサのこと紹介しねえと」

　浩之の一言に、辰哉と智は表情を強こわ張ばらせる。そんな二人を余所よそに、未いまだライオンを顔に押し付けられたまま、サラサはジト目で浩之に訊ねかけた。

「ねえ、ヒロ……西森って誰だれ？」

「ああ、こいつらと同じで俺の友達。学校ではだいたいそいつ含めた四人で固まってるからな。まあ、面白い奴だよ」

「ふーん……それは是ぜ非ひとも挨あい拶さつにいかなければ。ウチの愚ぐ息そくが大変お世話になっておりますにゅう……」

「誰が愚息だ誰が」

　グリグリと再びライオンを強く頰に押し付けられて呻くサラサ。

　そんな二人を置いて、どうやら作戦タイムは終わったのか、智が浩之に提案する。

「ね、ね、私たちも一緒に晩ばん御ご飯はん食べてもいい？　元から翔子の喫茶店行く予定だったし」

「別に構わねえけど、お前らの分は奢らないからな。あくまでサラサの分だけだぞ」

「もちもちっ、流石さすがに二人だけで喫茶店でデートみたいにご飯食べてたら、翔子が明日あした学校これなくなっちゃうし」

「何でだよ」

「なーんでも」

　ニコニコと笑って誤ご魔ま化かす智に、眉まゆを顰ひそめるしかできない浩之。

　だが、サラサは浩之ほど鈍にぶくはない。智の言葉の意味するところをしっかり把は握あくし、これは面白いことになりそうだと静かにジト目で笑うだけ。

　彼らの向かう先は、ゲームセンターから歩いて五分、大きな駅施し設せつ近くの雑居ビル二階に存在する喫茶店『パピー』。あまり広さは無いが、手て頃ごろな価格で軽食ランチディナー何でも楽しめるというそこそこに賑にぎわっている店だ。

　店の扉とびらを先頭を歩く智が開き、店内にちりんちりんという簡素な鈴すずの音が木霊こだまする。そして、浩之たちを出で迎むかえたのは白を基調としたふわふわのフリル付き制服に身を包んだ見知った少女。ストレートの綺き麗れいな黒くろ髪かみを一つに束ね、少しつり目気味の整った容よう貌ぼうが意志の強そうな印象を与あたえる。また、身体からだつきはスレンダーでモデルのようだ。

　彼女は来客が知人だと知ると、軽く息をついて困ったように言葉を紡つむぐ。

「お前たち、頼たのむから前以もって連れん絡らくなしで店に来るのは控ひかえてくれってこの前言ったばかりじゃないか……心の準備なしでこの格好見られるの、恥はずかしいんだぞ」

「ええー、いいじゃない、減るもんじゃないし。翔子、スタイル良いいから凄すごく似合ってるよ、カッコ可愛いよ。ほらほら、荒波君にも見て貰いなよ」

「なっ、ひ、浩之まで来てるのかっ」

　彼の名前が智から口にされることで、店員──西森翔子は慌あわてて姿勢を正しながら智の背後にいる浩之の姿を見つけた。彼は入店が最後だったので、その姿に気付かなかったようだ。

　浩之と視線が重なり、あうあうと困り果てる翔子。そんな彼女に浩之は片手を軽く上げて声をかける。

「遊びに来たぞ。今日は冷やかしでジュース一いつ杯ぱいなんて真似まねはしない、晩飯を食いに来た上客だ」

「あ、ああ、か、歓かん迎げいする……せ、席に案内しようっ」
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「なぜそんなに挙動不ふ審しんな動きになる。手と足が同時に出てるぞ」

　浩之の指し摘てき通り、四人を席へと案内しようと歩きだした翔子の手足は完全にロボットの如ごとくぎこちない動きで連動していた。突とつ如じよ現れた浩之の姿に完全に動どう揺ようし、冷静さを取とり戻もどせていないらしい。

　そんな彼女に案内されるまま、四人用のテーブル席へと連れられる。浩之とサラサ、辰哉と智が並んで座る姿を未だ固くなったままの表情で見つめながらも、ようやく翔子は少しばかり冷静さを取り戻したようだ。

　親友たちのメンバーの中に見慣れない少女、サラサの姿があることに気付き、困こん惑わくしつつ翔子は浩之たちに訊たずねかけた。

「あ、あの、浩之……その隣となりの人は？」

「こいつはサラサ。俺の従姉妹で、最近外国からウチにホームステイに来たんだ。今日はこいつを西森に紹介しようと思って。ほら、サラサ」

「サラサと言います……浩之とヒロイックって響ひびきが似てるよね、どうぞよろしく……」

「あ、ああ……私は翔子、西森翔子、浩之のクラスメート。よろしく、サラサさん」

「別にサラサでイインダヨ……ブルーダヨ……」

「そ、そう……私も翔子で構わないからな、サラサ」

「ふふ……色々とよろしく、翔子」

　ジト目のまま、何やら怪あやしい笑みを浮かべながら翔子と握あく手しゆを交かわすサラサ。それは面おも白しろい玩具おもちやを見つけた子どものような笑みに近い。

　握手を交わしながら、ほうと溜ため息いきをついてサラサに見入る翔子。当然だ、翔子の目にはジト目のぺったん娘むすめではなく、山のような胸を持つ金きん髪ぱつ美少女が映し出されているのだから。完全に見み惚ほれてしまっている翔子だが、ふと先ほどの浩之の言葉が引っ掛かかったのか、注文を取らなければならないという己おのれの仕事も忘れて浩之に問いかけた。

「あ、あのっ！　浩之、さっきこの娘こがホームステイするって、それ……」

「ああ、ウチに居い候そうろうしてる。もし気が向いたら是非ともこいつと遊んでやってくれ、こいつも俺も喜ぶからさ」

「う、うん……って、違ちがうっ！　それって、こんな美人な娘と、浩之、ど、ど、ど、同どう棲せいしてるってこと!?　一つ屋根の下ってこと!?」

「ばっ、変な言い方するな！　ただ普ふ通つうにこいつがウチに厄やつ介かいになってるだけだ！　それに両親が毎日家にいるんだぞ!?　変なことなんか微み塵じんもねえよ！」

「そ、そうだよね……いや、ごめん、ちょっと取り乱して」

「でも、同じ部屋で寝てるよね、私たち……この七日間、浩之の寝ね息いきを誰より傍そばで感じてたけどね、私」

「……っ！」

「ちょ、痛い痛い痛いっ！　何で客の俺がメニュー表で店員に叩たたかれにゃならんのだ！　サラサも余計なこと言うんじゃねえ！」

「やれやれ、注文の多い料理店だ……翔子、冗じよう談だん。私とヒロ、そんなんじゃないから安心して。ヒロと私の関係は、喩たとえるなら野の良ら犬いぬとダニ、人間と蚊か……そんな仲なか睦むつまじい関係なんだ」

「思いっきり俺のこと養分にしてるだけじゃねえか！　とにかく、お前の思うような変なことは一いつ切さいねえからな、西森」

　目め尻じりに涙なみだを溜ためた翔子に対し、浩之は必死に説得する。そもそもなぜ自分が友人にサラサに対する誤解を解かねばならないのか未だ理解できない状態で。

　だが、浩之の説明にも翔子は納なつ得とくできず、涙目のジト目で浩之を睨にらみつけるばかり。横からはサラサがこの世の春とばかりに楽しそうなジト目を向けてきている。二組のジト目を向けられ、浩之は困り果てるばかりだ。夕食に友人のバイト先に飯に来ただけで、なぜこんなに理り不ふ尽じんな怒いかりをぶつけられなければならないのか。

　そんな彼の窮きゆう地ちを救ったのは正面で静観していた友人二人だ。笑いながら翔子に対して浩之へのフォローを送った。

「本当にただの従姉妹ちゃんみたいだよ、荒波君とサラサちゃん。さっきまで私と松本君も一いつ緒しよに遊んでて二人の様子見てたんだもん、間ま違ちがいないよっ」

「そうそう。それに浩之がそういうの全然駄だ目めだって西森さんもよく知ってるでしょ。大だい丈じよう夫ぶだって」

「そ、そうだな……ごめん、浩之。変な邪じや推すいしてた」

「いや、別にいいけどよ……とにかくそういうわけで、こいつのことこれからもよろしく頼む。日本に一年は滞たい在ざいしてるからよ」

「ジャパニーズカルチャーをしっかり学ぶつもりだから……よろしくね、ジャパニーズメイドガール。ちなみに写真撮さつ影えいは許されるのかい……？」

「う、ウチはそういうの禁止だから駄目だ。それよりも注文、注文を取ってしまおう。何にする？」

「この店で一番高いやつから順番に十個ほど……にゅううう」

「食いきれる分だけにしろ！」

　ライオンだけでなく、袋ふくろからタイガー人形まで取り出した浩之に二つの人形で両りよう頰ほおを圧あつ迫ぱくされるサラサ。その光景がますますいちゃついているように見えて、目に見える程ほどに凹へこんでいく翔子。そんな彼女を励はげましながら、メニューを頼んでいく辰哉と智。そして長考の果てに、ハンバーグ定食とメロンソーダ特盛りを頼むことにしたサラサだった。

　注文を受け、フラフラとした足取りで厨ちゆう房ぼうへ向かう翔子。そんな彼女を見届けながら、智はうーんと悩なやみながら言葉を紡いだ。

「まあ、ショックは早いうちに受けた方がいいよね。私達が緩かん衝しよう材ざいになることで、翔子もぎりぎりのところでメンタル踏ふん張ったみたいだし。でも、今夜は絶対翔子からの電話攻ぜめがくるんだろうなあ……宿題する暇ひまないから朝は宿題うつさせてね、荒波君」

「何で俺が……」

「当たり前じゃない。私は荒波君の不ふ手て際ぎわ不始末の後処理をするために宿題ができなくなるんだもん。翔子の機き嫌げんが直ることを考えれば、宿題の一つや二つお安いもんでしょ。嫌いやでしょ、翔子がずーんと沈しずんだ学園生活なんて」

「それは嫌だな……分かったよ、これで貸し借り無しだからな」

「浩之ももう少し女心を理解した方がいいぞ。まあ、無む茶ちやな話だとは言ってる俺も分かるんだけども」

「全くだ……女心の微塵も分からぬ鈍どん感かん野や郎ろうめ……女の敵だ、敵は本能に有り」

「何でお前らにまで好き放題言われにゃならんのだ……」

　忌いま々いましげに二人を睨みながらも、浩之はそれ以上口にしない。三人が結けつ託たくし、圧あつ倒とう的に自分が不利であることを悟さとっているためだ。

　出会って数時間と経たっていないというのに、サラサは友人二人と見事に馴な染じんでしまっている。社交性がないわけではないというのは真実のようだ。初対面の相手にも気き後おくれしたりする素そ振ぶりはない。

　そんな観察をしている浩之をおいて、三人は雑談に興じていく。サラサが二人に対し思っていた疑問を口にした。

「出会ったときから思ってたんだけど、二人って恋こい人びと……？　付き合ってるの……？」

「ぷ、あははっ！　ないない、ありえないありえない。私と松本君はただの友達だよ。荒波君と翔子と四人でいつも学校で一緒にいる友達」

「そういうこと。今日も二人でいたのは、浩之と西森さんが捕つかまらなかったからだよ。西森さんはここのバイトがあったし、浩之は遊びに誘さそおうとしたら、あっという間に断って帰っちゃったからね。どうしたんだろうって思ってたところに、サラサさんと浩之に偶ぐう然ぜん会ったってわけ」

「なるほど……いいね、そういうの。私、向こうで全然友達いなかったから、ちょっと羨うらやましい」

「そうなの？　サラサちゃんってこんなに綺麗だし、話は面白いし、意外かも」

「色々事情があってね……」

　きょとんとした目で話す智の言葉に、サラサは少しばかり寂さみしそうに笑って返す。それは浩之が初めてみるサラサの表情だったかもしれない。

　この一週間、浩之の部屋に引きこもっても何一つ顔色を変えずこの生活が一番だと言っていたサラサが、そんな言葉を放つなんて想像すらしていなかった。友達がいることを羨ましいと思う性格だとは思っていなかった。

　外に出したことで、他人と触ふれ合ったことでサラサの『本当の顔』が覗のぞけたのかもしれない。そのことに浩之は少しだけ安あん堵どした。

「そんなわけだから、これからもよろしくね……」

「もちろんっ！　サラサちゃん、今日から私は友達、フレンドだからねっ！　お姉ちゃんと思って胸に飛びこんできていいんだからねっ！」

「友達なのか姉なのか分かんねえなもう……でも、ありがとな、高城、辰哉」

「サラサさんならこっちから望むところさ。ホームステイ期間は一年だっけ、楽しい年になりそうだ」

　温かく迎むかえ入れてくれる友人たちに、浩之は心から感謝する。きっとこういう直接の触れ合いこそが、今のサラサに何より必要なものだろうから。

　笑いあう二人を見守る浩之だったが、そんな彼の裾すそをクイクイと引っ張る少女が一人。隣に座るサラサからジト目を向けられ、何事かとサラサに訊ねかけた。

「どうした、サラサ。トイレなら右行って奥だ」

「最低だね、ヒロは……そうじゃなくて、ヒロは何で智や翔子のことを名字で呼ぶのかなって」

「別に不思議じゃねえだろ。辰哉だってそう呼んでるじゃねえか」

「辰哉は女性への優やさしい扱あつかいに長たけた人だってのは分かるから違い和わ感かんないんだけど、荒あらっぽいヒロが智や翔子を名字で呼ぶのは何か違和感があるんだよね……なんで？」

「理由なんてあるか。辰哉は辰哉だし、高城は高城、西森は西森だ、それでいいだろ。男友達は下の名前、女友達は上の名字、それだけだ」

「そういう性別で区別するのはよくない……そもそも私のことをサラサと呼んでいる時点でその論理は破は綻たんしているじゃない……」

「お前は女じゃねえだろ。女に近いよく似た何かだ」

「本当に失礼な男だね、君は……ねえ、智のこと名前で呼んでみてよ。一度でいいから」

「やけに食い下がるな……嫌だよ、今いま更さら改めてそういうのって恥はずかしいだろ」

「ははーん、やっぱり女の子を名前で呼ぶのが恥ずかしいだけなんだ……とんだ純情ボーイだ、小学生かね君は……」

「こいつ……」

「賛成賛成私もさんせーい」

　挑ちよう発はつしてくるサラサへ人形による制裁を加えようとした浩之だが、正面に座る智からまさかの追つい撃げきが襲おそってくる。

　予想外の追撃に目を丸くして驚おどろく浩之に、智は腕うでを組んでしみじみと語った。

「やー、友達になってもう一年が経つんだよ。私もいい加減荒波君のこと浩之君って呼びたかったんだよね。でも、荒波君いつまで経っても私たちのこと高城高城西森西森って上でしか呼んでくれないんだもん」

「ば、お前、それはお前だって辰哉だって同じだろうが」

「私は荒波君に遠えん慮りよしてるだけだよ。荒波君さえ下の名前で呼んでくれたら、今すぐ松本君のことも辰哉君って呼ぶよ、私」

「そういうこと。ほら、頑がん張ばって気合い入れて呼んでみなって浩之。俺たちが駄目なら西森さんだけでいいんだって。一度でいいから彼女のこと下の名前で呼んでみてくれよ、な？」

「恥ずかしいから呼べないとかちょー受けるんですけど……ちょーださすぎるんですけど……これはもうおばさんに告げ口するしかないね、あなたの息子むすこさん女の子の名前も呼べないらしいんですけどって言うしかないね……」

「ぐ、お前ら……いいだろう、そこまで馬ば鹿かにされて黙だまってられるか。西森を名前で呼べばいいんだろ？　楽勝だっつーの」

　売り言葉に買い言葉、煽あおりに煽られた結果、浩之は腕を組み翔子の来訪を気合いを入れて待つことになる。

　その光景を三人は楽しげににやにやと眺ながめている。そして待つこと数分、サラサの頼たのんだ特盛メロンソーダを先に運んできた翔子がやってくる。

　トレイにジュースを載のせたまま、少しばかり元気を取り戻もどした翔子は微笑ほほえみながら口を開くのだが。

「お待たせ。先にサラサの頼んだメロンソーダを持ってきたぞ、ほかの注文もそんなに時間掛かからずに持ってくるから」

「あ、ああ……ありがとよ、し、翔子……って、ぎゃ───！　冷てええええ──！」

　浩之が彼女の名前を紡つむいだ瞬しゆん間かん、翔子の手からトレイがするりと零こぼれ落ち、メロンソーダが浩之のジーンズ目がけて急降下した。

　盛大に緑の液体をぶちまけられ、あまりの冷たさに絶ぜつ叫きようする浩之、未いまだ再起動できず顔を真っ赤にしてあわあわとしている翔子。慌あわてふためきながらほかの店員に布ふ巾きんを借りてくる智と辰哉。むろん、その際に翔子が零したと言わず、自分が不注意で零してしまったと伝えて翔子のミスにしないあたり、しっかり友達想おもいである。そんな騒さわがしい光景を、サラサはお腹なかを抱かかえて笑っていた。心から楽しそうに。




　夕食を終え、店の外で友人たちと別れ、浩之とサラサは街灯の照らす夜道を二人で歩いていた。

　ゲームセンターで獲かく得とくした景品は友人たちと分配したため、荷物としてだいぶ減ってはいるものの、それでも浩之の両手はいまだ埋うまっている。

　袋ふくろ一いつ杯ぱいの人形と菓か子し類を運びながら、浩之はサラサに話しかけた。

「騒がしい奴やつらだけど、気の良いい連中だっただろ？」

「ん……初対面の私相手にも、とても良くしてくれたね。ヒロには勿もつ体たいなさ過ぎる良い友達だ……どこで友達を買ったの？」

「やかましい」

　突つっ込みを入れつつ、サラサの表情を覗き見て浩之は安堵した。

　相変わらずのやる気のないジト目こそ変わらないが、家を出るまでとは比べ物にならないくらいサラサが穏おだやかに笑っている。外の刺し激げきを楽しんでいるサラサの姿がそこにあった。何はともあれ、サラサにとって今日が良い一日となったならそれでいい。サラサにとって健康に良いとは言い難がたい生活のサイクルから脱だつ却きやくするための一助になればそれでいい。それが浩之の本音だった。

　完全な引きこもり生活による反転生活、それによる生活リズムの崩ほう壊かい、無茶苦茶な食生活。そんなものを続ければ、必ずサラサの健康が損そこなわれてしまう。そのことが浩之は何よりも不安だったのだ。

　だからこそ、強ごう引いんにでもサラサを外に連れ出し、生活を考え直す手助けを行った。そして今、サラサは外の世界の熱を確かに感じている。

　昨日の今日で大きく生活を変えろとは言わない。ただ、小さな変化でも良い、少しずつサラサの中で何かが変わってくれたらそれでいい。それが浩之の今日彼女を連れ回した全すべてだった。

　まるでニートの娘むすめをもった親の心境だが、浩之はサラサを放っておけなかった。口は悪いが、すこぶる面めん倒どう見みの良い性格の浩之にとって、サラサの面倒を見ると決めた以上、途と中ちゆうで見捨てるつもりはなかったのだから。

　そんな浩之の心の内を知ってか知らずか、サラサは楽しげにニコニコしながら夜道を彼と並んで歩く。そして、浩之にそっと言葉を紡ぐのだ。

「ヒロ、今日はありがと……」

「なんだ、改まって。お前にも礼を言うなんて殊しゆ勝しようなことができたのか。こりゃ明日あしたは雨かもな」

「本当に口が悪いね、君は……でも、そんなヒロも私は良いと思うよ。思ってることを隠かくされるより、そうやって遠慮なく言ってくれる方が気持ちいいから……」

　一度言葉を切り、サラサは浩之から視線を外して夜空を見上げる。

　そんなサラサの横顔を黙って見つめる浩之に、やがてサラサはゆっくりと言葉を続ける。

「さっき智には言ったけど、私って天人界じゃ友達なんていなかったんだ……」

「性格の問題か？」

「容よう赦しやないね……家庭の問題だよ。私の両親、ちょっと特別な人でさ……自分で言うのもなんだけど、私って凄すごいお嬢じよう様さまなんだよね……」

「ほー、お前がお嬢様か。ふーん」

「信じてないな……ふふふ、こやつめ。まあ冗じよう談だん半分と思って聞いてよ。私の両親、天人界でも特別な人たちで、知らない人はいないってくらいに高名な『天使』なんだよ……だから、私は常に学校では腫はれ物扱あつかいだった。私と遊んで何か問題が起きると責任問題になるからって、小さい頃ころは一人だけ別クラスで授業受けてたくらいなんだから……凄いでしょ、まさに天上人だよね」

「……なんだよ、それ」

「だから、気付いた頃には友達なんて一人もいなかったんだ……結局、上の学校に進む『分別ある年頃』になった頃には、みんなと同じ教室に通うことができたんだけど、そこから友達を作れなんて無む茶ちやゲーだよね……結局浮ういちゃって、みんな愛あい想そ笑いして私を避さけて、その状じよう況きようを改善する力も気力も無くて、気付けばこんなやる気皆かい無むな感じになっちゃった訳だけど……あれ、結局これって私の性格の問題かも、やるね、ヒロ……」

　自じ嘲ちよう気味に笑うサラサに、浩之は何も言えない。ただ、胸の内に煮にえたぎる何かを感じていた。

　浩之の胸で熱を帯びる感情、それは怒いかりだった。サラサが友達のいない理由は決してサラサ一人の責任なんかではない、間ま違ちがいなく彼女をそんな状況へと追いやった大人たちの責任だ。

　右も左も分からぬ子どもを隔かく離りして人と触れる機会を断ってしまえば、友達など作れるはずがない。その経験を積まなかったサラサに、成長した後に今から作れと言われてもできるわけがない。サラサは友達の作り方など、人との触れあい方など学べなかったのだから。

　同級生たちに腫れ物のように扱われ、物もの珍めずらしい動物のように遠巻きに眺められ、そしてサラサは折れた。自分の世界に引きこもり、世界に対する熱を求めることを止やめてしまった。形式上の人づきあいだけ得意になってしまった。何のことはない、全てがそうだとは言わないが、責任のおおよそが彼女を形成する世界の残ざん酷こくさにあったのだ。

　あまりの理り不ふ尽じんさに浩之は目を吊つり上げて怒りを露あらわにしてしまう。隠し事やポーカーフェイスが下手へたで、直情的な浩之にはその怒りを隠すことができなかった。

　そんな浩之に、サラサはなぜか柔やわらかに微笑んで喜ぶだけ。彼女の予想外の反応に、浩之は眉まゆを顰ひそめて訊たずねかけた。

「なんでお前、そんな嬉うれしそうな顔してんだよ」

「ううん……ヒロはさ、良いよね。初めて出会ったときから、ずっと思ってた。ヒロのそういうところ、私は好きだよ」

「いきなり何を言い出すんだお前は。そういうところって、どういう……」

「──他人のために本気になれるところ。ヒロはいつも私を怒おこるとき、心から私のことを考えて行動に移してくれてる……それが凄く伝わるから、私はヒロが好きなんだよ。そんなヒロだから、初めて会ったとき、迷わず『君がいい』って思ったんだ」

　そう言って微笑むサラサに、浩之は言葉を失ってしまう。闇やみが染める夜の中、街灯に照らされて微笑む少女、それはまるで物語の天使のようで。

　一いつ瞬しゆん見み惚ほれてしまった浩之。そんな彼に、サラサは即そく座ざにいつものジト目に戻り、口元を押おさえていやらしく笑うのだ。

「もちろん、好きはライクの好きだけどね……ねえ、期待した？　期待しちゃった？　ん？　どうなんだ、このむっつりシャイボーイめ……」

「っ、うるせえ！　お前みたいな盆ぼん地ち平野に何を期待するんだっつーの！」

「照れてる照れてる……愛うい奴め」

　にししと笑う悪戯いたずら天使候補に、浩之は憮ぶ然ぜんとした顔で『さっさと行くぞ』と強引に話を断たち切り家へ向かおうとする。

　そんな浩之の背中を追いながら、サラサは彼の背中へ向けてそっと言葉を紡ぐのだ。

「ヒロ、私、一歩踏ふみ出してみるよ……ヒロが背中を押してくれたんだもん、もうちょっとだけ頑張ってみる。ヒロの教えてくれたこの世界は……泣きたくなるくらい、楽しかったから」

「……そうか。まあ、無理だけはするなよ。少しずつでいいんだからな」

「ん……」

　ぶっきらぼうな浩之の返事に、サラサは嬉しそうに言葉を返して、そっと彼の服の端はしを手で摑つかむ。

　彼女に服を引っ張られながら、浩之は突っ込むことなく小さく笑い、そのまま家へと向かうのだ。

　今日という日が、サラサにとって良い日であったならそれでいい。彼女が少しでも前向きになれたのなら、小こ遣づかい二か月分の散財など痛くもなんともないのだから。

　そして家に戻り、浩之は自室でベッドの上に寝ね転ころんで携けい帯たいを弄いじる。友人たちに『サラサのこと、ありがとう』とメールで伝えるためだ。

　帰宅早々、サラサは浩之の両親に何かを相談していた。きっと明日からの生活について、前向きに話し合っているのだろう。それはとても良いことだと浩之は思う。

　どんなに小さな一歩ずつでもいい、小さな変化の積み重ねはきっとサラサにとって良い変化になる。

　瞳ひとみを閉じ、先ほどのサラサの独白と表情を思い浮かべる浩之。サラサが友達のいない理由、天人界での生活、それらは浩之が想像すらしていなかったものだった。

　苛いら立だたしく思う。サラサをそんな状況へと追いやった連中も、状況も何もかも。だからこそ、サラサにはこの人間界で同じことを繰くり返してほしくはないと強く思う。多くの人に、熱に触れ、世界を大いに楽しんでほしい。

　最悪な出会いを果たし、強引に同どう棲せいに持ち込まれた浩之であったが、今となってはサラサに対して完全に情が移ってしまっていた。ただでさえ面倒見の良い浩之にとって、サラサは生きる術すべを知らない子犬のようなものだ。迷めい惑わくもかけるだろう、不快な思いもさせるだろう、けれど、それ以上に彼女は自分なりに精いっぱいなのだと浩之は理解してしまった。だからこそ、見捨てない。一年間という約束の間だけど、サラサのことは絶対に見捨てない。それが浩之の胸に宿る確かな決意だ。

　そんな自分の胸の内に、浩之は自嘲する。『まるで娘むすめ離ばなれできない父親のようだ』と。




　やがて時計の針も進み、宿題にでも取りかかろうとした浩之だが、部屋にサラサが戻もどってきて告げた予想外の一言に、取り出した教科書を思わず床ゆかに落としてしまう。

「ヒロ、私決めたよ……ヒロたちと同じ学校に通うことにする。私も学校でヒロや智や翔子や辰哉と遊ぶんだ……」

「……は？」

　相変わらずのジト目を向け、無い胸を張って主張するサラサに、浩之は言葉を返すことができなかった。

　いくらなんでもお前、それは極きよく端たんすぎる前進ではないだろうかと、突つっ込むことすらできずに呆ぼう然ぜんとサラサを見つめ返す浩之だった。







[image: 第三話　堕天使候補、学園でも遊ぶ]




　平日の朝。もうすぐ浩ひろ之ゆきが学校へと向かわねばならなくなる時刻。

　自室で新品の制服に身を通し、楽しげにくるくると回る薄うす青あお髪がみの少女へ向けて、浩之は今いま更さらながら息を吐はき出して感かん嘆たんと言葉を紡つむいだ。

「お前、本当にウチの学校に今日から通うんだよな……」

「何を今更……どうした、ヒロ。まだ寝ねぼけているのか……」

「いや、サラサがこうして制服姿になっているのを見ると……つい、な」

「似合い過ぎて言葉も出ないんだね……存分に見入るといい」

「いや、本気で似合わねえな、と。お前のいつものニートスタイルばかり見てたからなあ」

「本当に失礼だね、君は……思ひわび、さても命はあるものを、憂うきに堪たへぬは、涙なみだなりけり……」

　ぶつぶつとジト目で文句を言うサラサに、悪い悪いと軽く謝りながら浩之は今日までのことを振ふり返る。

　今から三週間前、浩之との外出から帰ってきたサラサは何をどう間ま違ちがってエンジンがかかってしまったのか、浩之の学校に通うと両親に直じき訴そした。浩之としては、生活サイクルを昼夜逆転から平常へと戻してくれるだけでよかったのだが、どうやら予想以上にサラサに火がついてしまったらしい。

　浩之の通う学園への編入を希望するサラサだが、浩之は当然ながら無理だと考えていた。サラサは人間ではなく天人。当然、戸こ籍せきもなければこれまで人間界の学校に通ったこともない。

　そんなサラサがいったいどうやって学園に編入する事ができるのか。そう思っていた浩之だが、そこはサラサ……というより、天人の無む茶ちや苦茶がまかり通るところ。

　彼女が親を通じて学園に編入試験を申し込んだところ、何も問題なくすんなり受け入れられたという。あんぐりとして驚おどろく浩之に、サラサは勝ち誇ほこって『契けい約やく者の傍そばにいるためなら、天使に乗り越こえられない壁かべはないんだよ』などと訳の分からないことを言う始末。後で聞いた話だが、このあたりもエンジェリュックの中の怪あやしい道具でなんとかしたらしい。編入試験もそれらの怪しい道具を使って乗り越えるのかと思っていた浩之だが、そこだけはサラサは真ま面じ目めに受けた。浩之に一通りの教科書やノートを借り、試験日までひたすらそれを眺ながめるだけの日々。道具を使わないのかという浩之の問いかけに、サラサは笑って『ヒロに格好良いいところみせたいから』と言うだけ。サラサが天人界で劣れつ等とう生と聞いていただけに、大だい丈じよう夫ぶかと不安いっぱいなヒロに対し、サラサは静かに微笑ほほえみ続けていた。

　そして、編入試験の結果は見事に合格。それも全教科満点を叩たたきだすという始末。特別特待生として迎むかえ入れられることになったサラサに浩之は言葉も無くしてしまった。合格と特別特待生を勝ちとったサラサは、煎せん餅べいを齧かじりながら浩之にピースを突き出して結果を誇った。

　そう、サラサは天才だった。天人界では天使になりたくないという気持ちゆえ、わざと授業をボイコットしたり居い眠ねむりしたり適当な回答をしたりと散々な行動をとっていたのだが、それは偽いつわりの姿。彼女が本気になれば、学園の入学試験など何の問題もなかった。

　教科書を軽く眺めるだけで、その全すべてを暗記する能力。この結果をみて、浩之は納なつ得とくしたくはないが、理解してしまう。どうして天人界の大人たちが、彼女を特別な子どもと見み做なしていたのかを。親がとんでもない立場ということもあるだろうが、それ以上にサラサは天才なのだった。晴れて学園生活の切きつ符ぷを手にしたサラサは、こうして学園生活初日を迎えることができたという訳だ。

　未いまだ、サラサの制服姿が脳に馴な染じまない浩之だが、これはサラサの頑がん張ばりの結果。認めてやるしかないと一息つき、そっぽを向いてサラサに告げた。

「まあ、何はともあれ、おめでとさん。頑張ったな、偉えらいぞ」

「何その投げやりな褒ほめ方は……もっと心から褒めるといい。ほら、ヒロの大好きな制服だぞ……スカートめくってみたいだろ……？」

「人を勝手に制服フェチにすんじゃねえ！」

　突っ込みを入れつつ、登校時間が押していることに気付き、浩之は鞄かばんを肩かたに下げて『行くぞ』とサラサに声をかける。

　サラサも教科書類を詰つめ込んだエンジェリュックを背負い、トコトコと浩之の後をついていく。その姿を視界に入れながら、確かく認にんするように浩之は訊たずねかけた。

「お前、学園にもそのリュックでいくのか？」

「校則に鞄は自由だって書いてあったからね……この中にはアマツガハラで手に入れた天使道具が山ほど入っている……何かあったときにすぐ対処できるし、何より私はこのエンジェリュックが気に入っていて、いつ何時でも身につけると決めているんだ……可愛かわいいよね」

「まあ、小さいサラサにはマッチしてるとは思うけども」

「本当に一言余計だよね、ヒロって……素す直なおに褒められないのかな。可愛いって言えよ……可愛いって思ってるんだろ？　ん？」

「あー、鬱うつ陶とうしい鬱陶しい。ほら、行くぞ。初日から遅ち刻こくなんて洒落しやれにならんだろ」

「うい」

　家から出て、浩之はサラサと並んで学園への道を歩き始めた。

　天気は快晴、サラサの門出を祝うように青空が広がり、太陽の光が優やさしく差し込んできていた。浩之の通う学園まで徒歩にして二十分、そこまで遠くはない、むしろかなり近い部類であると言えるだろう。

　歩くこと数分、浩之たちだけではなくほかの通学中の生徒の姿もちらほらと見え始める。人が増えてくると同時に、嫌いやでも気付くことがある。道を行く誰だれも彼もが、浩之の隣となりを歩くサラサへ視線を向けてくるということだ。

　完全に注目の的になっているサラサだが、それは当然のことだ。なにせ彼女の姿は天使道具により、ブロンド、スタイル抜ばつ群ぐん、何より絶世の美少女に見えているのだから。

　実際は薄青髪、スタイル貧相、絶世の美少女であることは間違いないが、非常にやる気のないジト目が残念過ぎる、そんなサラサである。

　彼女の偽りの姿に見み惚ほれ、ざわめきたつほかの生徒たち。遠巻きに眺めてくる生徒たちを見て、浩之は息をつきながらサラサに訊ねかけた。

「お前、注目の的になってるけどいいのか？　人の視線が怖こわかったりするなら、俺が追っ払ぱらってやるけど」

「ヒロ、君は少し過保護だよね……将来が心配だよ、娘むすめができたりしたら本物の親おや馬ば鹿かになりそうだ」

「うっせえな……それで、大丈夫なんだな」

「余よ裕ゆう……悪意が込められてるわけでもないし、私が美人過ぎて注目を浴びているだけだし……美少女として注目を浴びる、なんと実に良い気分だ……今の私ならクレオパトラやヘレネにだって勝てる」

「その美少女像は作りモノなんだけどな」

「ふーん……その作りモノの美少女にこういうことされたら、周りはなんて思うんだろうね……えいっ」

「なっ──」

　そう言って悪戯いたずらっ子のような笑えみを浮うかべ、サラサは浩之の腕うでに飛び込むように抱だきついた。

　その瞬しゆん間かん、野や次じ馬うまたちから一ひと際きわ大きなざわめきが起こる。それもそうだ、絶世の美少女が男子生徒に嬉うれしそうに抱きついたのだ、これをみて騒さわがないわけがない。あいつ誰だ、俺知ってるなどと浩之の名前が飛び交かう中で、浩之の心の限界が訪おとずれる。見み世せ物もの状態になるのは御ご免めんだとばかりに目を吊つり上げ、浩之は周囲の生徒たちに怒ど鳴なり散らすのだった。

「おらっ！　見世物じゃねえぞ！　何か言いたいことある奴やつぁ俺の前に来て直接言ってこいや！　無いんならさっさと散りやがれ！」

　浩之の怒ど声せいに、周囲の生徒たちは慌あわてて蜘蛛くもの子を散らすように捌はけていった。

　二人だけとなった通学路で、浩之はやっちまったと軽く息をつきながら、サラサの額に軽くデコピンをする。

　あう、と仰のけ反りながら、サラサは浩之に遠えん慮りよなく訊ねかけた。

「凄すごい怒声だったね……そうやって学園で野の良ら猫ねこのように威い嚇かくを続けたがために、友達がほとんどいなくなったんだね……ヒロ、目つき悪いし言こと葉ば遣づかい荒あら々あらしいから怖がる人沢たく山さんいそうだしね……」

「勝手に人の過去を捏ねつ造ぞうすんじゃねえ！　けど、まあ……あながち外れてもいないんだけどな……」

「ヒロ、気にすることないよ。私もボッチ、ヒロもボッチ、二人が一いつ緒しよなら私たちはボッチ卒業だ……同じ業ごうを背負う者、ボッ竹馬の友として寒風吹ふき荒あれる世間を歩いていこうじゃないか……」

「誰がボッ竹馬の友だ！　とにかく、さっさと学園に行くぞ。あと腕を離はなせ腕を」

「そう言うなよ……口ではそう言いながら、腕に当たる柔やわらかな感かん触しよくを楽しんでいるんだろ、この二十一世紀エロ少年め……」

「前から思ってたんだけど、今はっきり言うわ。お前、自分が思ってるほど胸マジでねえぞ。平へい坦たんだわ」

「な……ん……だと……」

　隣で全力で凹へこむサラサを引きずりながら、浩之は学園へと到とう着ちやくする。私立星せい風ふう学園、この地域でもなかなか有名な進学校である。

　相変わらず好こう奇きの目に晒さらされ続けているが、サラサが『別にいい』と言ってる以上、放置する事にした。

　そして、職員室の前までサラサを連れて行き、扉とびらの前で一度別れを告げる。サラサが今日からこの学園、それも浩之のクラスに編入する事は事前に分かっていることだ。そこまで『偶ぐう然ぜん』が重なった理由をサラサは日ひ頃ごろの行いなどとのたまっていたが、間違いなく例の天使パワーだろうと浩之は見ていた。入学試験は実力でパスしたので、同じクラスになるためのズルくらいは追つい及きゆうしなかったが。

　サラサと別れ、自分のクラスへと向かう浩之。彼のクラスは二年Ｂ組、親友三人と同じクラスである。

　入室してきた浩之に、待っていたとばかりに手を振る三人の友人。こっちこっちと呼び寄せられ、浩之は鞄を自分の机に置き、三人の方へと近づいた。

「いやー、待ちわびたよ。サラサちゃんは？　ねえ、サラサちゃんは？」

「どんだけサラサを待ち焦こがれてるんだお前は。職員室だよ。まずは教師に話通して、そっからホームルームで俺たちに顔合わせするんだろ」

「やー、もー、早くサラサちゃんに会いたくて昨日はなかなか寝ねられなくって。思わず夜中なのに翔しよう子こに三回も電話しちゃった」

「それは……大変だったな、西にし森もり」

「うん……本当に大変だった。私、結局三時間しか寝てない……」

　溜ため息いきをつく翔子と、あっけらかんと笑う智とも。智の電話を途と中ちゆうで切れなかったあたり、翔子の性格が表れているのかもしれない。

　ちなみに、彼らは当然事前にサラサが今日から編入することを知っている。それどころか、編入試験を受けるという話を耳にしたときには、サラサに自分たちのノートを是ぜ非ひと貸したりしたほどだ。

　サラサが試験に満点合格したときには、五人で簡単ながらパーティも開いたりした。連れん絡らく先を交こう換かんし合ったりと、まだ学園初日のサラサだが、彼女がずっと欲ほつしていた友達というものは既すでに手にすることができていたのだ。翔子に対して悪びれない智に、反省しろよと注意を促うながす浩之。そんな彼に辰たつ哉やが楽しそうに笑って話題を提供した。

「サラサさんと一緒に通学したんだろ？　随ずい分ぶん噂うわさになってたぞ、Ｂ組の荒あら波なみがとんでもない美少女と一緒に登校してるって」

「家が一緒なんだからそりゃ一緒に登校するだろ」

「そのこと隠かくさなくてもいいんだよな？　俺たちは二人の関係が従姉妹いとこでホームステイってことを知ってるけど、ほかの連中は知らないからな。何だったら、そのこと説明して回ってもいいぞ？」

「気を遣つかわせたみたいで悪いな。大丈夫だ、サラサもこの状じよう況きようを楽しんでるみたいだし、何か余計なことを言ってくる奴がいたら俺が直接対応すりゃいい」

「……そういうとこ、変わらないんだな。浩之は」

「何で俺が変わる必要があるんだよ……俺は俺だろ。誰に何を言われても変わらねえよ、いつまで経たっても」

　浩之の言葉に、心から嬉しそうに笑う翔子。その笑顔の意味を知るだけに、辰哉も智も同様に優しく笑うだけ。

　自分以外の三人で楽しまれているようで、何となく居い心地ごこちの悪さを感じていた浩之だったが、智から別の話題を提供され、逃にげるようにそちらに食いつく。

「サラサちゃんの席ってどうするのかな。まだどこにもないよね、椅い子すも机も」

「ホームルームが終わって用意するんだろ？　この階の空き教室に机も椅子もたんまり余ってるしな」

「それじゃ、先に持ってきておこうよ。それで、荒波君の机の横に無理やり置くの。荒波君の隣なら、サラサちゃんも不安なんてないと思うし」

「賛成。やっぱり、初めての教室っていうのは凄く不安なんだと思うんだ……強ごう引いんにでも、浩之の傍そばに置いてあげるべきだ」

「ほかの誰でもないビビりで豆とう腐ふメンタルのお前が言うと、すげー説得力あるよな、西森……痛え痛え痛え！　筆箱で人を叩たたくんじゃねえ！」

　顔を真っ赤にして攻こう撃げきを始めた翔子を必死で食いとめながら、四人は空き教室へ向かい机と椅子を運んでくる。窓まど際ぎわ最さい後こう尾びの浩之の机にぴったり並ぶように設置し、元より右側にいた男子には頭を下げて少しだけ右に寄って貰もらう。隣に噂の留学生美少女がくると分かるや否いなや、隣の男子生徒はノリノリで机を嬉き々きとして動かしていた。

　机の準備が終わる頃には、ホームルームの時間も近づき、四人は簡単な打ち合わせをして各おの々おのの席へと座る。そして、チャイムの音から遅おくれること数分。担任の教師が教室へ入り、壇だん上じように立って挨あい拶さつをする。もうすぐ三み十そ路じを迎むかえる筋骨隆りゆう々りゆうの体育教師だ。学生時代は柔じゆう道どうに精を出していたらしい。

　生徒たちの一礼を確かく認にんし、出席の前に編入生の話を始めた。

「今日のホームルームなんだが、既にお前らも知ってる通り、ウチに編入生が今日から入ってくる。同じ学園で学ぶ学友として温かく迎えてやってくれ。入ってきていいぞ、ゴンザレス！」

　教師の発した名字に目玉が飛び出そうになる浩之。よく突つっ込みの声を抑おさえたものだと褒ほめてやりたいくらいである。

　編入するにあたり、名前しかないサラサの名字をどうするかは確かに気になっていた。適当に決めたとサラサが言っていたので大だい丈じよう夫ぶなんだろうと思っていたが、まさかそんな男らしい名字になるとは思いもしていなかった。

　必死に心の中の絶ぜつ叫きようを抑えつける苦く悶もんの浩之だが、そんな中で教室の前扉が開き、そこからサラサが入室する。

　彼女の姿を見て、歓かん声せいをあげる男子生徒たち。感かん嘆たんの声をもらす女子生徒たち。静まれと一いつ喝かつする教師。そんな喧けん騒そうの中で、サラサはいつものジト目でぺこりと一礼し、クラスメイトたちに挨拶をするのだった。

「ブリテンからやってきました、サラサ・アルバラード・ルイス・ゴンザレスです……母は日本人で、このクラスの荒波君とは従姉妹になります。日本のことを学ぶために、留学にきました。まだ日本に慣れておらず、分からないことばかりですが、よろしくお願いします」

　名字長過ぎるだろ、そう突っ込む寸前だった浩之を置いて、教室の熱気はピークに達する。半はん狂きよう乱らんで大喜びする男子生徒たち、浩之と従姉妹という言葉を聞き逃のがさずおどろおどろしい視線を向けてくる一部の男子たち、モデルのような振ふる舞まいにますます熱狂する女子生徒たち。

　そんな大おお騒さわぎの中で、サラサの簡単な自己紹しよう介かいは終わる。そして、サラサの席を決めるというところで、智が勢いよく手を挙げて担任に提案した。

「はいはいはーい、サラサちゃんの席は荒波君の横がいいと思いまーす。まだ日本にきて不安がいっぱいだと思うので、従兄弟いとこの荒波君が傍にいれば安心すると思いますし」

「俺もそう思います。そのために机と椅子も前もって準備しましたし」

「む、確かにそうだな。日本に来たばかりで不安も多いだろう、その不安を少しでも解消してやることが我らの務めだ。ゴンザレス、それでいいか？」

「はい」

　智に加え、辰哉の援えん護ご射しや撃げきもあり、サラサの席は無事浩之の隣となりに決定された。

　担任に促され、サラサは浩之の隣の席へ向かい、腰こしを下ろす。上じよう機き嫌げんなジト目でしてやったりと覗のぞきこんでくるサラサに浩之は軽く息をついて担任へと視線を向け直す。編入生の紹介は終わり、今日の予定などについて話している最中だ。

　照れ隠しのようにサラサから視線を逸そらし続ける浩之の横顔を、サラサは担任の話が終わるまで楽しそうにジト目で眺ながめ続けていた。




　ホームルームの終わりから、最初の授業である数学が終わり迎えた休み時間、サラサの席の周りには人だかりの山ができていた。

　ブリテン出身のハーフの美少女留学生、ということになっているサラサはクラスメイトたちから注目の的であり、次々と質問が乱れ飛んでいる。それらの問いかけに対し、サラサは慌てることなく一つ一つ丁てい寧ねいに受け答えしていた。ときどき斜ななめ上の意味不明な回答を行っているのは相変わらずだが。

　その光景を離れた場所から浩之は見守りつつ、特に問題がないようなので安あん堵どする。そんな離れた場所に立つ浩之に、訊たずねかける翔子。

「いいのか？　サラサから離れてて。その、傍にいてあげた方がいいんじゃないのか？」

「俺があいつの隣に座っていつまでもガン飛ばしてたら、クラスの連中はサラサに声掛かけにくくなるだろ」

「ふふっ、浩之、怖こわいもんな」

「西森、お前な……まあ、サラサの奴やつに困ったことがあったら、そのときは幾いくらでも手を貸すだけだ。……ちょっと甘やかし過ぎか？」

「ううん、浩之らしくて私はいいと思う。サラサもきっと喜ぶ」

　くすくすと微笑ほほえむ翔子に、何とも言えず頭をかく浩之。そんな二人のもとに、自じ販はん機きまでジュースを買いに行っていた智と辰哉が戻もどってきて、二人に昼の予定を提案した。

「ねえねえ、昼ご飯なんだけど、学食と屋上どっちがいいかな？　編入初日としては、記念にどっちか経験するのがいいと思うんだよね。学食戦争と屋上庭園」

「今日は俺もサラサも弁当持ってきてるから学食は無理だぞ。弁当で学食の席についていたら、席取れなくてうろうろしてる奴の視線が痛いしな」

「確かにそうだね。よーし、それじゃ今日は屋上で決定。多分、お昼休みまではサラサちゃん、ほかのみんなに独どく占せんされてるだろうし、昼は独占し返しちゃうよ。早くサラサちゃんと色々話したいのになあ」

「昨日の夜もサラサが寝るまで長時間電話かけて話しまくってたじゃねえか。まだ足りないのか高たか城じようは」

「電話で話すのと直接顔見て話すのは全然違ちがうんだよ、荒波君は分かってないなあ。家で食べるおにぎりと遠足先で食べるおにぎりの味の違いみたいなものだよ。山の上で食べるおにぎりは格別って言うでしょ？　電話と会話も一いつ緒しよ一緒」

「そんなもんなのか」

「そんなもんなのです」

　きっぱり言い放つ智に、俺には理解できないと首を振ふって聞き流すことにする浩之だった。雑談に興じていると、チャイムが鳴り響ひびき、浩之たちは次の授業のために自分の席へ着く。その際、隣の席からジト目で浩之を睨にらみつけてくる少女が一人。いつものやる気のないジト目だが、それに少しばかり不ふ機き嫌げんさが込められていることは、この一か月あまりの付き合いで浩之は嫌いやというほど理解していた。

　なぜサラサが機き嫌げんを損そこねているのか分からず、浩之はサラサに首を傾かしげて訊ねかけた。

「どうした、クラスの連中に何か言われたのか？」

「ヒロ、君はなぜ私を置いて智や翔子、辰哉と遊んでいるんだね……不公平じゃないか、私も一緒に連れてってよ……」

「いや、なぜってお前、俺たちが一緒に遊んでいたらクラスの連中がサラサと会話できないじゃねえか。編入初日の最初の休み時間くらい我が慢まんしろよ」

「むう……次の休み時間からは私も連れてってよ。ヒロと一緒じゃなきゃ嫌だ……学園に入った意味がないじゃない……私が何のためにこの学園に来たと思ってるんだ。ヒロたちと遊びたいからここに入ったんじゃないか……」

「親おや離ばなれできない子どもかお前は」

「いいじゃん、ヒロだって娘むすめ離ばなれできない父親みたいなもんだし……あ痛」

　サラサの額を軽く指で弾はじきながらも、結局サラサのジト目の圧力に負け、『次の休み時間からな』と言ってしまう浩之。

　言葉が荒あらかったりする浩之ではあるが、やはりサラサには何だかんだで甘いらしい。そんな彼の様子を離はなれた席から友人三人が笑って見つめるのだった。




　午前中の授業はつつがなく終わりを迎え、浩之たちは昼食をとるために弁当片手に五人で学園の屋上へと向かった。

　階段を昇のぼり、屋上への扉とびらを開き、そこに広がる光景にサラサは感嘆の言葉を漏もらした。

　屋上には花々が咲さき乱れるほどにガーデニングがされており、緑生い茂しげる中でベンチに座り昼食を取っている生徒がちらほらと見受けられた。

「おお……緑が、屋上に緑が広がっておる……東京砂さ漠ばくの中にもオアシスが存在していたのか……」

「ここ東京じゃねえからな。とりあえず芝しば生ふのとこ行くか。ベンチに五人並んで座るのもあれだろ」

「はいはいはーい、私シート持ってきてるよ。いつでも屋上で食べられるように、ロッカーに常備してるんだ」

「おお、流石さすがは智……策士は常に三歩先の手を読むものよ……」

「ふっふっふ、褒めない褒めない」

　嬉うれしそうにはにかみながら、智はビニール袋ぶくろからシートを取り出し、空いた芝生の上へと広げていく。

　この芝生は生徒が上に乗れるように、人工芝となっているため、芝生を痛めることもない。みんなで広げたシートの上に、それぞれ腰を下ろして弁当を取り出した。浩之とサラサは当然ながら浩之の母の手作りのため、同じ弁当だ。ただ、サラサは小こ柄がらで女の子なので、一回り小さい弁当箱ではあるのだが。

　弁当箱を開けながら、サラサは興味津しん々しんにほかの友人の弁当へと視線を移動させていく。辰哉は学食の売店から買ってきた惣そう菜ざいパン二つにコーヒーだから除外で、残る二人の女の子の弁当だ。

　智の弁当に視線を向けているサラサに、智は胸を張って弁当箱の蓋ふたを開く。猫ねこの顔が描かかれた弁当箱から現れたのは、白ご飯と色とりどりのおかずたち。

「おお、これが智の弁当……」

「ふっふーん、私は毎日自分の弁当を手作りしているんだよ。褒めて褒めて、どんどん褒めていいんだよ」

「おかずの九割は冷れい凍とう食品や昨日の残り物なんだよな」

「ああ、荒波君、私がオープンする前のネタバレは反則っ」

　既すでに弁当を食べ始めている浩之の突っ込みに、智は顔を膨ふくれさせて文句を言った。

　彼の言う通り、智の弁当は白ご飯を詰つめて、残りは冷凍食品や昨晩の残り物であり、実は智が料理をしているわけではない。ほほうとジト目を向けるサラサに、恥はずかしそうにしながら智はあっけらかんとネタばらしをする。

「私、料理駄だ目めなんだよね。けど、ほら、料理できる女の子って響きがいいじゃない？　だからこうやって形だけでも、ね！」

「智、安心するといい……自じ慢まんじゃないが、私は包丁すら握にぎったことがないよ。ライスボールを作ろうとしたらベースボールになってしまうのは誰だれもが通る道……夏草やベースボールの人遠し……」

「分かる分かるっ。どうしても三角にならないんだよねえ。もう最近は食べられたらいいじゃんって思うようになってきたよ。私、将来旦だん那な様を捕つかまえるときはおにぎりが丸くても平気な人を探すことに決めたんだ」

「智、お願いだから練習しような……すぐできるようになるから」

　翔子の突つっ込みに智は『そのうちね』と笑って誤ご魔ま化かすだけ。絶対やらない奴のパターンだな、と白飯をかきこみながら浩之は思っていた。

　続いて、サラサの注目が移ったのは翔子の弁当だ。無地の弁当箱を開いて出てきた中身に、サラサは『ほわあ』と歓かん声せいをあげた。

　色とりどりのメニュー、バランスを考えられたおかず、作り手の性格が見事に現れたような弁当にサラサは目を輝かがやかせるばかり。

　そんなサラサの視線に恥ずかしそうに顔を赤らめる翔子。照れる彼女の代わりに、智が我がことのように胸を張ってサラサに自慢する。

「翔子は料理が得意で、この弁当は全部翔子が作ってるんだよ。ふふん、どうだ、おそれいったかー」

「なんでお前が偉えらそうにするんだ。サラサ、高城はどうでもいいから西森を褒ほめてやれよ」

「翔子、どうか一生のお願いだ……どうか私に、その黄金に輝く唐から揚あげを一つ分けてくれないだろうか……唐揚げをもらえるなら、鬼おに退たい治じにだって勇んで付き従う所存に候そうろう……」

「いきなりさらっと要求してんじゃねえ！」

「い、いいよ……サラサ、遠えん慮りよなく取っていいよ。口に合わなかったらごめんな」

　おずおずと弁当箱を差し出す翔子に、サラサはぺこりと一礼して唐揚げを拝受した。

　ぱくっと口に運んで咀そ嚼しやくすること数秒、その刹せつ那な、サラサの表情がこの世の春だとばかりに弛し緩かんした。あいかわらずのジト目だが。

　心から幸せそうに唐揚げを頰ほお張ばりながら、サラサは唐揚げの感想を述べるのだった。

「何という美味うまさ……口の中で弾はじける味覚の五重奏、これはもはや芸術に近い……冷凍唐揚げなんて二度と食べられない体になってしまう……最高に美味おいしいよ、翔子」

「大おお袈げ裟さだから……でも、ありがとう、サラサ、本当に嬉しいよ」

「大袈裟なものか……こんなものを食べてしまえば、ほかの食べ物を胃が受け付けなくなってしまう……翔子、結けつ婚こんして。私のために毎日料理を作っておくれ……」

「え、えええっ」

　困り果てる翔子にサラサは遠慮せず、すり寄って無む茶ちや苦茶なお願いを要求し続ける。それを見て智も辰哉も笑うばかり。しかたないと溜ため息いきをつき、浩之は片手でサラサの襟えり首くびを摑つかんで翔子から引き離し注意をした。

「西森が困ってるだろうが。あんまり無茶ばっかり言うんじゃねえ」

「だって、本当においしいんだもん……ヒロ、君は食べたことがないからそんなこと言えるんだ。一個もらって食べてみるといい……それを食せば最後、翔子以外奥さんに迎むかえる気なんて更さら々さらしなくなること間ま違ちがいなし……」

「い、いやいやっ、そんなことないからなっ！」

「……そんなに美味いのか」

「そんなに美味いんだ……ヒロ、食べてみなって。世界変わるよ、本当に……天人、噓うそ吐つかない」

　サラサの言葉に思考する浩之。だが、翔子の弁当箱から漂ただよう食欲をそそる香かおりの誘ゆう惑わくに負け、翔子に向き直って頭を下げる。

「悪い、西森。こいつがここまで言うから俺も食べたくなっちまった。一個もらってもいいか？」

「ひ、浩之が食べるのかっ!?」

「そのつもりだけど……やっぱ駄目か？」

「い、いやっ、駄目ってことはなくて、でも、その、心の準備がまだっ」

　顔を真っ赤にしてあわあわと慌あわてふためく翔子。そんな彼女をニヤニヤと楽しげに見つめるサラサ。計画通りとでも呟つぶやきそうなほどに悪い顔だ。

　その視線を見て、サラサの狙ねらいを読みとった智が援えん護ご射しや撃げきを試みる。美しきは女の友情、智もニコニコと笑え顔がおで翔子の背をぐいぐいと押し続けた。

「サラサちゃんにだけあげて荒波君にはあげないのは不公平じゃないかなー？　うんうん、友達同士で差を作るのって、やっぱりいけないと思うんだよね。荒波君も翔子のお弁当、食べたいよね？」

「あ、ああ、けど、嫌なら無理にとは……」

「減点！　下がるの禁止！　男なら食べたいって言いなさいっ！」

「何で俺が怒おこられてんだよ!?　理り不ふ尽じん過ぎるだろ！」

「いや、今のは浩之が悪いだろ。流石にそこで下がるのは男としてどうなんだと思うぞ」

「ほら、ほら、ヒロ、あーん……」

「ああっ？　んぐっ」

　翔子の弁当箱から唐揚げを一つ摑み、サラサは箸はしごと浩之の口の中に強ごう引いんに押し込んだ。

　口の中を転がる唐揚げに驚おどろくものの、やがて先ほどのサラサのようにゆっくりと咀嚼する浩之。その光景を泣きそうな顔でじっと見続ける翔子。あまりの緊きん張ちようのためか心臓の音が隣となりのサラサに聞こえてきそうな勢いだ。

　ゆっくりと味わい、飲み込み。そして浩之は軽く一息ついて、心から紡つむがれた感想を述べるのだ。

「いや、本当に美味いなこれ。こんなに美味い唐揚げは過去に食ったことがないくらいだ。サラサがべた褒めするのも分かる」

「あ……」

「ありがとな、西森。唐揚げ、最高に美味かったぞ──って、おおおおい！　どこいくんだお前!?」

　浩之のその言葉が限界だったのか、翔子は顔を真っ赤にして目を回しながら、弁当を置いて屋上への入り口まで駆かけていってしまった。

　慌てて翔子を追いかける浩之。そんな二人を見つめながら、サラサはしみじみと語るのだ。

「いやあ……青春だねえ……これぞ学園生活って感じがしてきたよ……ヒロがアホなくらい鈍どん感かん過ぎてちょー受けるんですけど……」

「あれだけバレバレな姿見せてるのにねー。もうちょっと荒波君には女の子の機き微びというか、そういうのを分かってほしいよ。げきおこげきおこ」

「まあまあ、今日くらいは許してあげようよ。サラサさん、クリームパンあるけど食べる？」

「食べる……私は甘いものにも目がない方だから……糖分補ほ充じゆうはむはむ」

　辰哉から受け取ったクリームパンにかぶりつきながら、サラサは幸せそうに表情を弛緩させる。ちなみに、サラサの弁当箱は既に空だ。

　結局、浩之と翔子が屋上に戻もどってきたのは、それから二十分も後のことになる。その際、なぜか空になっていた浩之と翔子の弁当について糾きゆう弾だんされたサラサであったが黙もく秘ひをつらぬいていた。頰ほおにごはんつぶをつけながら。




　昼食を終え、午後始めの授業は体育で浩之たちは男女に分かれて種目に参加する。隣のＡ組と合同授業で、男子はサッカー、女子はバレーボールだ。

　外で体育をしていた浩之が目にすることはできなかったが、体育館でサラサは思う存分バレーで暴れに暴れ回っていた。サーブをしては『その球、曲がるよ……』と呟いてネットのポール回しを敢かん行こうしたり、身長の二倍以上跳ちよう躍やくして『風林火山だ』などと言って弾だん丸がんサーブを決め込んだり、あげくのはてには相手のサーブやスパイク全すべてを自分の手元に引き寄せたりとやりたい放題だ。むろん、その全ては天使道具によるインチキなのだが、そのことを誰も知らないため、体育館からは何度も女子からの歓声があがるばかり。

　まさしくサラサの一人舞ぶ台たいで体育の時間は終わりを迎えた。予定時刻より十五分ほど早めに終わり、ゼッケン等の片付けを指名されたサラサと翔子は二人で道具の片付けと体育館の施せ錠じようを行っていた。全てを終え、二人は職員室まで鍵かぎの返へん却きやくへ向かう最中だった。

　廊ろう下かを並んで歩きながら、二人は先ほどの体育の内容について話題に花を咲さかせていた。

「サラサは運動神経も凄すごいんだな。バレーしてる姿、本当に格好よかった」

「ふふん……まだまだ私の目指すところには遠いよ……光の速さで動けるくらいじゃないとね……」

「そ、それは大変だな……でも、サラサが羨うらやましいよ。私、運動全然駄目だからさ」

「前から思ってたんだけど、翔子ってあれだよね……見た目とキャラ、全然違ちがうよね。キリっとしてて、体もモデル並みにすらっとしてるけど、中身は凄く可愛かわいい系だよね……料理とか編み物とかぬいぐるみ好きとか」

「可愛い系かはともかく、よく言われるよ……見た目とか言こと葉ば遣づかいは気が強そうなのに、なんでそんなに気が弱いんだって……」

「おお、よしよし……私はそういうの好きだよ、ギャップ萌もえってやつだ……翔子はそんな自分を大切にしてこれからも個性を育はぐくむといい……」

「よ、よく分からないけどありがと……」

　訳の分からないサラサの激げき励れいを受けながら、翔子はサラサと共に職員室まで足を運んだ。

　鍵を担当の先生へ戻してくると翔子に告げ、サラサは一人職員室内へと入り、担当の教師へ体育館の鍵を返却した。

　そして、些さ細さいな雑談を交かわし、職員室から出ると、そこにはいるはずの翔子の姿が無く。消えた翔子の姿に首を傾かしげていると、少し離はなれた場所に翔子の背中が見えた。

　翔子の姿を発見したサラサは、彼女へ近づこうとするが、どうも様子がおかしいことに気付いた。翔子は一人でいるのではなく、どうやら彼女と向きあうように立つ三人組の女子生徒と何か会話をしているらしい。それも雰ふん囲い気きがあまり良いいとは言い難がたい。

　何かをねちねちと責めるように言っている女子たちと、それに怖こわがりながらもぽつぽつと反論する翔子。その空気に、サラサはジト目を少しばかり吊つり上げ、まさかと一つの憶おく測そくを立てる。これはもしや『いじめ』というやつではないだろうか、と。

　サラサは天人界では腫はれ物扱あつかいで、完全に接せつ触しよくを断たたれていたので、直接的ないじめというものを受けたことはなかった。だが、学園という大きな組織の中には、こういう下らないことに熱をあげる連中がいることも知っている。

　以前のサラサならば、自分に関係のない興味ないことには触ふれようともしなかったかもしれないが、今のサラサは大きく変わった。ましてや、やられている相手は自分の大切な親友。このまま見て見ぬ振ふりなどする訳がない。

　むんと気合いを入れ直し、サラサはつかつかと四人へ歩み寄り、翔子を守るように彼女の前に立つ。驚く三人の少女たち、その顔はサラサも薄うつすらだが見覚えがある。先ほどまで体育でＡ組に属していた女の子たちだ。サラサはジト目で彼女たちを睨にらみながら、ゆっくりと口を開いた。

「なに、私の親友に何か用……？　用件があるならまずマネージャーである私を通してからにしてもらおうか……ウチのトップアイドルに触れたいのならば、まずはＣＤを二十枚お布ふ施せするところから始めるといい……」

「な、何よ……私たちはこの娘ことちょっと話してただけで、別に何も……」

「マコ、ヤバいよ。この娘、荒波君の従姉妹いとこだって話だよ……」

「っ、わ、私たちは別に何もしてないからっ！」

　浩之の名前が出た途と端たん、隣のクラスの少女たちは慌ててサラサたちのもとから離れ去っていった。

　少女たちが消えた瞬しゆん間かん、緊張の糸が切れたようにその場にへなへなとへたり込む翔子。そんな翔子に驚きながら、サラサは立ち上がる為ために手を貸しつつ声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶか、翔子……傷は浅い、意識をしっかり保つんだ……間違ってもこの戦争が終わったらとかフラグを口にするんじゃないぞ……」

「だ、大丈夫……ごめん、迷めい惑わくかけた」

「いいよ……それより、あいつら、何？　もしかしなくても翔子、あいつらにいじめられてるの……？　だとしたら、ほかの誰だれが許しても、この私が許さんぞ……虫けらども、じわじわと炙あぶり佃つくだ煮ににしてくれる……」

「ち、違うからっ」

　そう否定しながら立ち上がり、翔子は軽く一息つく。そして、少し考えた後、サラサに『少し、時間いいかな』と確かく認にんを取って移動した。

　二人が移動したのは校舎裏。まだ授業中ということもあり、人気は一いつ切さいない。軽く深呼吸をする翔子に、サラサは小さく首を傾げて訊たずねかけた。

「こんな人気のないところに連れてきて……まさか、私への告白？　いかんな、非生産的な……サラサ×翔子、どう考えても私が攻せめる側じゃないか……」

「ち、違ちがうっ！　その、サラサにはちゃんと事情を話しておこうと思って。ほかのみんな、浩之たちも知ってることだから……」

「ほむ……聞こう、存分に語っておくれ……」

「ありがとう……どこから話せばいいのかな。あの娘たちは、私の一年の頃ころのクラスメイトで……私と浩之たちが友達になる切っ掛かけなんだ」

　そう告げ、翔子は昔を思い出しながらサラサへ語り始める。それは、翔子が入学してまもなくのこと。

　翔子は入学してすぐ、ある女子グループに属していた。見た目も綺き麗れいで、モデルのようなすらりとした肢し体たい、間ま違ちがいなく美少女である翔子だが、その中身は気弱で押しに弱く、嫌いやなことにノーとはっきり言えない女の子だった。

　そんな翔子の性格が友達たちにとって扱あつかいやすいということもあり、翔子に対する態度が段々とエスカレートし始めた。はじめは些細な冗じよう談だんを翔子に言って困った顔をする翔子を見て楽しんだり、少しばかり無む茶ちやなお願いをしてきたり。

　ブレーキがなければ、人は止まる場所を見いだせない。やがて、それは大きくなり、誰が見ても一いち目もく瞭りよう然ぜんなほどに翔子の扱いは酷ひどくなりはじめた。鞄かばんを持たされることなど日常茶さ飯はん事じ、借りた物は返してもらえないことだって何度もあった。

　そのことを苦しく思っても、翔子はほかに相談できる相手などいない。まして、その女の子たちは教室の中でも目立つ中心的なグループだった。家に帰って泣き腫はらすこと、それくらいしか翔子には行動できる勇気がなかった。今日も、明日あしたも、明後日あさつてもそんな毎日が続く。そんな風に思って絶望していた。翔子の表情から笑え顔がおが完全に消え始めていた。愛あい想そ笑いだけを浮うかべて毎日のつらさを誤ご魔ま化かす日々。

　そして、そんな日々に耐たえきれず、壊こわれそうになっていたある日。ホームルームが終わり、いつものように鞄を預けられ、待ち合わせの喫きつ茶さ店てんまで行こうとした翔子だったが、ある男の子に強引に鞄の全てを奪うばわれてしまう。

　その男の子は、クラスの中でも浮いた存在だった。目つきは鋭するどく、言葉使いは荒あらく、彼が誰かと一いつ緒しよにいるのは仲の良い二人の友人くらい。

　容姿は良いため、翔子の所属する女の子グループの中では怖いけど良い感じという評価を得ているくらいだが、翔子にとっては怖い不良くらいのイメージしかなかった。そんな接したことのない男の子に友達全員の鞄を奪われ、呆ぼう然ぜんとする翔子に、男の子は低く重い声で言葉を紡つむいだ。

『この鞄、どこに運べって言われたか教えろ。俺がそこまで運んでやる』

　少年の言葉の意味が分からず、あわあわと震ふるえる翔子。あまりに言葉足らず、それも声に怒いかりが込められているため翔子には殊こと更さらに恐おそろしい。

　泣き出しそうになる翔子だが、そんなぶっきらぼうな彼をフォローするように、彼と仲の良い男女が慌あわててフォローに入った。

『駄だ目めだよ、荒波君。そんな言い方じゃ、どう考えても不良に脅おどされてるようにしか見えないよ』

『そうだぞ浩之。西森さん、完全に怖がってるじゃないか。もっと優やさしく言えって』

『うっせえな……おい、西森。俺の問いに答えろ、正直にだ、噓うそついても何も良いことねえからな。分かったら返事しろ』

『は、はひっ……』

『もー、それじゃますますヤンキーだってば。西森さん、本当に何も怖がらなくていいからね。荒波君、見た目と言葉遣いは酷いけど、中身は柴しば犬いぬみたいなものだから』

　ガチガチと震える翔子に、少年──浩之は幾いくつか質問を行った。

　クラスメイトの連中に良いように使われてる状じよう況きようは本当にお前が望んでいることか。つらいと思わないのか。変えたいと思わないのか。

　その問いかけに、翔子は最初は上手うまく答えられなかった。けれど、智や辰哉が優しく『本当に正直に答えていい、悪いようには絶対しない』と何度も繰くり返し言ったことで、翔子の仮面は剝はがれ落ちることとなった。

　涙なみだをぼろぼろと零こぼしながら、翔子は訴うつたえた。こんなつらいのは嫌だ、こんな悲しい想おもいを毎日したくなんてない、誰でもいい、助けてほしい、と。

　翔子の声を聞き届け、浩之は泣きじゃくる翔子を真正面から見み据すえてはっきりと口にした。『俺に任せとけ』、と。

　そこからは早かった。半泣きの翔子を引き連れ、三人は待ち合わせ場所であった喫茶店へと乗り込んだ。そして、集まっていた同じクラスの女子グループ、その女の子たちに向かって浩之は鞄を投げつけて怒ど声せい混じりで言ってのけた。

『鞄持ちが必要なら西森じゃなくていつでも俺に言えよ。お前らが望む限りいつだって運んでやるからよ。ほら、ほかに何かしてほしいことがあるなら言えよ。遠えん慮りよすんなよ、西森にいつもやらせてることを俺に言えばいいんだよ。できねえなんて言わねえだろ、あ？』

　本気で怒りに溢あふれた浩之の言葉に、女生徒たちは怖がるばかりで何も反論できない。

　浩之一人なら代表格の女生徒が恐きよう怖ふを抑おさえて反論したかもしれない。だが、浩之側に立つ辰哉と智の存在も大きかった。辰哉は学園首席で入学し、その整った容よう貌ぼうで学年にかかわらず女生徒たちから熱ねつ狂きよう的な支持を受けている。そして、智はクラス一の人気者の女の子で、言ってしまえばクラスの女子の心を完全に掌しよう握あくしている。

　加えて三人には『いじめられていた翔子を助けるために行動を起こした』という大義名分がある。ここで三人を敵に回してしまえば、クラスの中で孤こ立りつするのはどちらか、馬ば鹿かでも分かることだ。

　結局、その日以来、女子グループの面々が翔子にかかわることはなくなった。彼女たちが何かをしようとすれば、浩之が容よう赦しやなく動き牽けん制せいする。翔子の送っていたつらい日々は、浩之たちの手によって終わりを迎むかえたのだ。

　そのことを語りながら、翔子は嬉うれしげに微笑ほほえみながらサラサに話した。

「その日からだよ。私が浩之たちと一緒に行動するようになったのは……一緒にいたいと思った。浩之たちに私は救われたんだ。もし、浩之たちが手を差し伸のべてくれなかったら、私はきっとこの学園にはいなかっただろうから」

「なるほど……あのヒロが、そんなことを」

「あの日のこと、お礼を言ったことがあるんだ。『ありがとう、浩之たちのおかげで私は救われた』って。そしたら浩之は『俺がしたいと思ったからしただけだ』ってそっけなく言うだけで……でも、そんな浩之が私は格好良いと思った。全く見ず知らずの他人だった私なんかのために、あんな風に本気で怒おこってくれる浩之が、何よりも格好良く見えたんだ……」

　そんな翔子の言葉に、サラサは胸の中でとくんと小さな高鳴りを感じた。その言葉の意味、それにサラサは誰よりも強く共感していたからだ。

　自分のときもそうだった。浩之はいつだって、誰かのために本気で怒り、本気で行動してくれた。だからこそ、サラサは浩之と共にいたいと願った。

　他人に対して本気になれる心を持つ彼だからこそ、この右も左も分からぬ人間界でサラサは彼を選んだのだから。

　翔子の言葉に軽く微笑み、サラサはジト目を翔子に向けて嬉き々きとして確認した。

「なるほどね……そんなヒロに、翔子は気付いたら惚ほれていたってわけだ……いや、青春だね、ラブラブだね……恋こいしてるね……」

「う……や、やっぱり分かるものなのかな」

「バレバレだもん……気付いてないの、ヒロくらいじゃん……あの鈍どん感かん男、乙女おとめの純情を弄もてあそびおって……万死に値あたいする」

「あ、あはは……うん、そうだな、私は浩之が好きだ。あの日からずっとずっと、浩之のことが大好きなんだ。このことをサラサに先に伝えておきたかった。そして、その上でサラサにお願いがあるんだ」

　柔やわらかな笑みを浮かべる翔子に、サラサはどんとこいと彼女の願いを待つ。

　そして、翔子から語られたその言葉に、サラサは驚おどろくことになる。それはサラサが予想したものと、全く正反対のものだったからだ。

「もし、これから先、サラサが浩之と時間と過ごすことで、浩之のことを好きになったとしても……私に遠慮する事だけは、絶対に止めてほしいんだ」

「……ほわい？　普ふ通つう、そこは『私が好きになった人を好きにならないでね』って釘くぎを刺さすもんじゃないの……？」

「そ、そんなことしないっ。智にも言ってあるんだけど、浩之は本当に格好良いいから……今は違ちがうかもしれないけど、この先に好きになることだってあるかもしれない」

「格好良い……いや、見た目は悪くないと思うけど、そこまで胸を張って言えるものだろうか……恋する乙女パワー、恐るべし……」

「そのときにさ、友達だからって遠慮されるのは、一番つらいから……智もサラサも、大切な友達なんだ。だから、もし浩之のこと好きになっちゃったら、私のこと気にせずに突つっ走っていいから。あ、も、勿もち論ろん私だって簡単に諦あきらめるつもりはないけどっ」

　慌てて言い直す翔子に、サラサは耐えきれず笑ってしまう。そして翔子の人間性を改めて理解する。この娘こは、どうしようもないくらいに心優しい女の子なのだと。

　そして、そんな良い娘の笑顔を守った同居人のことをサラサは誇ほこりたくなってしまう。胸を張って誰だれかに自じ慢まんしたくなる。

　口も態度も悪いけれど、それでも誰かのために常に一いつ生しよう懸けん命めいになってくれる浩之。そんな彼のことを、そして彼をパートナーに選んだ自分を誇りに思うのだ。決して彼には素す直なおに伝えられない想いなのだけれども。

　翔子のお願いに、サラサはジト目のまま笑って約束をした。

「うん、約束……もし私がヒロのこと、そういう風に見ることになっても、遠慮はしない……私、欲しい物はなんでも奪い取る主義だから……」

「ありがとう、サラサ……もしそうなっても、私は簡単には負けないからな」

「東西南北恋れん愛あい不敗と呼ばれたこの私相手に無む謀ぼうな……そのときを楽しみにしておこう。まずは微み塵じんもときめかないこの胸を如何いかにヒロでときめかせられるかを考えるのが……」

「む、無理に惚れようとしなくていいからっ！」

　サラサの冗談に対し真しん剣けんに対応する翔子。そんな反応がサラサを更さらに喜ばせていたりするのだが、彼女が知ることはない。

　そして、サラサはふと先ほどの少女たちのことを思い出した。翔子に絡からんでいた女の子たちは、話の流れからして誰だれなのか予想はついているが。

「それじゃ、さっきの女子生徒たちが、翔子をパシリとして使っていた奴やつらってことか……こんな美少女を従わせるなど、なんてうらやまけしからん……」

「び、美少女ではないけど……うん、ときどき浩之たちがいないとああやって嫌いや味み言われたりするけど、実害はないから」

「一年も経たっているというのに何てねちっこい奴らだ……よし、私が翔子に代わって成敗してくれる。まずは靴くつの中に納なつ豆とうをぶちこむところから始めてだね……真に陰いん湿しつな女というものを教えてくれるわ」

「だ、駄目だってば！　未いまだに私が色々と言われてるのは、多分私が浩之と行動してるからだと思う。リーダー格だった娘、浩之のこと良いなって思ってたみたいだから……」

「え……趣しゆ味み悪いんじゃないの……」

「そ、それって私も趣味悪いってことじゃないか」

「おおっと、失言、失礼……こうやって絡まれてること、ヒロたちに言わなくてもいいの……？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ……私も昔とは違うから。それよりも、私はサラサが心配だよ……」

「私の何が心配だと言うんだ……頭か、頭が心配だと言うのか」

「ち、違うって！　さっきのことで、サラサも目をつけられたかも……浩之と従姉妹いとこだし、一緒にいればサラサも表立っては大丈夫だと思うんだけど」

　もごもごと口ごもる翔子の態度に、サラサはジト目をきらりと輝かがやかせる。これはきっと、サラサや浩之に翔子は何かを隠かくしていると。
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　察しの悪い浩之とは違い、サラサは何だかんだ言って頭は切れる。これまでの情報、翔子の口ぶり、態度から見てサラサは翔子が何を危き惧ぐしているか一発で読みとったのだ。

　──恐らく翔子は、見えないところであの連中から小さな嫌いやがらせを繰り返し受けている、と。

　そのことに気付いたサラサだが、翔子を追つい及きゆうして口を割らせるようなことはしない。

　どんなに問い詰つめたところで、翔子はその内容を口にしないだろう。浩之たちに心配をかけることを嫌っているからこそ、絶対に口にできないはずだ。

　では見なかったことにして、翔子の望むように何事もなく過ごすかと問われればノーだ。初めて人間界でできた友達が傷つくのを黙だまって見過ごすようなサラサではない。

　話を終え、翔子と共に教室に戻もどりながら、サラサの頭の中では放課後の計画が既すでに練られ始めていた。授業中、隣となりに座る浩之がぞっと鳥とり肌はだを立て、何か悪い物でも食べたのかと本気で心配するほどに邪じや悪あくな笑えみで。




　全すべての授業を終えたその日の放課後。サラサは浩之を連れて屋上へと訪おとずれていた。

　翔子はバイトがあるので先に帰っているため、サラサとしては非常に都合が良い。一いつ緒しよに帰ろうと言う智や辰哉に少し二人だけで用があると言い、サラサは強ごう引いんに浩之と二人で残る形をとった。

　学園に残る理由をまだ聞かされていない浩之は、またサラサの適当な思いつきでも始まったのかと億おつ劫くうそうに屋上へと足を運んでいた。

　誰もいない屋上で腕うで組ぐみ、仁に王おう立ちで踏ん反り返るサラサ。それ見ながら、浩之は溜ため息いきをつきながら声をかけた。

「編入初日だからってはしゃぎ過ぎだ。まだ遊び足りないのか、お前は」

「当然……私は三百六十五日、二十四時間遊びたい人間なんだ」

「お前、人間じゃねえだろ」

「揚あげ足取りはいい……それよりも、ヒロ、事件だ。私たちの大切な友達をこの手で守らなければならない……翔子を助けるんだ」

「……西森だと？」

　翔子の名前が出た瞬しゆん間かん、浩之は表情を怒いかりモードへと切り替かえた。

　どうやらサラサの口から飛び出した『翔子』『守る』の二つのキーワードから、過去の景色を幻げん視ししたらしい。

　街中でたむろする不良すら道を空けそうなほどに不ふ機き嫌げんそうな浩之にも、サラサは微塵も動じずジト目で落ち着くように言葉を続けた。

「落ち着け、ヒロ……いくらヒロがそこで私にガンつけたところで、いったいどうなる……私のプリティチャーミングな視線と見つめ合うだけだ」

「お前、本当に自分をどこまでも持ち上げようとするよな。いや、サラサのことは今はどうでもいいんだよ……西森を助けるってどういうことだ。またあいつらが西森に絡んでんのか……っと、お前は西森の過去、まだ知らないんだよな」

「人を情弱扱あつかいするんじゃない……知ってるよ、翔子、隣のクラスの女子たちにいじめられてたところをヒロたちに助けてもらったんでしょ……？」

「本人から聞いたのか？」

「もちもち餅もちつき鏡餅……翔子は私の親友だからね」

　胸を張って言いきるサラサに、浩之は険しくなった表情を少しばかり和やわらげた。

　出会ってから一か月。最初は他人になんぞ微塵も興味がない、自分が幸せならそれでいいを地でいくような性格だった駄だ天てん使し様が、今やこうして他人のために動くことを厭いとわない。その成長ぶりに、浩之はまるで初めて我が子の立ち歩きを見届けた父親のような気持ちになっていた。

　だが、いつまでもそんな感傷に浸ひたっている場合ではない。気持ちを切り替え、浩之は真剣な表情でサラサに再び口を開いた。

「東ひがし川かわの奴がまた西森に絡んでんのか」

「東川……？　誰、それ」

「西森から話を聞いたんじゃないのか？　去年、西森をいじめてた女子グループの代表みたいな奴だよ」

「ああ、じゃあその人だ……今日、体育の授業の後にあったことなんだけどさ……」

　それからサラサは見たことを全て浩之に報告した。

　翔子の反応、彼女たちの様子から、今もなお翔子が見えないところで何か嫌がらせを受けているのではないかという推測。

　全てを聞き終えたとき、怒りで頭に血が上った浩之が屋上から出ていこうとするが、それを慌あわててサラサが引き止める。浩之の右足に文字通り、がしっと縋すがりついて。

「こら、ヒロ……そんな熱血主人公のような顔をしてどこへいこうと言うのかね……十秒間説明を待ってやる……」

「んなもん決まってるだろうが。東川の野や郎ろうを吊つるしあげてやる。あのクソ女、二度と余計なことできないようにしてやる」

「そして無理やり暗がりに連れ込んであんなことやこんなことを、ぐへへ……」

「言ってねえよ！」

「冗じよう談だんはさておき、ヒロ、頭を冷やそう……この話はあくまで私の推測で、何の証しよう拠こもないんだよ……あ、ちょっと待って。こほん、翔子の証拠がないんですよ……」

「つまんねえこと言い直すな！　けど、確かにその通りだ。前回までとは違い、裏でやってるなら俺が見た訳でもない。問い詰めたところでシラを切られたら終わりだ」

「そう。そして疑ってると警けい戒かいされたら、余計に今回の件が表に出にくくなるかもしれない……それは翔子が一人で我が慢まんしてる現状と何ら変わらないでしょ」

「くそっ」

　苛いら立だたしげに吐はき捨てる浩之。サラサの説明を受けることで、現状がどれだけ難しい状じよう況きようなのか理解してしまった。

　翔子の様子からみて、彼女が未だ何か嫌がらせをされていることは確実だろう。だが、その証拠が浩之たちには何一つとして存在しない。

　ならば翔子から無理やり聞きだせばいいのだが、そんなことをしてしまって翔子が喜ぶはずがない。何より情報源を翔子としてしまえば、犯人たちの恨うらみを更に翔子が買うことになってしまう。

　結局、この問題を解決するためには、翔子を関かん与よさせず、浩之たちが直接東川たちの犯行現場を摑つかむしかないのだが、それが非常に難しい。なにせ、翔子がどんなことをやられているのか分かっていないのだ。何をされているのかも分からず犯行を突きとめるなど空の雲を摑むような話だ。

　ゆえに、浩之の表情はますます焦あせりと苛立ちで険しくなる。大切な友人が未だ下らないことに巻き込まれている、それをなんとしても解放したい。だが、その力が自分にはない。

　己おのれの無力さに拳こぶしを握にぎりしめる浩之だが、そんな彼の感情は一いつ瞬しゆんにして霧む散さんすることとなる。

　苛立つ浩之を下から覗のぞきこむ真っ直すぐなジト目。天使の輪っかを爛らん々らんと輝かせる少女が、彼に向かってそっと言葉を紡つむぐのだ。

「ヒロ、大丈夫……そのために私がここにいるんだ」

「サラサ……？」

「完全に忘れ切っていると思うけれど、ヒロ、私は君を幸せにするためにここにいるんだ……私は『天使候補』なんだから。翔子が泣いていると、ヒロは幸せになれない──だったら、この問題を解決するのは『天使候補』の私の役目でしょ」

　浩之の目の前で白き翼つばさをゆっくりと広げ、くるっとその場で一回転するサラサに、浩之は完全に目を奪うばわれて。

　ジト目ながらも、穏おだやかに笑みを浮うかべながら、サラサは浩之に優やさしく問いかけた。

「ヒロ、君は翔子を助けたいんだよね……」

「当たり前だ。あいつは俺の……俺『たち』の大切な親友だからな」

「そう、翔子は私『たち』の大切な親友なんだ……どんな理由があっても、翔子が一人で悲しんでることなんて絶対に認められない。ヒロ、願って──私に強く、翔子を守りたいと声に出して」

「助ける……俺は、西森を──翔子を守りたい！」

　浩之の声にサラサの天使の輪が淡あわく光を放ちだす。そしてゆっくりと光は収束してゆき、サラサは満足そうに微笑ほほえんで浩之に言葉を返すのだ。

「ヒロの願い、聞き届けたよ……『天使候補』サラサ、必ずヒロの願いを叶かなえてみせるよ……私の自じ慢まんのアマツガハラ電気街製の天使道具を駆く使しして……」

「結局そこにオチつくのかよ！」

「当たり前じゃない……私はこの道具がなければ、何の役にも立たないぐーたら天人なんだ……舐なめてもらっては困る、私は独力じゃ何もできないんだ……小麦が無くてパンが焼けると思っているのか……」

「さっきの願いとか光り輝く天使の輪とかはいったい何だったんだよ!?」

「あれ、演出……人間の願いを聞き届けると、優しく光るようになってるんだよね、この輪……どう、綺き麗れいだったでしょ……？」

「本当に残念過ぎる奴やつだよお前って奴は！」

　背中に背負ったエンジェリュックを下ろし、中を漁あさるサラサに浩之は容よう赦しやなく突つっ込みを入れていくが、サラサは右から左に聞き流していた。

　やがてリュックから奇き妙みような水中ゴーグルのようなものを取り出したサラサ。いったいそれは何だと浩之に問われる前に、サラサはこの道具が何なのかを説明し始めた。

「『エエヤナイカエエヤナイカ』。この道具をつけて横の設定ボタンを押しながら誰だれかのことを考えると、その人の生活全てを映画のように眺ながめることができる。もちろん、巻き戻し早送り機能も搭とう載さいの優すぐれ物……天人界でも、ストでカーな人々に大人気のアイテム……」

「おい、それって犯罪に片足突っ込んでるアイテムじゃねえか。ただの覗きアイテムだろ」

「違ちがう……清く正しい天人が犯罪に道具を用いるはずがない……ストでカーな人たちはあれだ、愛が深すぎるだけなんだ……滅ほろびればいいのにね」

「フォローするか切り捨てるかどっちかにしろよ！」

「これを使って東山の過去の行動を巻き戻せばいつ頃ごろにどんなことをしてるのか分かるって寸法だよ……ばれないことに慣れ切った犯人は同じ場所同じ時間に同じ嫌いやがらせを重ねるもの、どこで何をしているのかを摑んだら、後日張って現場を押おさえればいい……ふふ、名探たん偵ていサラサ、ネクストヒントは煎せん餅べい」

「東川だからな。頼たのむぞ、サラサ、お前だけが頼たよりだ」

「おう、任された……」

　そう言ってサラサは水中ゴーグルもどきを顔にかけ、電源を入れて映像を観察した。

　バンド部分についているスイッチが早送り、巻き戻もどしを担当しているらしく、サラサは何度もそれらのボタンを連打している。

　その光景を浩之は見守るように視線を逸そらすことなく傍そばで眺め続けていた。そして待つこと数分、サラサが驚おどろきの声を上げた。

「ああっ……な、なんてことだ……」

「どうした、サラサ!?」

「東川の奴、着やせするタイプだ……入浴シーン見てるんだけど、想像以上に胸が大きい……羨うらやましい、妬ねたましい、地じ獄ごくに落ちるといい……尻しりも大きい、おのれ孔こう明めい……そういうのをＨＩＰのＹＯＵという……」

「お前は東川のいったい何を探さぐってるんだよ!?　いいから真ま面じ目めにやれ！」

「分かってる、ジョークだよジョーク……とりあえず昨日の夜までに変な動きはないね。となると夕方、下校の時間帯かな……」

　巻き戻しボタンを連打しながら呟つぶやくサラサ。憮ぶ然ぜんとする浩之だが、サラサがボタン連打すること数十回、ついにその手が止まることになる。

　手の動きを止め、無言のままゴーグルを眺め続けるサラサ。そして、確かく認にんを終えたらしく、ゴーグルを外してジト目を浩之に向け直した。

「謎なぞは全すべて解けた……やっぱり犯人は東川で、翔子に嫌がらせしてる」

「本当か!?　詳しよう細さいを教えてくれっ！」

「あたぼうよ……犯行現場は下げ駄た箱ばこ、犯行時間は夕方六時。やってることは下駄箱の中に何か手紙を入れてる……たぶん色々暴言が書いてあるんじゃない？　犯人は東川と取り巻き二人、今日体育の後に翔子に絡からんでた連中だね……あと、ヒロは映像を見ない方がいい。あいつら、翔子のこと好き勝手言ってて不快だ……短気なヒロだと容赦なく東川に男女平等パンチをぶっ放してしまいそうだ……」

「……男でも女でも越こえちゃいけないラインってのがあんだよ」

「ノー、暴力はノーよ、ヒロ……非暴力非服従、浮うわ気きされたからといって殴なぐってしまってはＤＶで逆提てい訴そされることだってあるんだ……男なら、ぐっと歯を食いしばって堪こらえて、最高にねちっこく陰いん湿しつな復ふく讐しゆうをしてあげようじゃないか……天使道具を駆使して現場を押さえて、記録に残し、このことをばらして欲しくなければふへへ……あんなことやこんなことを……あ痛っ」

「あいつらが西森に一いつ切さい近寄らなくなればいいんだよ！」

「うん、その通りだ……ヒロ、大事なのは怒いかりをぶつけることじゃない。翔子を助けることだ、そこは忘れちゃいけない……」

　デコピンされた額を押さえつつ、淡たん々たんと語るサラサに、浩之は彼女がわざと冗談めかして振ふる舞まうことで彼に大切なことは何かを教えてくれたことに気付いた。

　そう、あくまで一番大切なことは翔子と彼女たちとの禍か根こんを残すことなく、嫌がらせを止やめさせ、一切の接せつ触しよくを断たたせることだ。

　それを教えてくれた少女は、浩之にやんわりと微笑み、彼に一つの要求をした。

「ヒロ、手を出して……右手でいいよ」

「ん、こうか……って、お前、何してんだ！」

　浩之の手を摑み、サラサはポケットから取り出した太ペンで浩之の掌てのひらに文字を書く。

　黒の油性ペンで『火』とデカデカと書かれた手を見て、浩之はサラサのやりたいことに気付いた。浩之の予想通り、サラサもまた自分の左手に何やら文字を書いている。

　呆あきれるように息を吐く浩之に、サラサは楽しげに胸を張って、待っていたとばかりに台詞せりふを紡ぐのだ。

「ヒロ、掌を見せあおう……互たがいにどうすれば翔子を救えるかの策を見せあうんだ……」

「見せあうも何も、俺の掌の文字はお前が書いてバレバレな上に、この状況で『火』を書き合ってどうするんだ。下駄箱で赤せき壁へきするのか、燃やすのか」

「そう、ヒロの掌も『火』、私の掌も『火』。互いに小さな火であっても、私たちが力を合わせれば大きな『炎ほのお』となり、どんな困難でも打ち破れるんだ……私たちは一人じゃない、二人ならどんなことだって乗り越こえられるんだ……」

「おい、俺の気のせいじゃなければ、お前の掌には『火』じゃなくて『暴』って書いてあるんだが。『火』と『暴』ってなんだ、俺たちは力を合わせたら爆ばく発はつすんのか、どんだけお前は下駄箱で物ぶつ騒そうなことしたいんだよ、おい」

　浩之の突っ込み通り、サラサの左手には『火』ではなく『暴』と書いてあったのだが、その突っ込みをサラサは全面的にスルーする。

　孔明と周しゆう瑜ゆの真似まねができて満足したのか、サラサはすこぶる機き嫌げんよさげに浩之に早さつ速そく指示を出すのだった。

「それじゃ、今から下駄箱に張り込もうか……私の見立てでは、今日にもまた動くと読んでいる」

「やけに自信満々だな、根こん拠きよあるのか？」

「ある……今日、東川は私と翔子に気分を害されたはずだ……あの手のタイプが、その苛いら立だちを抑えられるわけがない……まして、翔子は何度も嫌がらせをされても我慢しているだろうから、相手も気が緩ゆるんで警けい戒かいなんてしていないはずだ……その慢まん心しんを搦からめ捕とってやるんだ」

「お前、そういう人の卑いやしい心の流れを読むの、本当に得意だよな……」

「褒ほめるなよう……」

「お前には今のが褒め言こと葉ばに聞こえるのかよ……」

　下らないやりとりを交かわしながら、浩之とサラサは場所を屋上から昇しよう降こう口へと移動する。

　時刻はまだ五時ということもあり、昇降口には帰宅する最中であろう帰宅部の生徒が溢あふれている。

　その光景を眺めながら、浩之はサラサに訊たずねかけた。

「今は生徒が多いから問題ないが、六時前後ともなると人っ気も少なくなるからな。隠かくれて現場を押さえるってのもなかなか難しいぞ」

「ヒロ、そこで私の出番だよ……ここで天使道具を活用せずになんとする。誰にもばれないような素す晴ばらしい盗とう撮さつ用アイテムもばっちり準備しているとも……」

「おい、今お前盗撮用アイテムってはっきり言ったぞ。いいのか、天使候補がそんな犯罪まがいの道具ばかり持ってていいのか」

「人を幸せにすることは法律よりも何よりも優先される……天使は人を幸せにしなければならない、幸せを奪うばってはならない。幸せは犯罪よりも重い、それが天使法、私がルールブックだ……」

「天使ってもしかしてただの犯罪集団なんじゃねえのか……あとお前、俺に対して天使の法律破りまくってるからな」

「ときには思い切って破ることも肝かん要よう……清せい濁だく併あわせ持ってこそ一流の天使よ……」

　リュックを漁っているサラサに呟く浩之。そんな彼の言葉を相変わらず右から左にスルーして、サラサは一つのアイテムを取り出す。

　黄緑色に染められたブレスレットを取り出し、サラサは浩之に自じ慢まん気げに語った。

「『オモイデニノコルキミダカラ』。このブレスレットをつけていれば、ある条件下において透とう明めい人間になれる……誰にも見えないし触ふれられない、もちろん会話の声だってほかの人に届かない……」

「あんまり聞きたくないが、その条件ってなんだ」

「『盗撮』を行うこと……盗撮用アイテムだから、当然の条件だよ……」

「こんなクソアイテム作ったアマツガハラの責任者問題あり過ぎだろうが！」

「だけど、その犯罪スレスレの低空飛行が今は翔子を救う鍵かぎになる。ほら、ヒロ、私と手をつないで……」

「手？　なんでだ？」

「このブレスレットは、使用者と接触している人は『盗撮』の『同志』と見み做なされて、その人も透明になれるんだ……私がエンジェフォンのカメラ機能で東川を盗撮し続けるから、浩之は私の手を握にぎってて。それで、現場を撮さつ影えいし終えたら、ブレスレットを外して追つい及きゆうしようじゃないか……」

「分かった」

　了りよう解かいし、浩之はサラサの左手を包むように握りしめる。小こ柄がらなサラサの手はややもすれば小学生並みの大きさにも感じられた。

　浩之と手を握り、サラサは天人界ご用達の天使携けい帯たいエンジェフォンを取り出し、翔子の下駄箱にカメラ機能とジト目を向けて時間が過ぎるのを待つ。

　気合いを入れたのはいいものの、現時刻はまだ五時過ぎであり、ターゲットの襲しゆう来らいするであろう六時は程ほど遠とおい。十分もすれば当然飽あきも来る。

　サラサと浩之は手をつないだまま、やがて雑談を始め時間を潰つぶし始める。そして、サラサが浩之に豆知識自じ慢まんとしてアルマジロの生態について語っていたとき、とうとう待ち人が現れた。

　廊ろう下かの向こうから雑談する声と共に現れた三人の少女たち。サラサは待っていたとばかりにエンジェフォンの録画機能を起動させて撮影を開始した。

　サラサたちは透明となっており、姿も声もあちらには届いていないのだが、それでも身を隠したくなるのは人の性さがか。

　下駄箱の陰かげに身を隠す浩之とサラサ、そんな二人へ近づいてくる東川たち。そして、彼女たちの雑談の内容がとうとう浩之たちの耳でも理解できるほどの距きよ離りとなる。

「マコ、今日もやるの？　流石さすがに二日連続は拙まずいんじゃない？」

「いいのよ。翔子のやつ、今日は生意気にも反論なんかしてきたし。翔子のくせに生意気なのよ」

「でも、もし翔子が荒波君たちにこのこと言ったりしたら……」

「根こん性じよう無しの翔子が言えるわけないわよ。それに言ったところで、私たちがやったって証しよう拠こもないもの。だいたい翔子なんて荒波君や松まつ本もと君、高城さんの周りをうろついてるただのコバンザメじゃない。見ててムカつくのよね」

「ヒロ、落ち着いてっ……憤いきどおるのは分かるから、落ち着いてっ、男女平等パンチはいかんよ、少年っ。神を、ガンジーを信じるんだ……アイラブガンジーっ」

　今にも飛び出そうとする浩之を抑おさえながら、サラサはしっかり彼女たちの会話を動画に収める。そして、東川たちが翔子の下駄箱の前へと辿たどり着き、中に手紙を入れようとする。その瞬しゆん間かんも映像に収めようとしたサラサだが、状じよう況きようが予定と少しばかり変わってしまう。

　下駄箱を開いた東川が、少し考えるような仕草を見せ、悪い笑えみに染まったのだ。そして、吐はき気を催もよおす悪意を簡単に紡つむぐのだ。

「そうだ、この上うわ履ばきを今日は隠してやろっと」

「え……そ、それは拙いよ、マコ。悪口を書いた手紙でもヤバいのに、それまですると流石に問題に……」

「そんなだから翔子に最近舐なめられるのよ。ここらで一発教えてあげないと、増長するばかりじゃない。いいのよ、どうせ誰だれにも言わないだろうから」

　そう言って、翔子の上履きを摑つかみ、外へと持っていこうとした東川たち。

　サラサは証拠となる映像はばっちり押おさえたことを確かく認にんし、浩之に頷うなずいてゴーサインを出す。もう怒りを抑えなくていいという意思表示だ。

　それを待っていたとばかりに、浩之はサラサから手を離はなし、怒りを解き放つように右手で下駄箱の側面を殴る。

　人気のない昇降口に響ひびき渡わたる激しい打音。突とつ然ぜん放たれた音に驚おどろき、慌あわてて振り返る東川たち。そして、そこにあるはずのない浩之とブレスレットを外したサラサの姿に驚きよう愕がくする。

　そんな彼女たちに、怒りを充じゆう満まんさせた浩之は重く低い声で問いかけた。

「てめえら……そいつは西森の上履きだろうが。それを持っていったい何をしようとしてやがる……？」

「あ、あ、荒波っ、君っ」

「なあ、質問に答えろや。お前たちは、俺の親友の上履きをどうするつもりなんだ……？　しっかり事情を聞いてやるから言ってみろ」

　明らかに怒りを表情に出している浩之。その姿はどこの誰がみても怒りに震ふるえる不良にしか見えないほどに。

　なぜここに浩之がいるのか。もしや先ほどの光景を見られていたのか。いや、見られていない筈はずだ。誰もいなかったはずだ。このような状況でも、なんとか誤ご魔ま化かすために言い訳をしようとした東川だが、それを制するようにサラサは不敵な笑みを浮うかべて口を開いた。

「言っておくけれど、さっきの君たちの会話と光景はばっちり録画してるからね……誤魔化そうたってそうはいかない……」

「な!?　み、見てたの!?」

「やましいことをするときには、周囲にＩＣレコーダーやカメラがないか確認するのは常識中の常識……その警戒を怠おこたるなど十五を超こえる女子とあろうものが……まあ、警戒してても今回は無理だけどね……さあ、諦あきらめるといい。絶望し、震えろ……天使を見る度たび、思い出せ……マンゲツノヨル、ツキアカリノモトデネトゲニハゲムサラサ……」

　先ほど録画した光景をそのままエンジェフォンで再生し、くけけと笑うサラサ。

　顔を真っ青にする東川たちに、浩之は無言で下げ駄た箱ばこに近づき、翔子に向けられた手紙を無理やり開けて中身を読んだ。

　そのなかに並べたてられた罵ば詈り雑言。それらを眺ながめ終え、浩之は侮ぶ蔑べつの視線を彼女たちに向けて吐き捨てるように言葉を紡いだ。

「てめえら、毎日毎日こんなことを西森に繰くり返してやがったのか……西森が黙だまってるのを良いいことに、このクソアマどもが……」

「な、何よ！　確かに私たちがやったわよ！　だけど、一方的に加害者にしないでよ！」

「んだと？」

「どうせ翔子だって、私たちの悪口を荒波君たちに言い続けてたんでしょ!?　そうよ、そうじゃなきゃ私たちが犯人かもなんて気付く訳がないじゃない！　普ふ段だんから私たちのこと散々に言って、そして今回も告げ口したから分かったんでしょ!?　何よ、やっぱり翔子だって最低……」

「てめえらと一いつ緒しよにするんじゃねえ！」

　そう言って叫さけび、浩之は下駄箱を再び強く殴なぐりつける。

　再び静せい寂じやくが支配する昇降口の中で、奥歯を強く嚙かみ締しめながら、浩之は少女たちを睨にらみつけて言葉を紡いだ。

「今回の件については西森から何一つ話を聞いてねえ。俺たちが勝手に動いたことだ。あいつはお前らにこんなふざけた真似まねをやられていることを、たったの一度も俺たちに話してねえんだよ。その理由が分かるか？」

「そ、そんなの、私たちが怖こわいから……」

「ざけんな！　西森はお前たちを怖がったわけじゃなく、心配したんだろうよ。俺たちに知られれば、お前たちを本気でぶっ潰すために動くことを西森は分かっていたからな。俺も辰哉も高城も、お前らが一年の頃ころに西森にしたこと、未いまだに許した訳じゃねえんだよ。あんな吐き気のする行こう為いを嬉き々きとしてやる連中なんざ、しっかり相応の報むくいを与あたえようってのが俺をはじめ、辰哉や高城の意見だった」

「う……」

「けど、俺たちはお前たちを追い込むことはしなかった。西森が嫌いやがったからだよ。東川たちだけが悪い訳じゃない、はっきり意見を言えなかった自分も悪い。だからこれ以上はもういいって、そうやって俺たちを止めたんだよ。だからこそ、あの一件で手打ちにして終わりにしたって言うのに……どこまで性しよう根ねが腐くさってんだ、てめえらは。西森は、過去に一度だってお前らの悪口を俺たちに言ったことなんざねえんだよ！」

「編入試験のとき、色々教師から話を聞いたりパンフレットを眺めたりしたんだけどさ……この学校って、『こういうの』に関して、本当に厳しいらしいんだよね……事情聴ちよう取しゆは免まぬかれないよね……急に三人も呼び出しとなると、当然クラスメイトは理由を知ろうとするよね。そうなると君たちの悪行は広まっちゃうわけで……さて、ごたついた後でこの学園に君たちの居場所なんてあるのかね……特に翔子の親友の智を怒おこらせるのは致ち命めい傷しようだね、智は二年の女子ネットワーク網もう羅らしてるから……悪行が公おおやけにされ、問題行動で内ない申しんはズタズタ。どうみても詰つみです、本当にありがとうございました……」

　そこにきて、少女たちは自分たちの重ねた罪の重さを知ることになる。

　ささいな嫌がらせから転がるように大きくなった罪を、誰も止めることができなかった。完全にブレーキを忘れ、調子に乗った末の結末。

　自じ業ごう自得とはいえ、サラサに突つき付けられた重い未来は少女たちが背負うには重すぎる。ようやく芽生えた遅おそ過ぎる罪への呵か責しやくに一人、また一人と泣き始めた。

　そんな少女たちに、浩之は怒いかりの矛ほこ先さきを失ってしまう。だが、サラサは容よう赦しやしない。ジト目を吊つり上げたまま、少女たちに言葉を続けた。

「泣けば済むと思っているのか……泣いたら翔子の心の傷が癒いえるとでも思っているのか……誠意とは涙なみだではなく言葉、言葉よりも行動……私たちに泣いて保身を考え、助けてと許しを乞こうより、やるべきことがあるんじゃないのかね……」

「わ、私たち……」

「これ以上言葉は要いるまい……去れ、一週間時間を与えてやる……罪を贖あがなうためには、何をすべきかは、自分の胸に問いかけたまえ……」

　サラサの突き放した言葉に、東川をはじめとした少女たちは翔子の上履きを置いて、泣きながら去って行った。

　その光景を眺める浩之。翔子の上履きを元の場所に戻もどしながら、サラサはいつものやる気のないジト目に戻って浩之を窘たしなめた。

「駄だ目めだよ、ヒロ……東川が泣いた瞬間、気を緩ゆるめたでしょ……『やり過ぎちまったかもしれない』と思ったでしょ……引いたら最後、向こうに付け込まれてたよ」

「う……」

「女にとって涙は攻せめにも守りにも使える最強の武器なんだ……自分が悪くなくても、相手の涙に罪悪感を植え付けられたら最後、いつのまにか加害者被ひ害がい者しやの立場が逆転してたってこともあるんだ……泣かれても毅き然ぜんとした態度をとること、そこをしっかり覚えておくといい」

「悪かったよ……けど、これで西森への舐めた行動は収まるかね」

「多分ね……接した感じ、翔子への嫌がらせを保身より優先するほど覚かく悟ご決めてやってたようにも思えないし……私たちの正義の行動で目が覚めて、きっと翔子に謝罪にいくよ……性善説を信じるんだ、ヒロ……人間はかくも美しい」

「いじめの現場見た後で人間賛歌されてもな……」

「駄目なら責任をしっかり取って貰もらうだけだし……」

「だな……しかし、すまなかった。そもそも今回の件は一番身近にいた俺たちがお前より先に気付かなきゃいけないっていうのに……情けねえな」

「それは違ちがう……翔子はヒロたちにだけは絶対ばれたくなかったから隠かくし通せたんだ。そして、出会って間もない私だからこそ違い和わ感かんに気付けた、ただそれだけのことだよ……翔子と東川たちの会話現場も偶ぐう然ぜん見られたのも運が良かっただけだし」

「そうか……そう言って貰えると助かる。本当にごめんな、サラサ。編入初日から嫌な目にあわせちまった」

　浩之の言葉に、サラサは一いつ瞬しゆんきょとんとして首を傾かたむけた。

　そして、やっと言葉が飲み込めたのか、軽く笑みを零こぼしてサラサは無い胸を張って浩之に語るのだ。

「何を言うんだヒロ……編入初日から、大切な親友のために頑がん張ばることができたんだ。これほど嬉うれしく誇ほこらしいことなんてほかにないよ……」

「……サラサ」

「さ、夕食に遅おくれないように帰ろうじゃないか……録画したアニメも見なきゃいけないしね……ヒロは私の宿題を全部頼たのんだ……」

「最後の最後にお前ってやつは……でも、ありがとな」

　呆あきれながら、浩之は笑ってサラサと並んで歩きだす。そっとサラサがさし出した左手を右手で摑んで。

　彼らの掌てのひらの中では、夕焼けに包まれながら『火』と『暴』が優やさしく重なり合い続けていた。家に辿たどり着くまでの間、ずっと。




　翌日の昼休み。昼食を教室で取ろうとしていた翔子のもとに来客が訪おとずれた。隣となりのクラスの東川たちだ。

　少しだけ時間をもらえないかと翔子にお願いし、困こん惑わくしつつも了りよう承しようし、東川と一緒に教室を離れる翔子。昨日の一件を知らない智や辰哉が険しい表情を浮かべる中、浩之は大だい丈じよう夫ぶだろうと二人を抑おさえる。一いつ瞬しゆん浩之やサラサと目が合ったとき、東川が申し訳なさげに頭を深く下げたのを見たからだ。

　何かあったら動いて制裁すればいい、浩之のその言葉に了承した二人だが、やがて戻ってきた翔子の表情に驚おどろくばかりだ。

　何か良いことでもあったのか、とても嬉しそうな表情を浮かべて笑えみを零す翔子。そんな彼女に智が首を傾かしげながら訊たずねかける。

「翔子、翔子、どうしたの？　東川さんたちに呼ばれてたみたいだけど、そんな嬉しそうな顔して……何かあったの？」

「うん、うん。とても、とてもいいことがあったんだ。本当に……嬉しいことがあったんだ」

「えー、何があったのか教えてよお」

「それは、その……内ない緒しよ」

　翔子の様子から、浩之は東川が翔子に正式に謝罪をしたのだと悟さとった。

　内緒にしているのは、そのことを話すと東川たちがこれまで翔子にしていたいじめをみんなに語らなければならないからだろう。

　とにかく、これで二度と翔子が嫌な思いをすることはない。そのことに安あん堵どしつつ、今回の立役者であるサラサに浩之は感謝するのだった。

　浩之の隣で弁当箱を嬉々として開けながら、卵焼きを頰ほお張ばるジト目の少女。彼女が頑張ってくれたから、親友は心から笑うことができた。

　そのお礼を改めて告げようとした浩之だったが、サラサが翔子に対して口を開いたことでその想おもいが全すべてご破算となってしまう。

「ねえ、翔子……そんな君にもっともっと嬉しいことを与えたいと私は思う。ご褒ほう美びのスイーツみたいなものだ、是ぜ非ひ受け取ってほしい……」

「ご褒美？」

　首を傾げる翔子に、サラサはくふふと何か企たくらんでいる笑みを浮うかべてポケットからエンジェフォンを取り出す。

　そして片手でエンジェフォンを操作し、何かの動画を選せん択たくする。その動画の再生ボタンを押して、翔子たちの前に突き出した。

　そのエンジェフォンの中には、浩之が真しん剣けんな表情をしている姿が映っており、何の映像だと浩之が突っ込むよりも早く、映像から絶ぜつ叫きようが木霊こだました。

『俺は、西森を──翔子を守りたい！』

　エンジェフォンの中の浩之が大声でそう叫んだ瞬しゆん間かん、浩之は食べかけの弁当を喉のどに詰まらせそうになってしまった。

　映像の中でひたすらリピート再生で翔子を守ると叫さけぶ浩之の姿。そんなものを見せられて驚かないわけがないのだから。

　対してほかの面々も浩之の反応を見る余よ裕ゆうなどない。智と辰哉は大笑いし、翔子はあわあわと顔を真っ赤に染め上げて。してやったりと笑うサラサに、浩之は目を吊り上げて問い詰めた。

「サラサ！　お前、いつの間にこんなムービー撮とってやがった!?」

「いつって、ヒロがこう叫んでいたときに決まってるじゃないか……こう、演出で気を逸そらしているうちに、ぽちっと」

　サラサの言葉に思い出される前日のこと。屋上で、サラサに対して翔子を守りたいと叫んでいたとき、サラサの光の輪が光り輝かがやいていた。

　あのとき、サラサはただの演出だと言っていたが、あれはあくまで浩之の気を逸らしてこの映像を確保するためのものだったのだ。

　ワナワナと震ふるえる浩之だが、悪戯いたずら好きの駄天使は楽しげに微笑ほほえんで胸を張って告げた。

「ヒロの格好良い姿を一生の記念に残したいという私の想いが伝わってくれたら嬉しい……」

「消せ！　その映像を今すぐ携けい帯たいから消しやがれ！」

「消してもいいけど……もう翔子と智と辰哉の携帯に映像データ送っちゃったよ……これはあくまで翔子へのご褒美だからさ」

「てんめえええええっ！　お前って奴やつは、お前って奴は、本当にお前って奴は！」

「あはははっ！　荒波君、最高だよこれっ！　うん、しばらくこの映像の静止画像を私の待ち受けにしよっと！」

「お、それいいね。俺もそうしようかな」

「お前らも映像で遊んでんじゃねえっ！　消せ！　今すぐ消せえ！」

「人の過去は簡単に消せないんだね……ヒロ、未来志向でいこう、過去に囚とらわれるよりも未来に向かって歩き出したほうが建設的じゃないか……」

「誰だれのせいだと思ってんだお前はああああ！」

「強しいて言うなら、時代のせいかな……」

　憤ふん慨がいして削さく除じよを求める浩之だが、どうやら彼の願いは届きそうもないらしい。

　ただ、一つだけ付け加えるなら、サラサの意図する狙ねらいはきっちり叶かなったということだろうか。その日、西森翔子という少女の宝物が一つ増えたことは間ま違ちがいないのだから。顔を真っ赤にしながらも、翔子はサラサに送ってもらった映像に映る少年の姿を見て、全てを理解した。そして心の中で恋こいする少年と大切な親友にそっと告げるのだ──本当に、ありがとう、と。
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　サラサが浩ひろ之ゆきと奇天烈きてれつな出会いをはたしてから二か月が過ぎ、今日もサラサは浩之といつもどおり過ぎる日常を過ごしていた。

　休日の朝、浩之とリビングのソファーに並んで画面に食い入るように見入るサラサ。昨日借りてきたアニメに完全に夢中になっているようだが、浩之は正直微み塵じんも興味が無い。

　目覚めたばかりで大おお欠伸あくびをする浩之に、サラサは画面を指差して熱を込めて語り始めた。

「ここからだよ、ヒロ……ヒグマロボが全ての人類の業ごうを背負い、地球に襲おそい来るコンバインを単身で止めようとするシーン……熱過ぎる、クライマックスはやはりこうでなくてはならない……王道を超こえるのは王道、製作者は分かっている……」

「俺にとっちゃヒグマとコンバインとロボットモノを結びつける製作者の意図が微塵も分かんねえよ。コーヒー淹いれるけど、要いるか？」

「一番美味おいしいのを頼たのむ……砂糖とミルクを忘れてはならない、半々がいい……私は常に自分を甘やかしてあげたい人間なんだ……」

「だからお前は人間じゃねえだろ。しかもそれってただのコーヒー牛乳じゃねえか。まあいいけど。ちょっと待ってろ」

　サラサに突つっ込みを入れることを忘れず、浩之は言われるままにサラサの望む分量でコーヒーを作った。

　最近はサラサの好みどおりのものを作るのも慣れたもので、味見することなく浩之は一発でサラサの求めるであろうコーヒーの味を生みだした。

　サラサの分と自身の無糖を用意し、テーブルへと運ぶ。サラサはそれを受け取り、そっと口に運び喉をごくりと鳴らして一息。

　満足そうに表情を和やわらげながら、サラサはしみじみと言葉を紡つむぐ。

「最高の味だ……ヒロ、君はもう私のために一生コーヒーを淹れ続けるべきだよ……私はずっとヒロが死ぬまで傍そばを離はなれない……」

「一年の約束はどこにいった？」

「一年経たったら契けい約やく更こう改かいするだけだよ……私のこれまでの働きぶりは永久契約にしてもいいくらいだと思う……ヒロ、私を捨てないで」

「俺が捨てる云うん々ぬん言ったところでお前、絶対出ていかないだろ」

「ばれた……？　ヒロのような学生が私を捨てる捨てないの判断をしようなど、おこがましいと思わんかね……」

「心配しなくても、もう俺からどうこう言うことはねえよ。父さんも母さんもお前のこと喜んでるしな。いい加減自分の部屋を作ってそっちに移動しろという気持ちはあるが」

「ええ……やだよ、寂さみしいじゃん。私はずっとヒロの部屋にいるよ」

「最近、お前の私物が増え過ぎて俺の部屋じゃなくなってきてるよな。人形だの漫まん画がだの少しは整理しろよ」

「私は自分の彼氏の部屋は自分色に染め上げたい主義なんだ……それに私ほど理解のある同居人はほかにいないと思う」

「ほーお、例えばどんなところに理解を示してるんだ？」

「夜の八時から十時の間は絶対にリビングにいるじゃない……私だって鬼おにじゃない、ヒロが思春期の男の子だって理解してるゆえの配はい慮りよだ……やれ、私に構うな、存分にいたすといい……」

「お前本当に色々と最低な！」

　下らない雑談に興じながら、気付けばサラサの借りてきていたアニメは終わりを迎むかえていた。ディスクを取り出しケースにおさめるサラサに、浩之はその姿を眺ながめながら訊たずねかける。

「それ確かレンタル期間が一いつ泊ぱく二日だったろ？　今から俺が返してきてもいいぞ？」

「ヒロ、外に行くの？」

「ああ、ついでに色々ぶらぶらしてみようかと……な、なんだ、なぜ俺を睨にらむ」

　どうやら浩之の回答がすこぶる不満だったらしい。サラサはいつもより厳しめのジト目を向けながら、浩之を見つめた。

　困こん惑わくする浩之に、サラサは大きく、そしてわざとらしく溜ため息いきをつき、浩之に語った。

「普ふ通つう、そういうときって『一いつ緒しよに行こう』って外に誘さそうもんじゃないの……？　本当に女心の分からない小こ童わつぱめ……机の下のいかがわしい本捨てるぞ」

「んなもん最初からねえよ！　なんだよ、外に行きたかったのか。それじゃ一緒に遊びに行くか？」

「もち……準備するから待ってて」

「別に慌あわてねえからゆっくり準備してこいよ」

「……ヒロの部屋で着き替がえするけど、私は常々思っている。同居人のラッキースケベは避さけては通れない儀ぎ式しきなのだと。さあ、いつでも部屋の扉とびらを……」

「さっさと着替えてこいっ！」

「ゆっくりしろだのさっさとしろだの、宮みや沢ざわ賢けん治じもびっくりな注文の多さだ……着替えてくるね」

　浩之から逃にげるようにパタパタと二階にあがるサラサ。

　そんないつもの調子の彼女に肩かたを竦すくめつつ、浩之も外出の準備をする。と言っても、既すでに着替え終えている浩之に特段すべき準備などないのだが。

　財さい布ふと携けい帯たいを確かく認にんし、適当にテレビのチャンネルを切り替かえていると、準備を終えたサラサが下りてきた。

　以前、浩之と遊びに行ったときに着ていた、彼の母親がサラサの為ために用意した服。それらに身を包んだサラサが浩之に敬礼をして告げた。

「準備オーケー、いつでも出られるであります……」

「おし、んじゃ行くか。先に言っとくけど、俺今月そんなに余よ裕ゆうねえからな」

「……お金がないことを堂々と宣言する男ってどうかと思う。ちょー格好悪いんですけど……」

「誰のせいで金が無くなってると思ってるんだ？　いつもいつも学校の帰りに人の金で買い食いしやがって、おお？」

「うう、割れる、頭が割れる……待て、少年、話し合おうじゃないか……私はいつでも対話の扉を開いている、ボールはそちらに……」

　両拳こぶしをこめかみに押し付けられ呻うめくサラサだが、結局すぐに浩之から解放された。

　お仕置きを終え、二人は並んで家の外に出て繁はん華か街がいへと向かう。外は梅雨つゆ時ということもあり、ねっとりとした暑さが既に夏の訪おとずれを予感させた。

「最近暑いよね……私は日光も嫌きらいだけど、暑いのも嫌いやなんだ……夏なんか嫌いだ、消えてしまえ」

「夏が駄だ目めなのか。冬は強いのか？」

「寒いのも嫌だ……暑過ぎるのも寒過ぎるのも私のやる気をガンガン削そいでくるからね、天敵だよ……毎日涼すずしければいいのに……」

「その願いほどこの地球上で幾いく度どと望まれ叶かなわなかった願いもないよな。まあ諦あきらめろ。すぐに夏本番だ」

「ヒロ、ヒロ、夏になったらプール行こう……プールで私のダイナマイトな体をひけらかして愉ゆ悦えつに浸ひたるんだ……」

「叶わぬ幻げん想そうを抱いだくのは止めとけ。プールに行くのはいいが、海はいいのか？　海も近いしすぐに行けるぞ？」

「海は駄目だ……海は気持ち悪いヌメヌメした生き物がうじゃうじゃい過ぎて生理的に駄目だ……水族館もいいね、ペンギン見ようペンギン」

「あーもう、色々行きたいのは分かったから、夏休み前にしっかり計画立てとけ。ちゃんと俺の懐ふところ具ぐ合あいも考こう慮りよに入れろよ。内容次し第だいじゃ臨時バイト確定じゃねえか」

「働くヒロの横顔が大好き……私のために沢たく山さんお金を稼かせいできてね」

「お前も少しはバイトしてみようとか殊しゆ勝しようなことを思ったりしないのか」

「嫌だ……断固として働きたくない、私は何があろうとも、絶対に労働に身を置くことを拒きよ否ひする……」

「どれだけ前向きになっても根っこの部分は完かん璧ぺきなニート体質だよな、お前って……」

「やだ、照れる……この胸のときめきはなんだろう……」

「褒ほめてねえぞ、この堕天使候補」

　お互たがい慣れた軽口をたたき合いながら、繁華街の歩道を歩いていく。

　真っ先にレンタルしていたアニメを返へん却きやくし、荷物を空にしたところで二人の遊びの時間は始まった。

　季節の変わり目ということもあり、夏物の服を見に行くかと浩之が誘えば、サラサはノーをつきつける。理由を問えば、浩之の母が買ってくるもの着てればいいし服選ぶの面めん倒どうだしなどという典型的駄目思考をいかんなく発揮。

　結局サラサが最初に行きたいといったのは本屋だった。本屋、ゲーム屋、玩具おもちや屋、ゲームセンター。このサラサの外出黄金サイクルを壊こわすつもりはないらしい。

　別段、浩之もサラサの趣しゆ味みにケチをつけるつもりはない。あの昼夜反転生活引きこもり道を突き進んでいたサラサが自分からこうして外出したいというようになったのだ、これでも大進歩なのだから。

　サラサに連れ回されるままに浩之は休日のショッピングへと回る。本屋で三回、ゲーム屋で二回、玩具屋で四回サラサのジト目おねだり攻こう撃げきにあったが、その全すべてをことごとく封ふう殺さつした。その代わりではないが、ゲームセンターで遊んだ後の昼食代はしっかり浩之が持っていたりする。厳しいようにみえて、やはりサラサには甘い男であった。

　昼食のために訪れた場所は、いつもと同じ翔しよう子こがバイトしてる喫きつ茶さ店てん『パピー』だ。

　浩之とサラサが店の扉を開くと、パタパタと駆かけてくるのは店の制服に身を包んだ翔子。『いらっしゃい』と嬉うれしそうな顔をする翔子に、浩之は軽く手をあげて応こたえ、サラサも笑えみを零こぼして余計な一言を一発。

「相変わらずエッチなようでエッチじゃない絶ぜつ妙みような制服だ……実に制服のなんたるかを分かっている、店長を呼べ……」

「店長なら今日は家族サービスで遊園地に行ってるけど」

「西にし森もり、こいつの冗じよう談だんをいちいちまともに相手しなくていいからな。調子に乗るだけだ」

「ヒロが冷たい……翔子、慰なぐさめて……今日もヒロは私に三十二分の一スケールヒグマロボを買ってくれなかったんだ……」

「何で二万も出してプラモデルを買わにゃならんのだ……」

「あ、あはは。え、ええと、昼ご飯を食べに来てくれたってことでいいんだよな？　とりあえず席に案内するから」

　翔子に案内され、二人席に座る浩之とサラサ。翔子に渡わたされたメニューを受け取って目を輝かがやかせてどれにするか迷うサラサに、翔子は思わず微笑ほほえんでしまう。

　そんなサラサをからかうように、浩之は茶々を入れた。

「メニュー見てこんなに喜ぶ奴やつほかにいねえよ。小学生みたいだろ」

「うん、でもサラサらしくていいと思う。私、そういう常に全力なサラサが好きだ」

「全力……？　むしろ常にやる気ゼロで力をセーブしてる気がしないでもないが……」

「これだから見る目の無い男は……翔子の言うとおり、私はいつだって全力で今を楽しんでいるのだ……前にいた場所じゃ、こんな風に毎日が楽しいと思ったことなんてなかったから」

　そう言って笑うサラサに、浩之は軽く息をつく。サラサの放った言葉、それは何一つ偽いつわりの無い真実なのだろう。

　天人界にいた頃ころの彼女の世界は常に閉じられていて、たった一人の隔かく離りされた世界。誰だれにも触ふれられず、自分から触れることも諦めて。

　だからこそ、翔子の言うとおり、サラサは常に全力で今を駆け抜ぬけている。彼女なりに心からこの世界の全てを楽しんでいるのだろう。

　そんなサラサの心の内を感じ取った浩之は、優やさしく確認するように問いかけた。

「サラサ、毎日が楽しいか？」

「さっき言ったばかりじゃない……最高に楽しいよ。こんな毎日がいつまでも続けばいいって常に思ってるくらい」

「そうか。まあ、心配しなくても嫌でも続くさ。お前は完全にウチの自じ縛ばく霊れいみたいになってるからな、追い出そうとしても無む駄だってもんだ」

「相変わらず一言多いよね、ヒロは……まあ私は出ていかないけど。翔子、もしヒロと結けつ婚こんすることになっても私は居座るから……義ぎ妹まいとして末永く可愛かわいがってくれるといい……翔子相手なら嫁よめいびりなんて絶対にしないから安心するといい……」

「け、けっこっ!?」

「お、にわとりか……？」

「あんま適当なこと言って西森を困らせんな。ほら、どうせ特盛メロンソーダとハンバーグだろ、早く頼たのめって」

「まるで私がバリエーションのない女のように……翔子、特盛メロンソーダとハンバーグ定食お願い……ペッパー多めで」

「俺はカルボナーラと食後にコーヒー……お前、大だい丈じよう夫ぶか？　顔すげえ真っ赤になってるけど」

「あ、ああ、わか、分かった。だ、だいじょぶだ、うん」

　顔を真っ赤にしてフラフラと去っていく翔子。その姿を眉まゆを顰ひそめて不思議そうに見届ける浩之とニヤニヤ笑うサラサ。

　結局、そこから昼食をとりながら、休きゆう憩けい時間に入った翔子も交えて夏の計画の話し合いに興じる。サラサとしてはプールと水族館は外せないらしく、可愛い物好きな翔子も水族館に賛同していたりした。

　また、プールに行くために新しい水着が必要ということもあり、今度サラサと翔子と智ともで買い物に行くことも決定した。浩之も一緒に行こうと誘うサラサだが、それを顔を真っ赤にして翔子が断固反対する。水着を試着したりするところを浩之に見られるのだけは勘かん弁べんしてほしいと涙なみだ目めで力説していた。好きな人に水着姿を見て欲しい気持ちもあるが、最初に見せるのは最高に似合っている水着でいたい。恋こいする乙女おとめは複雑である。

　浩之が最初から行くつもりが無く断ったのでこの話は終わることになる。また別の休日に遊ぶ約束をとりつけ、浩之とサラサは喫茶店を後にした。

　午後からの二人の行動は午前中とあまり変わりない。サラサが興味を示したところへ右に左に浩之がついていく。

　百円均一ショップでパーティーグッズで着き飾かざってはしゃぐサラサをデコピンしたり、ペットショップで『この猫ねこは私の生き別れの妹なんだ。だから連れて帰ろう』などと訴うつたえるサラサの頭にチョップを入れたり、楽器屋で不快にもほどがある不協和音を奏かなでるサラサの首根っこを摑つかんで店から出たり。

　結局、サラサに振ふり回されに振り回され、気付けば太陽が夕色に染まる時刻となってしまっていた。

　夕焼けに染まる空の下、浩之とサラサは朝に出発したときのように、二人並んで家へ向かって歩く。サラサの手には先ほど浩之にねだりにねだって買ってもらったクレープがある。

　それを美味おいしそうにはむはむと食べるサラサに、浩之は呆あきれながら突つっ込みを入れた。

「晩飯が食えなくなっても俺は知らねーからな」

「大丈夫、甘い物は別腹なんだ……男と女では胃い袋ぶくろの作りが違ちがうからね、甘味用の胃袋が内蔵されているんだよ……」

「またそんな適当な噓うそを。甘い物は別腹って普ふ通つう先にほかのもの食った後に言わねえか？」

「私は常識にとらわれないのだ……ああ、おいひい」

「ハムスターかお前は」

　頰ほおいっぱいにクレープを詰つめるサラサにやれやれと苦く笑しようしながら、浩之は穏おだやかな時間の流れを感じて歩き続けた。

　今日のようにサラサの自由気ままな行動に振り回され、一日が終わる。学園でも、家でも、休日でもそれは変わることはない。

　けれど、そんな日常を浩之は決して自分が嫌っていないことを理解していた。サラサと過ごす日常を悪くないと、彼女に振り回される今を好ましく思っている。

　だからこそ、呆れながらも笑って彼女と並び歩く。こんな日が明日あしたも明後日あさつても、終わりなく続いていくと──この世の中に終わりのないことなど決してないことに、気付かぬふりをして。




　家に無事辿たどり着き、玄げん関かんの扉とびらを開ける浩之とサラサだが、いつもの玄関とは異なる状態であることに気付いた。

　そこには家族の靴くつのほかに、一組だけ異質な靴が存在していた。黒いヒールという、家の者が用いていない明らかに客人の靴だ。

　誰か来ているなら、サラサと共に挨あい拶さつをしなければならないかと考え、浩之はサラサに声をかけた。

「サラサ、多分母さんの客が来てるみたいだから、一応顔出して挨拶だけしとくぞ」

「うい、ちょっと待って、クレープ全部食べ終えるから……」

　最後の一欠片かけらとなっていたクレープを口の中に押し込み、ゆっくりと咀そ嚼しやくしてこくんと一飲み。

　準備オーケーとジト目で合図を送るサラサ。アイコンタクトだけで言いたいことが通じるようになっているあたり、二人がどれだけ一いつ緒しよに濃のう密みつ過ぎる時間を過ごしてきたかが伝わるだろう。

　サラサを連れて、浩之はリビングへ足を踏ふみ入れた。そして、テーブルを挟はさみあって彼の母親と向きあい談笑する女性に目を奪うばわれた。

　そこにはまさしく絶世の美女と評するに相応ふさわしい女性が柔やわらかに微笑んでいた。金の髪かみを背まで伸のばし、整ったスーツに身を包んだ美しい異国の女性。浩之とサラサの存在に気付いた女性は、二人に親しみを込めて小さく会え釈しやくする。当然、彼女とは全く面識もない浩之だが、隣となりのサラサの反応に意識を奪われる。まるで猫が激しい物音に驚おどろいたように、ジト目を丸々とさせて驚きの声を紡つむぐのだ。

「なぜ奴がここにいる……」

「おい、サラサ、あの人は知り合いなのか？」

「ヒロ、気を緩ゆるめるな……やつは、敵だ。天人界で無法の限りを尽つくし、暴れ回り無む辜この民たみを虐しいたげ回った悪あつ鬼き羅ら刹せつ──人呼んで神殺しの堕だ天てん使しレミリーサだ……どうやら私たちの物語はバトル物へと転てん換かんするようだ……ヒロ、中世風の異世界へ呼び出される準備はできているか……」

「最近お前の馬ば鹿か発言を聞いても『ふーん』と流せるようになってきた自分がいるんだよな。お前の声、聞こえてたんじゃないか？　あの人、めっちゃお前のこと睨にらんでるぞ。笑ってるはずなのに目が全然笑ってねえよ」

　浩之の指し摘てき通り、レミリーサは笑顔を必死に保っているものの、頭には今にも怒いかりマークが吹ふき出そうな気配である。

　そして、少し遅おくれて浩之の母、己み佐さ緒おが浩之たちの帰宅に気付き、楽しそうに笑いながら美女を紹しよう介かいした。

「帰ってきてたのね。おかえり、二人とも。ほら、レミリーサちゃんが遊びに来てるわよ。サラサちゃんもそうだったけど、レミリーサちゃんを見てびっくりしちゃった。こんなに大きく美人さんになっちゃって」

「母さん、その人知り合いか？」

「何言ってるのよ。サラサちゃんのお姉さんでしょ。今、都心の大学に通ってるんだっけ」

「ええ、そうです。久しぶりですね、浩之さん、サラサ」

　透すき通るような礼れい儀ぎ正しい声で挨拶をするレミリーサ。浩之は一礼しつつ小声でサラサに確認を取った。

「お前、姉なんていたのかよ。全然聞いてねえぞ」

「そんなもんいるわけない……私は純じゆん粋すい培ばい養ようの一人っ子だ。ヒロ、騙だまされるな、あれは詐さ欺ぎ師しだ……ヒロのお母さんはオレオレ詐欺にひっかかってしまっているんだ。あの女は……天使だ」

「天使……？　ああ、そういうことか」

　サラサの説明に浩之は全すべてを理解する。彼女が天使というだけで、この現状の全てに納なつ得とくがいく。

　存在もしないサラサの姉を名乗り、それを己佐緒が当然のように受け入れている。この状じよう況きようを浩之はサラサと出会ったときに経験していた。

　天使は他者から己おのれの存在の違い和わ感かんを消し去ることができる。もし、浩之がサラサと一緒じゃなかったら、美女の言う言葉を何一つ疑わず己佐緒と同様の反応をとっていただろう。

　恐おそらく、金の髪で天使の羽がない姿も偽いつわりの姿。浩之たち人間には見えないようにしているだけで、サラサと同じように本当の姿があるはずだ。

　しかし、問題はそこではない。その天使がいったい何の用で我が家を訪おとずれているのか。十中八九隣でぶつくさ文句を言っているジト目の駄天使候補絡がらみのことなのだろうが。そんなことを考えている浩之に、己佐緒は浩之たちに突とつ然ぜん出かけることを告げた。

「それじゃ、母さん今から出かけなきゃいけないから、レミリーサちゃんのことお願いね」

「え、あ、ああ……」

　あまりに突然の外出宣言に、浩之は違和感を覚える。彼の母親は客人が来ているというのに、それを放ほうり出すような人間ではない。

　母親が外に出ていったのを見届けた後、浩之は少しばかり険しい目を美女──レミリーサに向けて訊たずねかける。それは一種のかまかけのようなもの。

「レミリーサさんだったか。あんた、母さんに何かしたな？」

「よく気付きましたね。サラサは良き人をパートナーに選んだようです。特に害のあるようなことはしていませんよ。あなたたちと会話をするために少しだけ席を外してもらっただけですから」

「ヒロ、伝わるだろう……？　この女から漂ただよう気配、まさしくそれはラスボスのそれだ……そんな風に笑え顔がおで威い圧あつするから、見合いの席で何度も失敗する事になる……失敗から学ばない女め……」

「それは関係ないでしょう！　っ、こほん、失礼しました。とりあえず、座りませんか？」

　レミリーサに促うながされ、浩之は少しばかり考えたものの、断る理由はないと彼女に向きあうように座る。サラサもまた嫌いや々いやそうながら浩之の隣にちょこんと座った。

　二人が席についたことで、レミリーサは軽く瞳ひとみを閉じる。そして、体を光に包ませ、そこから現れる本当の姿に浩之は驚く。

　アメジストのような薄うす紫むらさきの髪と瞳、そして背中にはサラサのミニチュアな羽とは違う、大きく美しい純白の翼つばさ。頭の上にはサラサと同じ光の輪が輝かがやいている。サラサの言う通り、まさしく彼女は天使。それもサラサのような候補ではなく、第一線で働く正しよう真しん正しよう銘めいの天使なのだ。

「あらためて自己紹介を。私はレミリーサ。天人界の天使学院という場所で教師を務めています。その娘こ、サラサの担当教師でもあります」
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「天使学院……ああ、そういえば最初の頃ころにそんなことサラサが言ってたな。随ずい分ぶん昔のことでうろ覚えだけど」

「私が天使学院劣れつ等とう生筆頭、サラサである……ふふ、私の姉で大学生設定など、レミリーサの若作り設定はいつみても見事じゃのう……」

「て、天使や天使学院のことはサラサから聞いていますね？」

「おおよそな。人を幸せにするのが天使って仕事で、その人材を育成するのが天使学院なんだよな？　んで、サラサはそこで見事に成績不良で卒業できずに追試を受ける羽目になった、と」

「その通りです。長い歴史を誇ほこる天使学院のなかで卒業不可なんて前代未み聞もん、何としてもサラサには卒業して立派な天使になってもらいたい、ゆえに学長をはじめとした方々の決定によって、この娘は人間界にて追試を行っているというわけです」

「まだ私が立派な天使になるなんて夢見ているのか……もう諦あきらめなよ、この子はやればできる子なんです、なんて言われ続けた子どもの末路ほど直視しにくいものはないでしょ……やる気のない顔してるだろ、追試受ける気ゼロなんだぜ……」

「お前、自分のことなのに本気で容よう赦しやねえな。清すが々すがしいほど駄だ目めっぷり見せつけてるぞ」

「だって本当のことだし……追試の条件は私がヒロを幸せに導くことだけど、そんなことできる訳がないじゃないか……むしろヒロが頑がん張ばって私を幸せにしてくれないと困る」

「本当に清々しいくらい駄天使だよな、お前」

　サラサの淡たん々たんと告げる本音に呆あきれ果てる浩之。レミリーサに至っては頭を抱かかえてしまっている。軽く息をつき、レミリーサはサラサを見つめてゆっくりと口を開いた。

「あなたのこれまでの人間界での行動は全て観察していました。もう言葉もありません。むやみに使ってはいけない天使道具を自分の欲よく望ぼうのために惜おしみなく使う、この家に居座るために離はなれ離れになったら命が危ないなどと契けい約やく者に噓をつく、自じ堕だ落らくな生活を送り続けて契約者に迷めい惑わくをかける……あなたに代わって浩之さんに私が土下座したいくらいです」

「いいよ、好きなだけしていいんだよ……遠えん慮りよするなよ、こいつぅ。ヒロ、美人の天使に土下座される貴重な体験ができるよ……」

「お前、本当に最低だよな……というか、やっぱり離れ離れになったら俺の命が危ないってハッタリだったんじゃねーか！」

「当たり前じゃないか……痛めつけて要求を吞のませるのは三流、ナイフを突つき付けて脅おどすのは二流、カードをもたずに相手を脅すことができて初めて一流なんだ……手札がなければ生み出すだけのこと、それがサラサ流……」

「すみませんすみません、この娘がこんな風で本当にすみません」

　頭を下げ続けるレミリーサと何故なぜかすこぶる満足そうなサラサ。そんな少女に呆れてデコピンを入れながらも、一応のフォローとばかりに浩之は言葉を挟んだ。

「確かに最初はそんな感じでどうしようもない奴やつだったけどさ、最近はそうでもねえぞ。昼夜逆転生活は治ったし、外にも自分から出るようにもなったし。その……なんだ、俺の親友も助けてくれたしな。確かに問題ばかり起こす奴だけど、俺は悪くねえと思うぞ」

「素す直なおに好きだって言えばいいじゃない……ひねくれものめ」

「確かにあなたのいうとおり、最近のサラサの様子には驚かされてばかりです。私はこの娘の担任になって一年ほど経たつのですが、この娘があんなにも自分から動き、ほかに触ふれようとするのを見たことがありませんでしたから。ご友人の西森さんに関して動いたことには特に驚かされました。天使道具を使って証しよう拠こを集め、それをもとに脅きよう迫はくという確かに担任としてはあまり褒ほめられた手ではありませんが……私個人としては、サラサを心からよく頑張ったと褒めてあげたいです」

「レミリーサが私を褒めてる……てっきり説教が三時間くらい続くかと思ってたのに」

「頑張って褒めようとしてるのに、この娘はもうっ！」

　憤ふん慨がいするレミリーサから隠かくれるようにサラサは浩之の背に隠れてべーと舌を出す。

　そんな二人のやりとりを姉妹みたいなもんじゃないかと眺ながめながら、浩之は問いかけた。いつまで経っても見えない本題を切り出させるために。

「それで、レミリーサさんはサラサのこれまでの生活の感想を述べるためだけにウチに来たのか？　ほかに何か用があるからウチに来たんじゃないのか？」

「え、そうなの……？　てっきり私の生活態度に文句を言うためだけに来たのかと思ってた……」

「サラサ、あなたは私がそんな暇ひま人に見えているのですか……わざわざあなたのもとに訪れたのは、用があるからです。とても大事な用が」

「面めん倒どう事は勘かん弁べんしてよ……私は追試に必死で忙いそがしいんだから」

「追試に必死ってお前、微み塵じんも俺のこと幸せにしようなんて思ってねえだろ。レミリーサさん、俺は一いつ緒しよにいていいのか？　何なら席を外すが」

「いえ、浩之さんも一緒に聞いて下さい。この娘の契約者であるあなたにも関係する大切な件ですから」

「……分かった」

　真しん剣けんなレミリーサの表情に、浩之は頷うなずいて彼女の説明を待つ。

　ただ、サラサだけはレミリーサの空気の変化を感じていないらしく、やる気のないジト目のまま億おつ劫くうそうにしている。

　しんと静まり返るリビングの中で、レミリーサが無感情に放った言葉──それが全ての終わりの始まりだった。

「サラサ、あなたには天人界へ戻もどってもらうことになりました」

「……え」

　レミリーサから告げられた一言をサラサは即そく座ざに理解できなかった。

　それも当然のこと、隣となりに並んで座り話を聞いていた浩之ですら理解するのに少し時間がかかったのだから。

　サラサが天人界へ帰ること、それはつまり、人間界、浩之たちに別れを告げるということだ。

　ようやくレミリーサの言葉の意味が飲み込め始めたのか、サラサは彼女にしては珍めずらしく動どう揺ようしながら訊ねかけた。

「な、なんで……？　私、追試クリアするまで人間界にいなきゃダメなんでしょ……？　私、まだヒロを幸せにしてないんだから、天人界に戻れないんだよ……？」

「ええ、本来はその予定でした。ですが、事情が急変したのです」

「急変って……なんで？　なにがどう変わったの……？」

「上から指示がきたのです。『あなたが契約者を幸せにできていなければ、人間との契約を解除し、連れ戻せ』と」

「だ、誰だれ……学院長？　あのスケベジジイがそんな指示を出してきたの……？」

「違ちがいます。もっと上の方です」

「……まさか、そんな、もしかしてその指示を出した人って……」

「──そう、『天使長』様です。あなたのお父上からの命令なのですよ、サラサ」

　天使長。その名が告げられると同時に、サラサの表情は絶望の色へと染まる。

　まるで何かに怯おびえるように、口を閉とざして下を向く。そのサラサの表情は浩之が初めて見るものだった。

　言葉を失うサラサに、レミリーサは軽く瞳を閉じて説明を続けた。

「あなたが天使学院を卒業できず、追試を受けていることを耳にした天使長が決めたのです。あなたが人間界に降りて二か月、もし未いまだに人間を幸せに導くことができていなければ、天人界に連れ戻せ、と」

「つ、連れ戻されたら……私はどうなるの……？」

「天使長が直々に天使としての教育を施ほどこすというお話です。それ以上は何も聞かされておりません」

「そ、そんな……嫌いやだよ、私、帰りたくない。せっかく人間界で居場所を見つけたんだ……ヒロと、出会えたんだ。沢たく山さんの友達ができたんだ……そんなの、やだ」

「あなたが人間界で変わったこと、成長したことは認めます。ですが、天使長が決めたことを覆くつがえすことはできません。残念ですが、人間界であなたのことを知る人々から、あなたに関する記き憶おくを全すべて消し去ることになるでしょう」

「みんなが、ヒロが私のこと忘れちゃうってこと……？　や、やだやだやだっ、そんなの、絶対に嫌だっ」

　レミリーサの説明に耐たえきれなくなったサラサは、浩之の背中に隠れて小さくなる。

　そんなサラサを守るように背を貸し、レミリーサを睨にらみながらこれまで黙だまっていた浩之がようやく口を開いた。

「よお、レミリーサさん……いや、もうさんづけは止めだ。レミリーサ、さっきから勝手なことばかり言ってるけど、そんなこと納なつ得とくすると思ってんのか？」

「あなたが納得するしないの話ではありません。天使長は天使の長おさ、私たちの職務の全てを決定する権利を有しています。その長が決めたことですので、何があろうと覆ることはないのです」

「そんなこと知るか。大事なのはサラサが何を望んでいるか、そこじゃねえのかよ。確かにこいつも悪い、追試を真ま面じ目めにしていなかったことは本人も認めてる。けどよ、ここから頑張ればいいじゃねえか。たった二か月でここまで変わったってアンタも驚おどろいてただろ？　だったら一年くらい待ってみろよ、そしたら驚くくらい立派な天使になってるかもしれねえじゃねえか」

「あなたの言いたいことは分かります、浩之さん。私も上層部も、そう思っていました。ですが、何度も言いますように長の決定なのです。サラサは未だ浩之さんを幸せにできていない、すなわち追試合格を果たしていない、ならば天使にするために連れ帰って直々に教育する、それだけなのです」

「仮に今ここでサラサが俺を幸せにできたらどうなる？　連れ帰られずに済むのか？　サラサは今の生活のままでいられるのかよ？」

「いいえ、それも不可能です。サラサがあなたを幸せにできたなら、無事卒業となり正式に天使として道を歩き出すことになるのですが……天使といっても、仕事の種類は多種多様なのです。再びサラサが人間を幸せにする天使としての職を与あたえられ、あなたを契約者とする可能性はほぼゼロと言っていいでしょう。聞いていると思いますが、サラサのご両親は天使の中でも最上位の地位にいます。そのサラサが普ふ通つうの職位を与えられるはずがありません。おそらく、ご両親どちらかの傍そばで徹てつ底てい的に仕事を教えられるでしょう」

「なるほどな……つまり、サラサに用意された道はどっちへ向かっても天人界に連れ戻される道しかないってわけか」

「理解が早くて助かります」

　怒いかりを込めて言い放つ浩之の言葉にもレミリーサは動じない。ただ淡々と感情を押し殺して命じられたままの言葉を紡つむぐだけ。

　話にならないとばかりに浩之は会話を打ち切り、背後で怯えるサラサに言葉を与えた。

「おい、サラサ、こんな奴らの言うことなんか聞かなくていいからな。お前の気持ちを完全に無視して事を進めようとする連中なんざ相手するだけ無む駄だだ。こいつらが何を言おうと、お前は堂々とウチにいりゃいいんだ」

「ヒロ……」

「お前、俺に言ったよな？　天使になんてなりたくないって。今もそう思ってんなら、心のままに動けばいい。天使なんて辞やめて、お前はお前の望むままに生きればいいんだよ。天使なんて資格がなくたって、お前がウチの一員だってのは変わらねえんだ。明日あしたからもいつもと変わらず学園行って、高たか城じようや西森や辰たつ哉やと馬ば鹿かやって笑ってりゃいいんだよ。お前は何一つ変わる必要はねえ。レミリーサ、そういう訳で話は破談だ。分かったらそのことを天使長とやらに伝えてきな、サラサは嫌だって言ってるってよ」

「浩之さん、あなたの気持は痛い程ほどに分かります。ですが、私がここで帰ったところで、未来は変わりません。私がその言葉を持って帰ったならば、天使長は私ではなく別の者を差し向けて『強ごう引いんに』ことを進めるだけでしょう」

「……無理やりサラサを連れ帰るってことかよ」

「非常に無理を言っていると思います。ですが、分かって下さい。まだ私が話相手であるうちは、サラサとの別れの時間を与えることもできます。サラサの記憶を皆みなさんから消したと虚きよ偽ぎの報告をあげることもできます。どうか自棄やけにならず、私が相手であるうちに結論を下して頂けませんか」

　そう告げるレミリーサの表情、一いつ瞬しゆん見えた悔くやしげなその顔に浩之はレミリーサの本音を見た気がした。

　彼女だってサラサの担任だったのだ。押しても引いても変わらなかったサラサが、人間界でこれほどまでに成長した。教育者として教え子の成長を喜ばない筈はずがない。

　だからこそ、彼女もこの決定を苦々しく思っているのだ。けれど、トップからの命令ゆえに逆らえず、本心とは異なっていても話を進めるしかできない。

　彼女に強く当たったところで、問題は何も解決しない。そのことを理解し、浩之は小さく舌打ちをするしかできなかった。

　反論が続けられない浩之に、レミリーサはゆっくりと立ち上がりながら言葉を続けた。

「一日だけ猶ゆう予よを与えます。この世界で出会った友人たちとの別れの時間も必要でしょう。明日の夕刻六時、そうですね……この近所に公園がありましたね。人ひと払ばらいをかけておきますので、その場所にてお待ちしています。あなたたちに納得して頂ければ、そのときにサラサを天人界へと連れて帰ります。ですが、納得頂けなかった場合は……残念ですが、天使長へそのことを報告するしかありません。どうか、ご賢けん明めいな判断を期待しています」

「……大変だな、あんたも」

　浩之の言葉に返答せず、一礼をしてレミリーサは家から去って行った。

　レミリーサが去ってなお、サラサは震ふるえていた。そんなサラサに、何とか声をかけようと口を開こうとした浩之に、サラサは今にも泣きそうな笑えみを浮うかべて言葉を紡ぐのだ。

「ヒロ……どうしよう。私、ヒロたちともう一緒にいられなくなっちゃったよ……」

　そのサラサのか細い呟つぶやきに、ヒロは何も言えなくなってしまう。

　こんなにも弱々しいサラサなど、今まで一度も見たことが無かった。風が吹ふけば消えてしまいそうなほどに、今のサラサは儚はかなげで──
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　レミリーサが去ったその日の夜。サラサはふらふらと覚おぼ束つかない足取りで浩之の部屋へ向かったあと、そこから全てを拒きよ絶ぜつした。

　夕食も取らず、いつもならリビングでテレビ番組を楽しんでいる時刻になっても、サラサは部屋から出ることはなかった。体を丸めて蹲うずくまり、布ふ団とんの上で心を絶望に染め上げられ、その目からは昼に浩之と遊んでいた頃ころのような輝かがやきは完全に消え失うせてしまっていた。

　そんなサラサの姿に耐えきれず、浩之は必死に何度も声をかけ続ける。少しでもサラサの心が上を向くように、何度も。

「おい、そろそろ晩飯食えって。お前が食わないと片付かないから母さんも困るだろ」

「いらない……」

「ほら、お前の好きなタヌキロボだかキツネロボだかもそろそろ始まる時間じゃないのか」

「みたくない……」

　浩之へ視線を向けず、儚い声で返すサラサ。その身体からだは小さく震えきってしまっていた。

　そんなサラサの姿に、浩之は表情を顰しかめながらも、ようやく覚かく悟ごを決めて踏ふみ込むことにした。二人に残された時間は少ない。もしかしたら、二人で過ごせる時間は明日の夕方六時までなのかもしれないから。

　腹を括くくり、浩之はサラサの前へとどっかり腰こしを落とし、決して怖こわがらせないようにそっと口を開いた。

「……怖いんだよな。明日を迎むかえるのが。このままじゃ、お前は無理やり天人界に連れて帰られるかもしれない、そのことが怖くて震えてるんだよな」

　浩之の言葉に、サラサは小さく頷うなずいて応こたえた。そんなサラサの反応に胸の痛みを感じながらも、浩之はサラサへ言葉を送り続けた。

　何を言えば正解かは分からない。何を言ってあげれば正しいのかなんて分からない。けれど、それでも浩之はしっかり想おもいを言葉にした。

「意味分かんねえよな……いきなり現れて、天人界に連れて帰るだの、期限は明日までだの。勝手過ぎるよな……お前の気持ち、全部完全に無視じゃねえか。そんな理り不ふ尽じんなこと、通るわけねえだろ。ほかの誰だれが許しても、俺は絶対に許さねえ。認めるつもりなんてねえ」

「ヒロ……」

「ああ、そうだ。俺はそんなこと絶対に許したくねえのに、お前を安心させてやりたいのに……くそっ」

　苛いら立だたしげに言葉を口にする浩之。それは己おのれの無力さへの怒り、サラサを安心させてやれないことへの苛立ち。

『俺に任せろ』『何とかしてやる』。そう言ってやれればどんなに楽だろうか。そう言ってあげられれば、どんなにサラサは助かるだろうか。

　けれど、浩之は何でも奇き跡せきを叶かなえられる神様でも何でもない。成人もしていないただの学生なのだ。浩之には、現状を打破するための策が何一つ思い浮かばなかった。

　浩之が我が儘ままを押し通し、レミリーサを拒絶したところで、サラサが救われることはない。後日、今度は強引にでも事を進める天使が派は遣けんされるとレミリーサは確信を込めて浩之たちに説明した。だからこそ、自分が交こう渉しよう相手のうちにサラサを天人界へと連れ戻もどした方がいい、と。それならば浩之たちの記き憶おくからサラサが消されることもないのだと。

　見習い天使のサラサですら、人間の常識を遥はるかに超こえる力を持つ道具を駆く使ししているのだ。これが本物の天使となれば、浩之一人が反はん抗こうしたところでサラサを守り通せるはずが無いことくらい、浩之だって理解していた。

　サラサは賢かしこく、人の心を読みとおせる少女だ。だからこそ、浩之が何の根こん拠きよもなく『何とかなる』などと口にしたところで、決して安心したりはしないだろう。むしろ現実の絶望を更さらに理解し、傷つくかもしれない。

　サラサをどうすれば救えるのか。どうすれば人間界に居続けさせてあげられるのか。その策が思いつかず、そんな情けない自分に怒りを覚えるしかない。そんな浩之に、サラサはやがてゆっくりと言葉を紡いだ。

「……罰ばちが当たったのかな。これまで真ま面じ目めに天使になろうとせずに、逃にげてばかりだったから……」

「んなことねえよ……お前は人間界で頑がん張ばったじゃねえか。自分の世界に引き篭こもってたお前が、自分から望んで学校に行ったりましてや親友のために奔ほん走そうしたりしたんだぞ。二か月前の俺にこのこと説明しても、絶対信じねえよ……それくらいお前は変わったよ、それはレミリーサも認めてたじゃねえか。成長したって、褒ほめてたじゃねえか」

「レミリーサ、お父さんの命令だって言ってた……お父さんの命令には天使は誰も逆らえないから……」

「天使長の命令とか言ってたな。お前の両親が高い地位にいるってのは聞いてたが、そこまでやばいのか」

「……全天使の上に立つ、天使の長。お父さんより偉えらい人は片手で数えるほどしかいないくらい……」

「そんなにかよ……お前、マジでお嬢じよう様さまだったんだな」

「お父さんの顔も、お母さんの顔もほとんど覚えてないけどね……二人とも多た忙ぼうで、ここ数年私は顔を合わせてないから……」

　ぽつりと寂さみしそうに語るサラサに、浩之は言葉を返せない。

　けれど、言葉に詰つまる浩之を気にする事もなく、サラサは下を向いたまま独白を続ける。

「物ごころついた時から、お父さんとお母さんは凄すごく偉い天使で、私はいつも一人ぼっちだった……周りの人から、お父さんやお母さんは凄い人で、数え切れないほどの人間を幸せにしてきたんだって、天使の誇ほこりだって聞かされてきたけど……私には、それがちっとも凄いことだなんて思えなかった」

「サラサ……」

「他人に幸せを与あたえるより、もっと一いつ緒しよにいてほしかった……傍そばに居てほしかった……でも、いつだって二人は私の傍にはいなくて、顔も名前も知らない誰かを幸せにするために働いてて……そんな二人を誇らしいなんて、私は一度も思えなかった。天使なんて、大だい嫌きらいだった。自分以外の人を幸せにすることなんて、ただの偽ぎ善ぜんにしか思えなかった。だから私は、絶対天使になんかなってやるもんかって思ってたんだ……」

　──だけど。そう一度言葉を切って、サラサは初めて浩之と視線を合わせる。

　それは縋すがり付くような、子どもが必死に親の熱を求めるような瞳ひとみで。サラサは浩之に儚げに微笑ほほえんで、言葉を続けた。

「最近は、天使も悪くないって思えるようになったんだ……ヒロと出会って、翔しよう子こや智ともや辰たつ哉やと友達になって、沢たく山さん遊んで……この人たちを幸せにできるなら、天使も悪くないかもって思えたんだよ……みんなを、ヒロを幸せに導けたなら、それはきっと、私にとっても幸せで、何より誇らしいことだと思ったから……ヒロを幸せにすることが、天使になることだっていうならって、そう思えてたのに……お別れなんて、そんなの、ないよ」

　それがサラサの限界だった。これまで必死に我が慢まんしていた感情が堰せきを切ったように溢あふれだしてしまう。

　瞳から零こぼれ落ちる涙なみだ。一人で胸に溜ためこんでいた想いを吐と露ろするように、サラサは涙を拭ぬぐうこともせず言葉を紡つむぎ続けた。

「約束したんだよ……夏休みに沢山遊びに行こうって、ヒロと約束したんだ。翔子や智と一緒に水着を買って、それを着てヒロやみんなと一緒にプールにいったり、水族館でペンギンをみたり、花火大会にいったり……沢山沢山遊ぼうって、約束したんだ。計画だっていっぱい立てて……これからだったのに、これからヒロやみんなと、沢山楽しい時間が過ごせるはずだったのに……！」

　嗚お咽えつを零して涙を流すサラサに、浩之はとうとう言葉をかけてやれなくなってしまった。少女の慟どう哭こくにいったい何を答えてやれるのか。

　拳こぶしを強く握にぎり締しめ、唇くちびるを食いしばり、浩之は己の無力さを痛感するばかり。何が力になるだ、目の前で泣いているサラサの涙を止めることすらできやしないではないか。

　今、目の前で小さく震ふるえて涙する少女に何ができる。その場しのぎの慰なぐさめをかけたところで何になる。

　サラサを救うには、サラサを笑え顔がおにするためには、彼女を人間界につなぎとめなければならない。彼女を天人界に連れていかれないようにしなければならない。だが、そのためにどうすればよいのか、浩之には何一つ名案が思い浮うかばない。

　サラサの悲しみは眠ねむりにつく時間となっても終わりを迎えることはなかった。結局、彼女が眠りにつくことができたのは、泣き疲つかれ果てた夜中となる。明日がくることに怯おびえるように、必死に布団を被かぶって震えながら、少女は意識を落とすのだった。




　翌日の朝になっても、サラサは学園へ行こうとしなかった。

　制服に身を包み、サラサに登校の時間だと告げる浩之に、サラサは布団を頭から被ったまま行きたくないと拒絶した。

　その姿を見て、浩之は心に激しい痛みを感じてしまう。それはかつて家にきたばかりのサラサの姿ではないか、と。

　全すべての世界を遮しや断だんし、己の世界に逃げ、触ふれることも傷つくことも怖がっていたサラサ。たった一日で、彼女はあの頃の自分へと戻ってしまった。

　サラサと浩之の積み重ねた日々が崩くずれていく。外に出ることを、他人に触れる喜びを覚え、誰かのために行動するようになったサラサが今はいない。突とつ然ぜんの別れが、彼女の積み重ねた全てを壊こわしてしまった。

　結局、浩之は無理にサラサをつれて登校することはできず、一人で学園へ向かうことにする。母親にはサラサは風邪かぜをひいているから休むと告げて。

　浩之も休みを取り、サラサと共に部屋に残ることも考えた。けれど、それでは全てが終わってしまうような気がした。

　悲しみに満ちた部屋で、サラサと二人でタイムリミットを迎えてしまっては、本当に全てが終わってしまう。浩之はそんな未来を迎えるのはごめんだった。

　絶対に助ける、絶対に何とかする。その強い想いは未いまだ折れてはいない。必死に考えろ、現時点で良いい案が思い浮かばなくとも、もしかしたらひらめくかもしれない。決して諦あきらめずに考え続けていれば、足を進め続けていれば、奇跡は起こるかもしれない。

　サラサのために、サラサを救うためにいったい何ができる。どうすればサラサの笑顔を取り戻せる、彼の心はそのことでいっぱいだったのだ。

　学園に辿たどり着き、教室へ入る浩之。その彼の纏まとう空気に、教室の人々がざわめく。

　ただでさえ目つきが悪く、また言葉が荒あらく鋭するどい空気を纏っている浩之が重い空気を醸かもし出しているのだ、重圧を感じない訳がない。

　鞄かばんを机の上に投げ、席に座る浩之に、真っ先に声をかけたのは先に教室にきていた翔子だ。心配そうな表情をしながら、浩之に訊たずねかけた。

「ど、どうしたんだ、浩之……もの凄くつらそうな顔をしてるけど、何かあったのか？」

「いや、何でもねえよ……いや、何でもなくはねえな。サラサは今日は風邪で休みだ」

「風邪……？」

「ああ、また明日になったら元気な顔見せて学校にくると思うから……昨日もつらくて明け方まで眠れなかったみたいだからな。今はそっとしてやってくれ」

　胃から押し出したような浩之の声に、翔子はそれ以上何も言えなくなる。

　その後、翔子が何と声をかけても、浩之は半分上の空だ。智や辰哉が教室に来ても、それは変わらない。今の彼はどうすればサラサを救えるのか、そのことで頭がいっぱいでほかのことを考える余よ裕ゆうがなかったから。浩之の様子のおかしさに友人の誰もが違い和わ感かんを覚えるが、結局浩之を追つい及きゆうしきれぬまま授業の時間を迎むかえることになる。

　一つ、また一つと授業が終わるが、当然授業の内容など浩之の耳には入っていない、ノートすらとっていない。ただ無情に過ぎていく時間に焦あせり苛立ち、けれど答えは見つからない。約束の時間までまもなく残り六時間を切ろうとしている。動き続ける時計の針が浩之には憎にくらしく思えた。

　午前中の授業の全てを終え、昼食時間になっても、浩之は弁当を食べようとしない。そんな余裕すら今は惜おしかった。

　三人に野や暮ぼ用があると告げ、浩之は一人校舎裏へと向かう。教室で顔をしかめて弁当すら食べようとしない姿などみせれば、友人たちは間ま違ちがいなく困り果ててしまうと思ったからこそ、浩之は一人になれる場所を探したのだ。

　人気のない校舎裏、そこに設置されている木製のベンチに腰こしをかけ、浩之はサラサのことを想おもう。結局何一つ浩之にはいいアイディアが生み出せない。

　サラサが望むように、人間界に居続けるためには、何とか天使長というサラサの父親を説得しなければならない。納なつ得とくさせられるだけの理由を考えなければならない。

　だが、天使長はサラサを必ず連れ帰り、天使となるための教育を施ほどこすという。つまり、現段階のサラサが天使になれていないことに業ごうを煮にやしたゆえの行動なのだろう。

　では、サラサが先んじて天使になっていれば問題ないのかと言われればノーだ。仮にサラサが今すぐ浩之を幸せにし、天使として認められたところで、サラサの浩之に対する『人を幸せにする』という役目は終わり、別に仕事が与えられるとレミリーサは言っていた。

　すなわち、サラサの天使になるか否いなかはここでは問題ではない。どちらに行けど、彼女が浩之たちと別れを迎えることには変わりないのだから。

　サラサを連れてどこかに逃げるか、それも拙まず過ぎる一手だ。相手は天使、サラサの天使道具以上の力を擁ようする相手に隠かくれることなど不可能だ。レミリーサ以外を窓口としてしまえば、サラサに関する浩之たちの記き憶おくすら消されてしまう。

　思考に思考を重ねても出口が見えない、まさしく八方ふさがり。心に絶望が侵しん食しよくし始めた浩之──そんな彼を強ごう引いんに絶望の沼ぬまから引っ張り上げてくれた少女がいた。

　頭を抱かかえ思い悩なやむ浩之だが、唐とう突とつにその顔は上へと向けられることになる。彼の額がぱちんと誰だれかの細い中指で弾はじかれたためだ。

　それはあまりに非力で、痛みなんて微み塵じんもなかったが、それでも浩之の重い意識を引っ張り上げるには十分過ぎる刺し激げきだった。顔を上げると、そこには彼の親友である少女──翔子が佇たたずんでいた。

　視線を向けると、翔子はおどおどとしながらも、意を決したように浩之を見つめて言葉を紡いだ。

「『一人悩んで胸にしまってちゃ、何も分かんねえだろ。つらいなら、限界だと思ったら吐はきだせばいいんだ。俺だって高たか城じようだって辰哉だっている、お前は一人じゃねえんだから一人で抱え込む必要なんて何もないんだ。頼たよっちまえばいいんだよ』」

「西森……それは」

「昔、浩之が私に言ってくれた言葉だよ……私は浩之の言葉に助けてもらった。浩之のおかげで、私の心は救われたんだ。だから、今度は私が浩之を助ける番だから……お願いだ、浩之、一人で思い悩んでないで、苦しんでいることを言葉にしてくれ」

「苦しんでいること……お前」

「分かるよ……私はこの一年間、ずっと浩之を見ていたんだ。だから、浩之が一人で苦しんでいることくらい、泣きそうなくらい困っているんだって、分かるよ……お願いだ、浩之。そのつらさを私にも背負わせてくれ。一人で抱え込まないでくれ。私は、嫌いやなんだ……浩之がそんなにつらそうな顔をしてるのに、何も力になれないなんて……助けてもらうばかりで、浩之の力になれないなんて、そんなの嫌なんだ。私じゃ駄だ目めか？　私じゃそんなに頼りないか……？」

「んなことねえよ……けど、これは」

　胸の内を翔子たちに吐露しようとしなかった訳ではない。サラサのことを親友たちに相談するか考えたこともある。

　けれど、翔子たちにそれを話すならば、サラサの全てを話すことになる。彼女が人間ではないことも、姿も経歴も偽いつわって翔子たちに接していたことも、何もかも。

　サラサが人間ではなく、天人界の人間などという荒こう唐とう無む稽けいな話を誰が簡単に信じるだろうか。否、それだけではない。仮に信じたところで、全てを偽ってきたサラサを簡単に受け入れてくれるのか。

　むろん、浩之は翔子たちが底そこ抜ぬけの善人だというのは理解している。だが、常識という世界に生きる人間にとって、それを受け入れるのは性格云うん々ぬん以前の問題なのだ。もし、浩之が逆の立場でも、簡単に信じられるはずもないのだから。

　悩む浩之に、翔子は軽く息を吐き、再びゆっくりと言葉を紡いだ。

「浩之が悩んでるのは、きっとサラサのことだよな……サラサの身に、何かあったんだな」

「……分かるのか」

「分かるよ……浩之が本気になるのは、いつだってほかの誰かのためで……そして、そこまで思いつめるほどに大切な人は、サラサしかいないから。お願いだから、私にも話してほしい。サラサは私の親友なんだ……サラサと浩之は、私と東ひがし川かわさんを仲直りさせてくれた。今度は私が力になりたいんだ」

「西森、お前気付いてたのかよ……」

「気付くよ、少し考えれば分かることだから……お願いだ、浩之。私は後こう悔かいしたくないんだ。サラサのために、浩之のために……私自身のために」

　真っ直すぐに浩之を見つめる翔しよう子こ。それはいつものおどおどした弱気の彼女ではなく、必死に強く在ろうとする、立とうとする少女の姿で。

　その姿が浩之にはかつてのサラサと重なって見えた。たった少しの時間の中で、少女たちは信じられないほどに強くなる。それこそ眩まばゆく見える程ほどに、強く逞たくましく在り方を変えることができる。

　どこまでも誠実な翔子の想いに触れ、浩之はやがて悩むのを止めた。そう、初めから答えなど出ていたのだ。

　サラサを本気で救いたい、それが一人の手に余るというのなら、誰かの手を借りればいい。一人では導けない答えも、親友と力をあわせれば新たな答えが見つかるかもしれない。

　ゆえに、浩之は翔子に頭を下げる。彼らならきっとサラサの全てを受け入れてくれる。その上で力を貸してくれる。縋すがるように、浩之は言葉を紡つむぐのだ。

「頼たのむ、西森……サラサを、あいつを救いたいんだ。守ってやりたいんだ。お前の、お前たちの力を貸してくれ！」

「浩之……うん、うんっ」

　目め尻じりに溜たまる涙なみだを拭ぬぐいながら、翔子は何度もこくんと頷うなずいて応こたえる。初めて浩之に頼って貰もらえたこと、それが嬉うれしかったから。

　翔子に礼を告げ、早さつ速そく智や辰哉を呼んで力を貸して貰おうとした浩之だが、そんな彼に翔子は少しばかり苦く笑しようしながら教えた。

「ごめん、浩之……二人なら、もう来てるんだ……二人も浩之のこと、心配してたから」

　翔子の言葉を合図に、校舎の裏に隠れていた智と辰哉が笑って顔を出す。どうやら完全に盗ぬすみ聞きしていたらしい。悪びれることなく、『最初から頼ってくれればよかったんだよ、荒あら波なみ君の馬ば鹿か馬鹿馬鹿』と逆に浩之に注意をする智。笑う辰哉。

　そんなどうしようもなく頼りになる親友たちに、浩之は悪かったと頭を下げながら、そっと笑う。彼の絶望に包まれかけていた心に、わずかばかりの灯あかりが灯ともった。それは希望という名の灯り。サラサを救うために、決して投げ出してはならない炎ほのお。

　ベンチの周りに集まる親友たちに、浩之は覚かく悟ごを決めて全すべてを明かす。サラサが人間ではないこと、サラサと浩之の出会いの経けい緯い、みんなが見ているサラサの姿が偽りの姿であること、そして、サラサが自分の望まぬままに天人界へと連れ去られようとしていること。

　昼休みの終わりのチャイムが学園中に鳴り響ひびいても、教室に戻もどろうとする者はいなかった。まるで授業など関係ないというように、三人は真しん剣けんに浩之の話を黙だまって聞き続けていた。全てを語り終え、浩之は悲痛な表情で親友たちに必死に頭を下げる。

「頼む、サラサを救うために何か良い考えはないか、俺に知ち恵えを貸してくれ。このまま天人界に連れて帰られたら、あいつはきっと二度と笑うことができなくなっちまう……二度と俺たちと会えなくなっちまう。そんなこと、絶対にさせたくないんだ……頼む」

「馬鹿者！　この荒波君の大馬鹿ちん！　なんでそういう大事なことをもっと早く言わないの！　そんな重い物を一人で抱え込んで、悩んで……ああもう！　全部が終わったら、グレートデラックスパフェをみんなに奢おごること、決定だからね！」

「パフェでも何でも奢ってやる！　俺の財さい布ふが空になるまで好きに使ってくれていい！　だから、頼む！」

「とにかく手を考えよう。夕方の六時までに何とかしないと、本当にサラサさんが天人界ってところに連れ帰られるんだろ？」

「邪じや魔まする事はできないかな？　こう、日ひ替がわりでみんなの家に泊とまったりとか……ウチはサラサちゃんならいつでも毎日泊めたいくらいだよっ」

「駄目だ。相手の天使って連中は、魔ま法ほうみたいなことを簡単にやってのけることはサラサで実証済みだ。隠したってすぐに見つけられるのがオチだ」

「サラサのお父さんに話し合いの席を設けてもらうとか……離はなれたくないって必死にお願いすれば、伝わったりしないかな……」

「サラサやレミリーサの話を聞く限りじゃ、無理っぽいな……サラサ自身、父親との面識がほとんどないらしい。娘むすめの都合を無視して自分の思うように強制させるくらいだ、情に訴うつたえても無む駄だだろうな」

「纏まとめようか。サラサさんの父親はサラサさんを『天使』にしたい訳だ。だから、『浩之を幸せにする』という条件を今日の夕刻までにクリアさせるか、それができなければ自分の手で教育して『天使』にする、そこまではあっているか？」

「ああ、あってる。問題は、そのどちらの選せん択たくを選んでもサラサが人間界に残れないっていう点だ。天使になった時点でサラサは俺たちとお別れなんだよ」

　浩之の言葉に、辰哉は少し考えるように黙りこむ。

　沈ちん黙もくの中で、智はむーっと頰ほおを膨ふくらませながら、文句を紡ぎ続けた。

「勝手だよ、勝手過ぎるよ、勝手りんこだよ。サラサちゃんの気持ち全無視で全部無理やりなんて、お母さん許しませんっ」

「あいにくサラサの母親も似たようなもんらしいぞ。とにかく、サラサの親に縋って何とかするってのは無理だ」

「でもでも、そんなの無む茶ちや苦茶だよ！　天使は人を幸せにするのが仕事なのに、サラサちゃん連れて行ったら私たち全員まとめて不幸のどん底だよ！　これはもう訴そ訟しようモノだよ、天使の幸せ詐さ欺ぎとして地方裁判所に訴えるしかないよ！」

「どこの裁判所が天使相手の告訴なんか受け入れると……」

　そこまで告げ、浩之はふと言葉を止める。先ほど感情のままに智が口にした言葉に何かひっかかりを覚えたからだ。

　智の言葉におかしなところはなにもない。サラサが連れ去られたら、ここにいる全ての人間が悲しみ、不幸になるのは間ま違ちがいない。

　何もおかしなところはないが、浩之はその言葉が頭から離れない。喉のどに刺ささった小骨のようにひっかかる言葉に囚とらわれる浩之を置いて、三人は会話を続けていく。

「サラサがいなくなるととても悲しいってこと、天使の人々に伝えられないかな……」

「訴えても聞いてくれそうにないんだよね……いっそ脅きよう迫はくしよう！　サラサちゃんがいなくなったら、私たちみんな悲しみのあまりご飯が喉を通らなくなって健康を害してしまうかもしれない！　私たちが倒たおれたら天使のせいだ！」

「それで天使様が就業規則に反するから勘かん弁べんしてくれとダメージを受けるなら幾いくらでもするんだけどね……浩之の話じゃ、そうもいかないだろうし」

「不幸……天使……脅迫……規則……ダメージ……」

「ん、どしたの荒波君、そんな怖こわい顔して……」

「待ってくれ、少しだけ考えさせてくれ」

　智の言葉を遮さえぎり、浩之は親友たちの紡いだ言葉の欠片かけらを拾い集めていく。

　それらはバラバラでは何の意味もなしえない言葉たち。サラサを助ける件には大きな意味を持つとは思えない欠片の数々。けれど、それらは絡からみつくように浩之の心に残って消えない。その違い和わ感かんを、浩之は決して見み逃のがさなかった。それだけ必死だったのだ。

　サラサを救うためのヒントがここに隠かくされているような気がした。一度僅わずかに開かれた希望の扉とびら、かすかにもれる光を見失ってはならない。

　拾い集めた欠片を必死に握にぎりしめ、浩之は意識を過去へと潜もぐらせる。思い出されるのは、彼がサラサと過ごし続けてきた濃のう密みつな二か月。

　思い出せ、必死に思い出せ。そこにきっと、サラサを救うための何かが隠されているはずだ。大切な情報が眠ねむっているはずだ。

　サラサとの思い出、些さ細さいな会話、その内容。何でもいい、どんな小さなことでもいい、それはきっと、サラサを救うために必要な力だ。サラサと積み重ねた日常が、きっとサラサを救うための何よりの武器になるはずだ。

　必死に思考を過去に馳はせ、そして浩之は一つの言葉に辿たどり着く。それはサラサと浩之が東川から翔子を救おうとしたあの日のこと。下らない雑談の中で、サラサが浩之に告げた些細な一言。

『人を幸せにすることは法律よりも何よりも優先される……天使は人を幸せにしなければならない、幸せを奪うばってはならない。幸せは犯罪よりも重い、それが天使法』

　その言葉に辿り着いたとき、浩之の中で何かが弾はじけた。バラバラに飛び交かっていたはずの言葉が一つの線になり、形を為なした。

　目を見開き、思わずその場に立ちあがる浩之。そんな彼にどうしたのかと声をかける友人たちに、浩之は腹の奥底から押し出すように声を放った。

「分かったぞ……サラサを救うための方法が、やっと分かった」

「ほ、本当に!?」

「ああ、多分……いや、絶対にいけるはずだ。お前たちのおかげだ、ありがとう、西森、高城、辰哉。これであいつを……サラサを、安心させてやれる」

　授業を抜ぬけ出してまでここまで付き合ってくれた親友たちに礼を告げ、浩之は学園の壁かべに埋うめられた時計の針を確かく認にんする。

　時計の針は三時を回っており、浩之に許された残り時間はあと三時間を切っていた。何とか間に合うことができたことに安あん堵どし、表情を引き締しめ直して浩之は覚悟を決める。

　サラサを救うため、闇やみを切り開くための剣けんは用意した。あとは担にない手である自分が上手うまく振ふるえるかどうか、それに全てがかかっているのだから。




　手に鞄かばんを持たず、浩之は家への道を全力で駆かけ抜けていた。

　サラサを救うための策を友人たちに話し、抜けがないかの最終確認を終えたのが夕方の五時。四人は完全に授業を放ほう棄きし、サラサを救うために綿密な話し合いを行っていた。

　そして、サラサのもとへ向かう浩之を激げき励れいし、全てを彼へと託たくした。明日、必ずサラサとまた会えると信じて。

　友人たちの期待、想おもいを背に、浩之は全力で疾しつ走そうし、ようやく家へと辿り着く。家に入るなり、駆け足のまま自室へと急ぎ、部屋の扉を少し乱暴気味に開いた。

　そして、室内で未いまだ絶望に震ふるえ、布ふ団とんに包くるまり続けるサラサに、浩之は声をかける。ようやく彼女に、言いたかった言葉が告げられるのだから。

「サラサ、俺だ、浩之だ。お前に伝えたい言葉がある、頼むから顔を出してくれ」

「やだ……お別れの言葉なんて、言いたくない……私、ヒロと離れ離れになんてなりたくないよ……私、私……」

「っ、サラサ！」

　サラサの悲痛な声に感情を抑おさえきれず、浩之は彼女が逃にげ込んでいた布団を引っ張り取り除いた。

　そこから出てくる小さな少女。目は真っ赤になるほど泣き続け、世界の空気に触ふれることすら怯おびえてしまっているサラサ。見る影かげもない程ほどにボロボロになってしまったサラサに、浩之は最も早はや一刻の猶ゆう予よもないと判断し、サラサの正面に座り言葉を放つ。

　まっすぐに彼女の瞳ひとみを見つめ、浩之が放ったのはずっと彼女に伝えたかった言葉。かけてやりたかった言葉。サラサが何よりも、ずっと求めていただろう言葉。

「──サラサ、安心しろ。お前を天人界になんて連れて行かせたりしねえ。『俺が絶対に何とかしてやる』」

「ひ、ろ……」

「もう泣く必要なんてない。怯える必要だってない。俺がお前を守ってやる。何があろうとも、絶対にお前を守り抜いてみせる。だから──」

　浩之が言葉を続けるのは、それが限界だった。目に涙なみだをいっぱいに溜ためたサラサが、浩之に抱だきついたからだ。

　彼の胸の中に飛び込み、サラサは溜めこんだ感情を爆ばく発はつさせた。わんわんと声にだし、子供のように泣きじゃくったのだ。

　そんなサラサを、浩之は安心させるように強く抱きしめ返す。子どもを安心させるように、強く。浩之に抱きしめられながら、サラサは嗚お咽えつを漏もらしながら必死にとぎれとぎれに言葉を伝えようとする。

「こわ、かった……こわかった、よ……ヒロの、表情を昨日、見て、もうだめだって……絶対無理なんだって、思ったら、何もできなくて……うええっ、ええええっ！」

「悪かった……俺が頼たよりないばかりに、お前を不安にさせちまった。今日、西森や高城や辰哉と話して、やっとお前を救う方法を見つけたんだ。本当に待たせて悪かったな……けど、もうお前を不安にさせたりしねえ。何度だって安心させてやれる。俺を、俺たちを信じろ、サラサ。お前は絶対に、俺たちが守ってみせるからな」

「ひろ、ひろ……ひろっ」

　何度も何度も彼の名前を呼ぶことで、サラサは必死に安心を得ようとする。

　浩之の存在を熱で、声で、何度も確認する事で絶望に染まった心にゆっくりと光を灯ともし、浩之もサラサの望むままに受け入れた。

　サラサは安心したかった。残ざん酷こくすぎる現実を誰だれかに否定して欲しかった。大だい丈じよう夫ぶだと、その言葉を欲ほつしていた。

　それに浩之は遅おくればせながら、しっかり応こたえた。心が壊こわれる僅か手前で、浩之はサラサの腕うでを摑つかみ絶望の底からひきあげたのだ。

　浩之の胸の中で心ゆくまで泣き腫はらし、サラサの心が落ち着くまで十数分はかかっただろうか。顔を赤く染めながら、目をごしごしと拭ぬぐってサラサはぽつりと浩之に呟つぶやいた。

「迂う闊かつ……私としたことが、ヒロの前でこんな醜しゆう態たいを……恥はずかしい」

「涎よだれ垂らして眠りこける顔を見み飽あきるほど見せておきながら何が醜態だっつーの。泣き顔なんかで今いま更さらどうこう思うわけねえだろ」

「ヒロは本当にデリカシーがないよね……私相手じゃなかったらとんでもないことになってるところだ」

「お前相手だから言うんだろ？」

　軽口をたたき合い、浩之とサラサは笑いあう。サラサのその顔にはもう悲しみも不安も存在しない。いつものジト目に光が戻もどったのを確認し、浩之はサラサに真しん剣けんな表情を向け直して話を始めた。
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「さて、冗じよう談だんはここまでだ。六時まであと三十分、あんまり時間に余よ裕ゆうがねえ。説明を始めるぞ」

「レミリーサをボコボコにする作戦だね……任せて、これまでの鬱うつ憤ぷんの全すべてをこの拳こぶしに込めてくれる」

「何で思考回路が物ぶつ騒そうな方にいってんだよ!?　真ま面じ目めに聞けっつーの！」

　サラサの額にデコピンを入れ、浩之は友人たちと立てた作戦をサラサへと語り始めた。

　最初は真剣に聞いていたサラサだが、段々とその表情が変わっていく。それはいつもサラサが浮うかべている、楽しいことを見つけたときの表情だ。

　輝かがやき始めるサラサを見つめて、浩之は作戦の全容を語った。全てを聞き終えたサラサに、浩之はニッと笑って訊たずねかけた。

「どうだ、これが俺たちの考えた作戦だ。文句あるか」

「ないよ……実に私好みで卑ひ怯きような作戦だ。気に入った、それでこそ私の愛した男だ……ヒロもいつの間にか私色に染まっちゃって嬉うれしい」

「安心しろ、お前を守り終えたら迷わず脱だつ色しよくするからよ。それでどうだ、サラサ──俺の賭かけに乗ってくれるか」

「答えなんて最初から分かり切っているじゃない──全てを委ゆだねるよ、私の選んだヒロの決定に」

　互たがいに不敵に笑いあい、サラサと浩之はレミリーサのもとへ向かう準備をする。

　着き替がえて簡単に顔を洗い、泣き腫らした顔を幾いく分ぶんまともにして、サラサの準備は整い終える。そして、二人は家を出てレミリーサの待つ公園へと向かう。

　その途と中ちゆう、サラサは無言のまま左手を浩之の右手に絡からめる。浩之の言葉に勇気をもらったとはいえ、まだ不安がないわけじゃない。

　恐きよう怖ふをゼロにするために、サラサは浩之の手を強く握り締める。そして浩之は、そんなサラサの心を安心させるために、強く手を握り返すのだった。




　手をつなげたままで、二人は目的の地、公園へと辿り着く。夕焼けに染まる世界の中で、公園に一人佇たたずむレミリーサ。

　彼女を視界に入れ、浩之とサラサは互いに視線を交かわし、頷うなずき合って足を進める。迷いや不安を振り払はらうように、強く大地を踏ふみしめて。

　待ち人の訪おとずれに、レミリーサは閉じていた瞳をゆっくりと開いて二人へ目を向ける。浩之とサラサのつながった手を見て、少しばかり悲しい表情を浮かべながら、すぐにもとの事務的な顔へと戻り、声をかけた。

「約束の時間に無事姿を見せてくれたこと、嬉しく思います。強ごう引いんな手を使わずに済みました」

「言葉の割にはあんまり嬉しそうじゃねえけどな。命令とはいえ、アンタもサラサを天人界に戻すことに納なつ得とくしてないようだしよ」

「……全ては天使長の決定に従うのみです。それでは浩之さん、ここを訪れてくれたということは、サラサを天人界に連れ戻すことに同意してくれたと考えてよろしいのですね」

「その話の前に一ついいか。どうせ最後なんだ、サラサを天使にする役目、俺が貰もらっても構わないよな？」

　浩之の言葉に、レミリーサは少し驚おどろいたような表情を見せた。サラサが天使になるということは、浩之が幸せになったということ。

　それを達成してしまえば、確かにサラサは追試クリアとなり、天使として認められる。天使長である父親が連れ戻して教育することは避さけられるだろう。だが、それでも浩之の傍そばから離はなれることには変わらない。

　サラサが正式に天使として認められれば、彼女は浩之から離れ、天使として新たな仕事が与あたえられることになる。ゆえに、浩之がそのような提案をしてくることをレミリーサは想定していなかったし、その意図もよく分からなかった。

　だが、それを浩之とサラサが望み、叶かなえられることで心残りがなくなるならば問題はない。そう考え、レミリーサは浩之に問いかけの答えを返した。

「構いませんよ。ですが、追試クリアの条件を覚えていますね？　その娘こがあなたを幸せにできていて初めて合格となります。審しん査さは天使の輪を使って機械的に行いますので、噓うそは通用しませんし、温情による判定もありません。それでもいいのですね？」

「ああ、もちろんだ」

「分かりました……ではサラサ、彼に光の輪を」

　レミリーサに促うながされ、サラサは浩之に向きあい、頭の上に輝く光の輪を持ち、胸の前に掲かかげた。二人がやろうとしていること、それはサラサが浩之の部屋に初めて現れたときに行った光の輪による幸福判定。光の輪が契けい約やく者とみなした相手の幸福度を判断し、その幸福度に応じた輝きの反応を示してくれる。

　初日の際には、浩之を不幸のどん底だと判定して紫むらさき色いろに変色した光の輪。あれから二か月という時間が経たち、浩之とサラサの関係も時間と共に大きく変容した。

　もし、この二人で過ごした月日が、浩之に幸せをもたらすことができたなら、光の輪は幸福判定を下し光り輝くはずだ。サラサがこの人間界に残るための大博打ばくちに出るためにも、これをクリアしなければ話にならない。このハードルを飛び越こえて初めて、二人は勝負に出られるのだから。

　少し不安げな表情を見せるサラサ。そんな彼女に浩之は安心させるように笑って優やさしく声をかけた。

「不安そうな顔すんなって。言っただろ、もうお前を不安にさせたりしねえって。お前の望む未来、俺が叩たたきだしてやる」

「うん……信じるよ、ヒロ。君を幸せにできた自信なんてこれっぽっちもないけれど……ヒロを信じることだけなら、誰にも負けないから」

　サラサに力強く頷き、浩之はサラサの光の輪による幸福判定を受け入れる。

　サラサが光の輪を二回、三回と回転させてシステムを起動させる。ゆっくりと輝きを増す光の輪を見つめながら、浩之は己おのれの胸の中でこれまでのことを振ふり返る。

　初めてサラサと出会ったとき、本当に迷めい惑わくな奴やつだと思った。天てん井じようをぶち破るわ、人を脅きよう迫はくして居座ろうとするわ、とんでもない災さい厄やくが現れたと思った。

　毎日毎日怠たい惰だに塗まみれた生活を繰くり返すサラサに呆あきれもした。けれど、見捨てようとは思わなかった。彼女がそれを心から望んでいるわけではないと気付いたからだ。

　サラサは外の世界に触れる楽しさを知らなかっただけで、世界を自分の中で完結させてそこに閉じこもっていた。そんな彼女を変えようと思った。少しでも前向きになるように、少し強引に手を引っ張った。

　その手をサラサはゆっくりと、しかし確かに握にぎり返してくれた。そして、外の世界を知ったサラサはどんどん変わっていった。

　そんなサラサの成長する姿が大好きだった。一歩、また一歩と自分の力で歩み笑えみを浮かべる少女の姿を笑いながら傍で見守る時間が楽しいと思った。

　二か月という時間をずっと共に重ね続け、彼女の存在は自分の中で確固たるものとなる。そう、もはやサラサは自分にとってかけがえのない大切な日常。

　サラサは沢たく山さん楽しい時間を自分に与えてくれた。彼女に振り回され、疲つかれ果てる時間が、心から楽しかった。下らない冗談をやりとりする瞬しゆん間かんが愛いとおしいと思った。

　そう、サラサが浩之に救ってもらったと感じる以上に、浩之はサラサに感謝をしていたのだ。少し冷めた自分の心をこんなにも楽しく染め上げてくれた少女。浩之がサラサを変えたように、サラサも浩之を変えてみせたのだから。

　自問を重ね、浩之は己の胸に問う。サラサは自分に幸せを与えてくれただろうか──否いな、断じて否。サラサは自分に幸せを与えてくれたわけじゃない。サラサが与えてくれたものは、そんな一色に染まらない、もっともっと騒そう々ぞうしくて、賑にぎやかで、失いたくないものだ。

　面めん倒どうもかけてくれた。出費だって重ねてくれた。振り回されて疲れ果てるのは両手じゃ数え切れないくらいだ。だけど、それ以上のものをサラサは浩之と分かち合ってくれた。

　楽しみも、苦しみも、彼女はこの二か月間、浩之と共に分かち合い、共に感情を共有してくれた。出会った頃ころから信じられないくらいに、お互いが成長する事ができた。二人で積み重ねたこの二か月が、永遠に続いても構わないと思えるほどに、浩之の胸に確かなものを残してくれた。

　自問を終え、浩之は笑う。そうだ、幸福判定などやるだけ無む駄だなのだ。なぜなら自分はこんなにもサラサと一いつ緒しよにいたいと望んでいる。サラサと過ごしてきた日々を誇ほこることができている。一方的に幸せを与えられるなんてちっぽけな関係じゃない、それ以上のものをお互いが分けあえる関係ならば──サラサのことを強く想おもい求める自分が、幸福以外の何物でもあるはずがないのだから。

　浩之の胸の炎ほのおに呼応するかのように、サラサの手の中で光の輪は輝きを解き放つ。それは公園中に溢あふれるほどの眩まばゆい黄金の輝き。力強く輝く光の輪を呆ぼう然ぜんと眺ながめるサラサ、それを当然だとばかりに強く笑う浩之。そして、サラサ以上に驚きをみせるのはレミリーサだ。

　未いまだ信じられないという表情を浮かべたまま、彼女は口を開く。

「まさか……信じられません。光の輪の限界値を振り切ってしまうとは思いませんでした。ここまで強い輝きを見るのは、いったい、いつ以来でしょうか」

「判定の方はどうなる？　これでサラサは天使になれるのか？」

「ええ、もちろん問題はありません。光の輪の判定結果より、サラサ、あなたを追試合格と認めます。浩之さんを見事幸せに導いたことを評価するとともに、天使学院卒業認にん定てい、および正式に天使であるとこの場で認めましょう」

「違ちがうよ、私がヒロを幸せに導いたんじゃない……ヒロと一緒に幸せを感じただけだもん。こんな私でも、ヒロだから、ヒロが一緒に手をつないで歩いてくれたから、一緒に幸せを感じることができたんだ……」

「そういうことですか。自分の力で誰だれかを幸せに導いたのではなく、共に力を合わせたからこそ、幸せになることができた……本当に成長しましたね、サラサ」

　心から嬉しそうに言葉を紡つむぐレミリーサ。事務的な無表情を崩くずし、心から祝福する姿、それこそが彼女の本当の顔なのだろう。

　けれど、いつまでもその表情を続けてもいられない。二人のこれからを思い、喜べるはずもない。浩之とサラサには、決して逃のがれられない別れのときが待っているのだから。

　軽く息をつき、真剣な表情へと戻ったレミリーサは浩之に一礼をした後、口を開いた。

「浩之さん、サラサを天使へ導いてくれたこと、心より感謝いたします。この娘をこんなにも変えてくれたこと、天使を代表してお礼申し上げます」

「要いらねえよ。それに、こいつが変わったのは俺の力だけじゃねえ。どんなに周りが鞭むち打うったところで、本人が動かなきゃ変わりようがねえだろ。褒ほめるならサラサを褒めてやってくれ」

「そうですね……天人界に戻もどったら、沢たく山さん褒めてあげようと思います。しかし、そんな恩人であるあなたに私は残ざん酷こくな別れを突つき付けなければなりません。サラサがあなたを幸せに導いた以上、あなたとサラサの関係は終わりを迎むかえます。天使候補から天使となったサラサは、新たな天使としての仕事を授さずかるために天人界へと戻ることになります。当然……あなたとサラサが再び巡めぐり会うことはないでしょう」

　そう、レミリーサが前もって説明していたとおり、サラサが浩之を幸せにし、天使と認められても二人の別れは変わらない。

　彼女のその言葉に、サラサがわずかばかり震ふるえるものの、その震えを止めるために浩之はサラサの手をぎゅっと強く握り締しめる。言葉ではなく、行動でサラサの心を安心で満たすために。

　その浩之の想いに、サラサは胸の中が温かくなることを感じながら、強くその手を握り返して瞳ひとみをレミリーサに向ける。怯おびえも迷いもなく、強い意志が込められた瞳を向けて。

　微み塵じんも絶望の色を見せない浩之とサラサに、レミリーサは違い和わ感かんを覚える。二人の絆きずながどれほど大きなものかはこの二か月で嫌いやというほど理解している。だからこそ、簡単に二人が諦あきらめる訳がないと知っている。最悪、ここで逃にげられても仕方がないと思っていたほどだ。

　訝いぶかしげに二人を見つめるレミリーサに、浩之は覚かく悟ごを決めてとっておきのカードを切った。サラサを守るために、彼女の熱をこの世界で感じ続けるために、彼とその親友が考えた一世一代の大博打。

「残念だが、そいつは認められないな。サラサはこのまま俺の傍にいてもらう。悪いが天人界へ連れ帰る話は無しだ」

「……浩之さん、気持ちは分かりますが、それは不可能です。あなたに対するサラサの役目は終わりました。サラサには立派な天使として、これから天人界で新たな仕事を……」

「いいや、終わってねえよ。先に言っておくぜ、レミリーサ。俺は今からアンタ達を『脅迫』する」

「脅迫……？」

「そうだ。もし、サラサを俺から引き離したら、俺は間ま違ちがいなく『不幸』になる。サラサを失ったショックで絶望し、まともな生活も送れなくなるくらい落ち込んで不幸のどん底に叩き落とされちまう。俺の言っていることが分かるか？　俺からサラサを引き離すと、サラサは『人間を不幸にした』ということになるわけだ」

　浩之の言葉に、レミリーサは瞳を見開いて驚きよう愕がくする。浩之の切りだしたカード、それはとんでもない無む茶ちや苦茶なジョーカーだった。

　天使は人間を不幸にしてはならない、それは天使にとって何よりも守るべき重い法律。天使とは人を幸せにするもの、天使は人を幸せにしなければならない、天使は人の幸せを奪うばってはならない、それは以前サラサが浩之に教えてくれた絶対の決まりだった。

　サラサが天使になったことで、浩之はそのことを逆手に取ったのだ。サラサは現在正式な天使として、浩之を幸せに導いた存在となった。だが、ここで浩之の言うとおり、サラサが離はなれることで浩之が不幸のどん底へと落とされてしまっては、サラサは天使として浩之を不幸へと導いてしまったことになる。

　なぜなら、浩之の心の幸せ、その理由はサラサに拠よっているからだ。サラサが傍そばに居てくれたから、共に笑って過ごす日常を何より大切に思っているからこそ、浩之の幸せは導かれた。そのサラサを失ってしまえば、彼の言うとおり、サラサは天使として完全に法に背そむいたことになるのだ。

　これまでの天使候補という立場であったならば法など関係なかった。だが、今彼女は天使として認められた。ここが一番の問題だった。

　天使として人を不幸にすることは何よりの問題行動であり、許し難がたい暴挙。もし浩之がサラサが原因で不幸になったとなれば、サラサは間違いなく天使失格の烙らく印いんを押され、天使の職を剝はく奪だつされてしまう。天人界でも一ひと握にぎりの才能ある選ばれた者しかなれない職業、それが天使であり、その決まりを破ってしまったなら、どんな地位や立場で在ろうとも天使としては在り続けられないのだから。

　また、この脅迫はサラサの天使の資格だけに留とどまるものではない。浩之のもとからサラサを連れ去ろうとしているレミリーサやその後ろの天使長の首にまで、浩之の解き放った刃やいばは突きつけられているのだ。サラサを浩之のもとから連れ去れば、それはすなわち浩之という人間を不幸にした天使として、レミリーサや天使長も罪に問われる可能性があるのだから。

　浩之の突きつけた脅迫、それは結局のところこういうことなのだ。『サラサを天使失格にされたくなければ、お前たちが天使としてクビを飛ばされたくなければ、俺たちが一緒に居続けることを認めろ』、それが浩之の切りだしたカードの全すべてだった。

　浩之の導いた答えに、レミリーサは回答に窮きゆうする。してやられた、それが彼女の胸の中の純然たる思いだった。

　サラサを天使へと導いた理由、それはこのカードを切りだすための前準備だったのだ。天使候補のままでは、サラサはまだ天使ではないためこのカードを切りだせず、天使長の命令によって天人界に連れ帰ることで浩之が不幸になろうとも、彼女が天使でなく浩之を幸せにできないのは仕方ないと誤ご魔ま化かすこともできた。

　だが、サラサが正式に天使となり、浩之を幸せにしているという状態を作ってしまったのは非常に拙まずい。彼女が浩之から離れ、それが理由で浩之が不幸となってしまえば、天使として人間を不幸にした責任はサラサに発生する。天使にとってそれは重罪、彼女から天使の資格が剝奪されてしまえば、サラサは二度と天使として認められることはない。そうなれば、天使長のサラサを天使にという望みが絶たれてしまう。天使になることを望んでいないサラサは喜んで資格剝奪を受け入れるだろう。

　そして、一人前の天使としてサラサが立ってしまったことで、レミリーサや天使長はサラサに対する責任者としての命令権を失ってしまった。天使長は天使の長おさとして指示をする権利は持つが、その権利は『天使としての職務』に准じゆんずる内容でなければならず、浩之が不幸になるような行動をサラサに強制することはできない。天使と人間の絆は絶対。人間を不幸にすること、それは天使長でも破れない決まりなのだから。

　考え込みながら、レミリーサは軽く息をつき、言葉を二人に紡いだ。それはお手上げとばかりに疲れきったような、それでいて、少しばかり嬉うれしそうな声で。

「……参りましたね。サラサの天使としての資格と天使法を利用して、それを逆手にとって脅きよう迫はくされるとは思ってもみませんでした。呆あきれを通り越こして感心してしまいます。これも全部サラサの入れ知ぢ恵えですか？」

「失礼な……今回は私、何もしてないもん……ヒロの男らしく最高に最低な策だもん」

「悪いな、レミリーサ。ずっとこいつと一緒に居ると、どうやら悪知恵まで働くようになるらしいんだわ。それでどうだ、このカードに上からねじ伏ふせられる手札はあるのかい」

「……残念ながら、私にはありませんね。本当に悔くやしいですが、これでは私では勝てそうにもありません」

「噓うそ吐つけ。そんなに嬉しそうな顔をして何が悔しい、だ。アンタ、根っからの天使って感じだからな。こういう状じよう況きようになって内心喜んでるんだろ」

「さあ、どうでしょう？　ですが、私の手に余る問題になったのは事実です。今回の件は、天使長へと持ち帰ることにいたしましょう。一度天人界に戻って──」

「──その必要はない」

　レミリーサが微笑ほほえみながら言葉を続けようとした刹せつ那な、三人の誰のものでもない声が公園内に木霊こだまする。

　三人がその声に驚おどろくよりも早く、光り輝かがやく黄金の柱が天より放たれ、公園に突き刺ささった。眩い光の柱が霧む散さんするとともに、その中から一人の男が現れた。

　黒き髪かみと切れ長の瞳、人間離ばなれしたほどに整った容よう貌ぼうと体たい軀く。白き衣ころもを身に纏まとい、背中からは巨きよ大だいな純白の二対の翼つばさが力強く羽を広げていた。

　その男の姿を見て、レミリーサは心から驚愕する。その人物がここに現れるなど思っていなかったからだ。サラサとてそうだ。ジト目を見開き、それが誰なのか一いつ瞬しゆんで悟さとったサラサは怯えるように浩之の背中へと隠かくれてしまう。

　唯ゆい一いつ驚おどろかなかったのはたった一人人間である浩之だ。彼は予想していたのか、好戦的に笑ってその男に言葉を紡いだ。

「やっぱり出てきたか。必ず来ると思ったよ、黒幕野や郎ろう」

「ほう……私が誰なのかも、ここにくることも予見していたというのか、少年」

「レミリーサがサラサの行動を全て天人界から覗のぞいていたって言ってたからな。つまり、アンタ達には離れていても人間界でサラサの行動を監かん視しする手段があるってことだ。このサラサを連れ戻そうとする交こう渉しようの場を、黒幕のアンタが見ていないとは思えなかったからな。レミリーサの手に余る状況になって初めて、その重い腰こしをあげてくれるかもなと思っていた。待ちわびたぜ──サラサの親父おやじさんよ」

　少しも動じることなく、怯ひるむことなく睨にらみつけて言い放つ浩之に、男は口元を緩ゆるめて返すだけ。そして、浩之を見み据すえたまま己おのが名前を口にした。

「ブレットだ。天人界で天使長を務めていて、サラサの父にあたる。少年、君の名をきこうか」

「名乗る必要があるか？　俺たちのことを監視していたんなら名前なんてとっくに知ってるだろうが」

「その者の目と顔を見て名乗ることに意味がある。ましてや君は天使を脅迫しようなどという過去にない異例な人間だ、交渉の場を持つ意味でも礼は通さねばならんだろう」

「……浩之だよ。荒波浩之」

「浩之か。良いい名だな」

　ブレットは浩之と会話をしながら、未いまだサラサを一度も視界に入れていない。そのことが浩之は癪しやくに障さわる。久々の親子の対面だというのに、娘むすめのことを気にもかけようとしない態度が浩之をイラつかせてたまらない。彼の背中でサラサは震えているというのに。

　そんな浩之の感情を気にかけることもなく、ブレットは浩之に対して淡たん々たんと会話を続ける。先ほどまでのレミリーサとの会話、交渉を引き継つぐように。

「レミリーサへの脅迫は全て聞いていた。サラサを天人界へ連れ戻させないために、実に面おも白しろいことを考える少年だと感心している」

「そうかい、ありがとよ。それでどうなんだ、大人しく要求に従ってくれるのか」

「先ほどの言葉をそっくり返すことになるが……回答する必要はあるかね？　君の要求を全面的に吞のむならば、私がわざわざここに現れずともレミリーサに要求を受け入れるように伝えればいいだけだ。なぜ私がこの場に現れたのか、君は分かっているんじゃないか？」

「天使長、何を……!?」

　不ふ穏おんな空気を身に纏ったブレットを、レミリーサが止めようとするが遅おそい。ブレットが手から放った光の輪によって、レミリーサがその場で拘こう束そくされてしまう。

　突とつ然ぜんの天使長による拘束に驚き、声を荒あららげて訊たずねかけるレミリーサ。

「な、何をするんですか、天使長！　まさか、天使法を犯おかすつもりですか!?」

「レミリーサは黙だまっていろ。浩之、君の選せん択たくした方法は確かに素す晴ばらしい一手だった。人間の幸せを奪ってはならない、天使にとって絶対順守の法を逆手に取った一手だ。だが、一つだけ忘れていることがある。私は天使長という立場であり、天使を総そう括かつする立場にある。それはすなわち、並みの天使とは比べ物にならぬほどの権力を有しているということだ。人間一人を不幸せにしたところで、周りを黙らせるだけの力も策も用意しているとは考えられないかね」

「おいおい、実の娘の前でそんな格好悪い姿晒さらせるのかよ……その一手は俺にとって確かに有効だろうが、父親として最低の一手だろうが」

「今さらだ。私も妻もサラサには愛あい想そをつかされても仕方ない日々を重ねてしまっている。だからこそ、サラサを真っ当な天使にするためならば手段を厭いとうつもりはない」

「そこにサラサの意思は関係ねえってのかよ！」

「子どもは親に従っていればいい。ましてやサラサは自分の力では何一つできない無力な娘なのだから。それだけだ」

　そこが限界だった。冷れい酷こくに突つき放すブレットの言葉に、サラサが一ひと際きわ悲しそうな表情を浮うかべたこと、そこが浩之の感情の限界だった。

　拳こぶしを強く握にぎり締しめ、瞳ひとみを怒いかりで吊つり上げて、浩之はブレットに対して声を荒らげて咆ほう哮こうする。サラサのことを好き勝手言い放ったブレットに怒りを叩たたきつけるかのように。

「訂てい正せいしやがれ！　サラサは無力でも何でもねえ！　こいつがどれだけ変わったのか何も知らねえくせに、偉えらそうに上から物を言ってんじゃねえぞ！」

「浩之さん……」

「こいつは今、出会ったばかりの頃ころからは考えられないくらい成長したんだ！　自分から外に出ようとすること、自分から積極的に人に触ふれようとすること、自分から動こうとすること、確かに俺たちにとっちゃ当たり前のことだろうよ！　けどよ、そんな些さ細さいなことが、こいつにとってはありえないくらいの成長なんだよ！　アンタたちクソみてえな大人に奪うばわれた当たり前を、サラサはやっと今、人間界でできるようになってきたんだ！　心から笑えるようになったんだ！　楽しいと思えるようになったんだよ！」

　浩之の咆哮にサラサは心震ふるわせる。そう、天人界で彼女はいつだって無気力で無力でどうしようもない存在だった。

　他者からは腫はれ物のように扱あつかわれ、近づこうとする努力も放ほう棄きし、いつだって自分の世界に閉じこもり、いつの間にか世界に色を求めることを忘れてしまった。

　けれど、人間界に来て、浩之と出会ってサラサは変わった。彼に触れることで熱を感じ、世界に足を踏ふみ出すことの楽しさを知ることができた。

　今、浩之が怒りに燃えて彼女の父へと立ち向かう姿を見て、サラサは改めて理解する。

　そうだ、いつだってヒロが自分に沢たく山さんのものを与あたえてくれた。いつだってヒロが自分を守ってくれた。いつだってヒロが自分の手をひいてくれた。

　天使長という絶対権力者が相手でも、ヒロは一歩も引かずに私を守るために戦い続けてくれている。私のことを馬ば鹿かにされたことに本気で怒り、強大な相手にも一歩も怯まず声を大にしてくれている。

　それなのに、自分はいつまでもヒロの背中に隠れて泣くばかり。ヒロに守ってもらうばかり。それじゃ、以前までの自分と何も変わらない。一人じゃ何もできない自分を脱だつ却きやくできていない。

　変わったんだ。ヒロに出会って、ヒロと時間を過ごして、自分はやっと変わることができたんだ。ヒロと一いつ緒しよだから、弱くて情けない自分から生まれ変わることができたんだ。

　目に溜たまる弱気な涙なみだを拭ぬぐい、表情を変えてサラサは立ちあがる。そうだ、守られるだけじゃ駄だ目めだ。ヒロといつまでも一緒にいたい。ヒロと一緒に生きたい。その夢をかなえるためには、逃にげたり怯おびえたりしてるだけじゃ駄目なんだ。

「サラサ……？」

　勇気を胸に、少女は足を前へと進める。父親と浩之の間に割り込み、浩之を守るように立ち、両手を広げて。冷酷に見下ろす父親に対して、少女は決して心折れることは無い。強い意志をジト目に灯ともして、きっぱりと自分の意見を口にするのだ。

　もう、自分の世界に閉じこもり、泣いてばかりだった少女はいない。ここにいるのは、大切な少年と共に生きることを決めた強き少女なのだから。

「ヒロには手出しさせない……お父さんが相手でも、絶対にそんなことさせないっ」

「……ほう」

「確かにこれまでの私は最低だった……お父さんに馬鹿にされても、見捨てられても仕方ないくらい駄目な子どもだった……でも、変わったんだっ！　私はヒロと出会って、沢山沢山変われたんだ！　ヒロと一緒なら、私はどんなことでも頑がん張ばれる！　ヒロと一緒なら、もっともっと前へ踏み出せる！　そのヒロに何かをしようとするなら、お父さんが相手でも絶対に許さないっ！」

　必死に想おもいを声にするサラサ。その姿に、浩之は胸にこみ上げる感情を押し殺すことで必死だった。気を抜ぬけば瞳が緩んでしまいそうだから。

　浩之を守るように立ち、声を放つサラサの姿。これのどこが無力だというのか。浩之は胸を張って誇ほこらしく自じ慢まんしたい気持ちでいっぱいだった。

　どうだ、見たか。これがサラサなんだと、こんなにも立派な娘が、成長した娘がお前の娘なんだと、ブレットに叫さけびたかった。

　無表情のままサラサを見下ろすブレットに、サラサは必死で言葉を続ける。浩之と共に生きるために、浩之と過ごす今を守るために。

「私はヒロと一緒に幸せになるんだっ！　これからもずっとずっと、一緒に生きていくんだっ！　だから、だからどんなことがあっても、ヒロは私が絶対に守る！　ヒロは……ヒロは、私が幸せにするんだっ！」

「──その言葉に二言はないな？」

「ないっ！　それが私の──天使サラサの何より大切な役目だもん！」

　サラサの叫びが公園に木霊こだまし、静せい寂じやくがあたりを支配する。

　その静寂の中、親おや猫ねこのように警けい戒かいするサラサを前に、やがてブレットは言葉を紡つむいだ。

「……いいだろう。お前がその誓ちかいを違たがえない限り、私が横から口出しすることはしないと約束しよう」

「お父さん……？」

「天使サラサよ。天使長としてお前に役目を授さずける。荒波浩之がその長き命を終えるまで、彼に寄り添そい、必ず幸せへと導くこと──天使としての大切な仕事だ、できないとは言わせない。やれるな？」

　ブレットの言葉を呆ぼう然ぜんとして耳にするサラサ。彼の言っていることが唐とう突とつ過ぎて理解できない状態のサラサだが、浩之から背中をポンと叩かれて慌あわてて意識を覚かく醒せいさせる。

　ぶんぶんと何度も力強く首を縦に振ふるサラサに頷うなずくブレット。そして、浩之へと視線を向けてブレットは声をかけた。

「そういうことだ。君の望み通り、サラサはこれからも君の傍そばで天使として励はげむことになるが、見捨てることなく受け入れてやってくれないか」

「あ、ああ……いや、俺としちゃ万々歳だが……その、いいのかよ？　サラサを天人界に連れて帰らなくても」

「サラサが天使としての自分を初めて自覚した。そして、サラサにとって君を幸せにすることが何よりの成長になると判断した。それゆえの判断だ。君の望んだ結末だろう、何か問題はあるか？」

　そう告げるブレットに、浩之はようやく全すべてを理解した。ブレットは最初からサラサを浩之に託たくすつもりだったのだと。

　ただ、サラサが天使として無気力であること、浩之に守られているだけという現状を気にかけた。だからこそ、サラサを奮い立たせるために一芝しば居いを打ったのだ。

　彼の狙ねらい通どおり、サラサは自分の本当の想いに気付き、父親が相手であっても奮い立って浩之を守ろうとした。浩之を幸せにすることが自分の役目だと言いきってみせた。

　それはまさしく立派な天使の姿、大切な人間を必ず幸せにするという天使の忘れてはならない心。名実ともにサラサが天使としての一歩を踏み出すことをブレットは後押ししたのだろう。

　完全にしてやられたとばかりに、浩之は息をついて毒づく。

「あんた、性格最悪だな……もう二度と関かかわりたくねえと本気で思っちまった」

「そう言ってくれるな。私は君が気に入ったのだから。それとサラサ、天使の誓いは絶対だ。弱音を吐はいて逃げることは許されない、分かっているな？」

「逃げないよ……ヒロの傍が私の居場所だもん。ヒロと一緒なら誰だれより立派な天使になれるもん……お父さんなんかすぐに追い抜くくらい、立派な天使になるから」

「それを聞いて安心した。しかし、いつまでも子どもだと思っていたが……子とは知らぬうちに成長するものなのだな。あいつに良い報告ができそうだ。レミリーサ、後は頼たのむ」

「は、はいっ」

　それだけを言い残し、ブレットは人間界より去って行った。

　天を貫つらぬく光の柱が再び霧む散さんしたところで、レミリーサは浩之とサラサへ口を開いた。

「まさか天使長自らお出いでになるとは思ってもいませんでした……そしてまさか、こんな風にお認めになるとも。浩之さんはこうなることを読んでいたのですか？」

「読めるわけねえだろ……オッサンが出てきて、権力でサラサとのことをもみ消そうとするまでは想定内だった。あとはアンタに賭かけるつもりだったんだけどな」

「私に賭ける、ですか？」

「レミリーサはさっきみたいな権力を使って天使の決まりを踏みにじる方法、許せないタイプだろ。もしあのままサラサの親父おやじが実行していたら、アンタはどうしてた？」

「もちろん、このようなこと認められるはずがありません。きちんと上に報告して……」

「その頑がん固こさに賭けるつもりだった。あのオッサンが権力を持っているなら、絶対にオッサンを蹴け落おとそうとする連中もいるはずだろうから、スキャンダルを見み逃のがさない手はない。天人界が慌あわただしくごちゃごちゃしてるうちにサラサのことを放置されるのを期待しようとしたんだが……この馬鹿サラサ、話が違うじゃねえか」

「あう……何のこと？」

　サラサの額にデコピンをした浩之に、額を押おさえながらサラサは上目づかいで訊たずねかける。

　そんなサラサに溜ため息いきをつきながら、浩之は億おつ劫くうそうに言葉を続ける。それは彼がブレットと会話したことで気付けたこと。

「あのオッサン、お前のこと嫌きらってるなんて噓うそじゃねえか」

「噓……だって、私、お父さんにずっと相手にされずに生きてきて……」

「その当たりの事情はよく分からねえが、どうでもいいって思ってる娘むすめなら、さっきみたいな会話にならねえよ。お前と距きよ離りを置く理由は分からねえけど、少なくとも嫌ってなんていねえよ」

　浩之の言葉が理解できず首を傾かしげるばかりのサラサ。理解できたレミリーサは確かにと楽しげに微笑ほほえんでいる。

　先ほど、ブレットが何度も浩之とサラサの天使契けい約やくや天使関係を念押ししたのは、浩之への牽けん制せいだろうと浩之は睨にらんでいる。あれは遠まわしに『娘を途と中ちゆうで見捨てたりしたら分かってるだろうな』という脅おどしなのだから。彼から分かるのは、彼がサラサを天使にすることに固こ執しつしていたこと、サラサに対して決して興味がないという訳ではないということくらいだ。なぜサラサを天使にしたがっていたのか、彼女から距離を取るのかまでは出会ったばかりの浩之には推測も立てられないのだが。

　なんとかブレットに認められた浩之たちに、レミリーサは最後にと口を開いた。

「それでは、色々ありましたが、改めてサラサに天使としての新たな仕事を与えます。あなたはこれから天使として、浩之さんを幸せに導く役割を担になうことになります。期限は浩之さんとあなたの関係が死で別わかたれるまで。天使長直々のお仕事、受理してくれますね？」

「もちろん……ヒロが嫌だといっても私は二度と離はなれないもん……」

「言わねえよ。何のためにここまで走りまわったと思ってるんだ」

「ふふっ、それでは浩之さん、サラサのことを引き続きお願いしますね。私も教え子のこれからの活かつ躍やくを天人界から見守ることにしますから」

「天の上から見守ってくれるのか……ありがとう、レミリーサ……明日あしたから君のために毎日一本線せん香こうをあげることにするよ……なーむー」

「最後だと言うのにこの娘は本当にもうっ！　それではまたいつの日かお会いしましょう。あなたが素す晴ばらしき大人になる姿を楽しみにしていますよ」

「いや、そんな立派な人間じゃねえからな」

　浩之の返答に、レミリーサはきょとんとしながら首を傾げる。そして、少し間をおいてにっこりと微笑んで浩之に言葉の意味を説明する。

「浩之さん、もしかしてサラサから説明を受けませんでした？」

「説明？」

「天使に選ばれる人間は誰でもいいという訳ではないんですよ。天使に選ばれる人間には厳格な条件があるんです。そうでなければ、天使の力を悪用する人間まで選ばれてしまいますからね」

「そうなのか？　お前、厳格な審しん査さで俺を選んだのか？」

「そのような規定があるとは知らず、自分の感性と好みに従ってヒロを選んでしまった……かっとなって決めた、今も反省していない」

「この娘はっ！　最後の最後の最後まで本当にこの娘はもうっ！　とにかくっ、そんな訳ですから、浩之さんがどんな素敵な人になるのかも、楽しみに見守っていますからね」

　最後に優やさしい笑えみを残し、レミリーサもまた天人界へと還かえっていった。

　二人が去り、公園に残った浩之とサラサ。訪おとずれた静寂の中で、浩之はサラサに声をかけようとしたが、それより早くサラサがそっと浩之の胸の中に飛び込んだ。

　ブレットとレミリーサがいなくなったことで、遠えん慮りよする必要などどこにもない。膨ふくれ上がった胸の感情を抑えきれなくなったサラサが、浩之の胸の中で感情を解き放つ。そんなサラサを受けとめながら、浩之は軽く息をついて呟つぶやくのだ。

「今日のお前は泣いてばっかだな。身体からだ中の水分がなくなって干ひからびても知らねえぞ」

「いいもん……明日から、その何倍も笑うから……ヒロと一いつ緒しよに、沢たく山さん沢山笑うから……」

「そうだな……泣くのは今日限りにしとけよ。明日も明後日あさつてもその先も、笑いが止まらなくなるくらい楽しい毎日が待ってるんだからよ」

「うん……うんっ……私、楽しみにしてる……ヒロ、ありがとう……ずっと一緒だから……離れないから……」

「離れねえよ。お前が立派な大人になるまでは心配で仕方ねえしな」

「私、立派な天使になるから……ヒロがびっくりするくらい、立派な天使になるから……」

「楽しみに待っててやるよ」

「立派な天使になった暁あかつきには、三十二分の一スケールのヒグマロボ買ってもらうから……約束だから……」

「それは勘かん弁べんしろよ……」

　サラサが泣きやむまでの間、浩之は優しくサラサを抱だき締しめながら、彼女の呟き続ける言葉に優しく返答し続けるのだった。

　彼女が天人界に連れ帰られず、今確かに腕うでの中に存在していることを、温ぬくもりを通じて感じながら。夕日が沈しずむまで、ずっと。







[image: エピローグ　堕天使候補、手をつないで君と]




「いつまで寝ねてるつもりだお前はあああああああっ！」

　翌朝、浩ひろ之ゆきの怒ど髪はつ天を衝つく叫さけびが久方ぶりに彼の自室内に響ひびき渡わたる。

　しかし、浩之の怒いかりを目の当たりにしても少女は微み塵じんも動じない。浩之の咆ほう哮こうなどどこ吹ふく風かぜと聞き流して布団へ潜もぐったまま、すーすーと安あん眠みん続行。

　そんな少女の姿はさながら浩之の怒りの炎ほのおにガソリンをぶちこみ、『あおげあおげ、あおぐぞあおぐぞ』と煽あおり立てるが如ごとき行こう為いに他ならない。

　あっけなく怒りの臨界点を超ちよう過かし、浩之は彼女の潜り込む布団を容よう赦しやなくむんずと摑つかみ、全力で引ひっ手た繰くった。あまりの勢いに、布団にくるまっていた少女はコロコロと床ゆかに投げ出されてしまう。

　気怠そうにゆっくりと体を起こした少女──サラサは眠ねむ気けに満みち溢あふれたジト目を浩之に向け、目を擦こすりながら欠伸あくびを一つ。さらに加えて怠たい惰だな発言一つ。

「……ヒロ、今日はどうしようもなく眠ねむいから学校はお休みにしよう。私の体が睡すい眠みんを欲ほつして止まらないんだ……」

「ほう？　昨日の夜、散々西にし森もりや高たか城じようと長電話をして。止やめろっつったのに、零れい時じを超こえてから録画していたアニメを見て。その結果、物の見事に寝ね坊ぼうした第一声がそれか？」

「あれだよね……睡眠を欲してるって、言い方を変えればつまるところ欲よく情じようしてるってことだよね。ヒロ、目の前で美少女が欲情していらっしゃるぞ……存分に劣れつ情じようを催もよおすといい」

「だから劣情なんて言うんじゃねえ！　とにかく早く起きて学校行く準備を済ませろって！　本当に時間ねえんだよ！」

　時計を指さす浩之に、サラサは仕方ないとばかりにゆっくり立ち上がり、彼へ向けて両手を差し出した。

「……何だよ、その手は」

「一階まで背負っておくれ……今ならラッキースケベも寛かん大だいな心で許容するから……」

「背負うわけねえだろうが！　いいからさっさとこい！」

　サラサの突つき出だした腕うでを摑み、浩之は彼女を強引に部屋の外へと連れだしていく。対するサラサは浩之にされるがままだ。

　緩かん慢まんなことこの上ない彼女にため息をつきながら、浩之は呆あきれたように言葉を続けた。

「ったく、天使関連の厄やつ介かい事がようやく片付いたと思ったら、前以上に全力でダラダラしやがって……昨日のお前の宣言はなんだったんだよ」

「宣言なんかしたっけ……ヒロの物は私の物、私の物は私の物という剛ごう田だニズム宣言なら毎日欠かさずやっているけれども……」

「しただろうが！　変わるんだって、立派な天使になるんだって父親に思いっきり啖たん呵かを切ってただろ！」

「ああ、あれね……そんなこともあったよね。何もかもが懐なつかしい、良い思い出だよね」

「風化した過去になってんじゃねえか!?　ちゃんと有言実行しろよ！」

「今日はタイミングが悪いから明日あしたから頑がん張ばることにする……明日出来ることは今日しない、なんて素敵な名言だろう。全人類で共有するスローガンにすべきだと思う……」

　どこまでもやる気ゼロなサラサに、浩之は肩かたを落とすしかない。どうやら今日のサラサは何を言っても暖簾のれんに腕うで押おしの有様だ。

　昨日の一件で、今までの張りつめていた糸が切れたという理由もあるだろうが、流石さすがにこれは酷ひど過ぎる。昨日正式に天使になったサラサだが、このままでは天使ではなく堕天使になってしまうのではないかと不安になってしまう浩之だった。

「……まあ、それがサラサらしいと言えばそれまでなんだけどな」

　嘆たん息そくをしつつも、そんな彼女を受け入れてしまうのは、何だかんだでそれが『サラサ』なのだと浩之自身が認めてしまっているからなのだろう。

　昨日までの、涙なみだを浮うかべて絶望に暮れる姿など二度と見たくはない。どこまでもマイペースに、自由気ままに面白おかしく今を楽しむ姿こそ、浩之が一いつ緒しよにいたいと願う少女の在り方に他ならないのだから。ただ、流石に限度というものはあるのだけれども。

「ほら、さっさと学校行く準備しろ。外であいつらがお前のこと待っててくれてるんだからな。お前の『本当の姿』をあいつらにも見せることにしたんだろ」

「おお、そうだった……準備するからちょっと待ってて。具体的に言うとクラシックを流しながら優ゆう雅がにトーストと紅茶を嗜たしなむ高貴な時間、食パンとショパンのハーモニー……」

「そんな時間あるか！　さっさと飯食って制服に着き替がえてこい！」

　時間がなくとも朝食抜ぬきと言わないあたり、やはり浩之はサラサに甘いのだろう。浩之は溜ため息いきをつきながらも、家の外で待ってくれている親友たちへ思いを向ける。

　昨夜、サラサが無事に人間界に残れるようになったことを電話で告げると、友人たちからは祝福の言葉とともに、明日の朝はサラサと一緒に登校すると主張してきたのだ。心配に心配を重ねた彼女たちとしては、一秒でも早くサラサに会いたいらしい。

　そして、サラサがこれまでは天使道具で偽いつわりの姿を見せていたことを三人に伝えたので、三人はサラサの本当の姿が見たいと言いだした。

　彼女たちのお願いに、サラサも勿もち論ろんと了りよう承しようする。浩之だけではなく、みんなの力によってサラサは人間界に残ることができたのだ。何より彼女たちは大切な親友、これからもずっと一緒にいるのだから、本当の自分の姿を見てほしいというのがサラサの本音でもあった。

　玄げん関かんでサラサを待つこと数分、制服に着替えたサラサが浩之の前に姿を見せた。あまりに早い登場である。

「いや、早過ぎだろ。お前、ちゃんと飯は食ったのか？　顔は洗ったのか？」

「もち……天使道具を利用すれば、朝の準備なんてこんなもんよ……私はレースゲームでは常にショートカットを探すタイプだから」

「天使道具はただのバグ技だろうが。まあいい、準備ができたならさっさと行くぞ」

　サラサの返事に呆れながらも、浩之は玄関の扉とびらを開く。そして、二人が出てくるのを外で待っていた友人たちは、サラサの顔を見て、破顔した。

　少し照れくさそうに浩之の背中からおずおずと顔を出すサラサだが、彼女が口を開くより早く親友たちが動くのだった。

「──きゃ──！　かわいい！　サラサちゃん、すっごく可愛い！　やだ、凄すごく良いよ、前も良かったけど、私的にはこっちのサラサちゃんのほうがいいかもっ！」

「わぷっ」

　嬉き々きとしてサラサを抱だきしめてきた智とも。まるでサラサを小動物か何かのごとく猫ねこ可愛かわいがりする親友に、サラサはされるがままだ。そんな智の言葉に次々と同意する翔しよう子こや辰たつ哉や。

「うん、イメージは違ちがうけど、とんでもない美少女には変わりないね。薄うす青あお髪がみも綺き麗れいで似合ってるし、天使の輪や羽も可愛らしさを引き出してるし。天使と友達なんて光栄だよ」

「サラサ、凄く可愛い……うん、凄く良いと思う。でも、本当によかった……サラサが今、ここにいることが嬉うれしいよ……」

「可愛い可愛いとちやほやされる……むふん、大変気分がいい。私は褒ほめられて伸のびる子だから、もっともっと褒めてほしい……現代に舞まい降おりたホメロス、それが私……」

「おい、高城、あんまりサラサを甘やかすなよ。こいつは甘やかすと際限なく調子に乗るからな」

　そう突っ込こみながらも、浩之もやれやれと笑みを浮かべた。みんなに囲まれて笑いあうこの光景こそがサラサの何より望んでいた明日だった。

　来ないかもしれないと思っていた、サラサが渇かつ望ぼうしたみんなと一緒に過ごす時間。その幸せをサラサが嚙かみ締しめていることは、冗じよう談だんを言う彼女の目め尻じりに小さく溜たまる雫しずくが何より証明している。

　そんなサラサの気持ちに応えるために、智も、翔子も、辰哉も、そして浩之も騒さわがしく賑にぎやかに笑うのだ。彼女を安心させるように、どこまでも楽しげに。

　嬉しそうなサラサを眺ながめる浩之に、翔子が彼の隣となりに並んでそっと声をかける。

「浩之、本当にありがとう。こうして私たちがまたサラサに会えるのは浩之のおかげだ」

「んなことねえよ。辰哉や高城、そして西森が力を貸してくれたからこその結果だろ。しかしまあ、こっちに残れると分かってサラサの奴やつ、今まで以上にだらけてるんだよな……今日も朝から全力で振ふり回まわしてくれやがって」

「ふふっ、それは違うと思う。だらけてるんじゃなくて、サラサはきっと浩之に甘えてるんだよ。浩之とこれからも一緒にいられるのが嬉しくて仕方ないんだと思う」

　翔子の推測に、浩之は何も言えずに沈ちん黙もくするしかない。もしそれが本当だとしたら、なんて子供じみた、実に彼女らしい愛情表現だろう。そんなことを言われては、気き恥はずかしさにサラサのことで翔子に愚ぐ痴ちが言えなくなってしまう。

　ばつが悪そうに視線を逸らしながら、浩之は翔子にぶっきらぼうな言葉を返していく。

「まあ、あいつがこの先も残ることは確定したからよ。こうなったら一いち蓮れん托たく生しよう、お前もずっと一緒だからな。嫌いやだと言っても絶対逃にがさねえからな」

「そうだな。私も浩之たちと……え、ええっ!?　ず、ずっと一緒!?」

「当たり前だろ。俺だけ理り不ふ尽じんにサラサに振り回されてたまるか。サラサが一緒にいる限り、友人として西森も……って、おい、ど、どうした!?　顔がやばいくらい赤いぞお前！」

　あたふたとする浩之の横で、翔子は顔を林りん檎ごの如く真っ赤に染め、両頰ほおに手を当ててその場に蹲うずくまってしまう。どうやら「ずっと一緒」という言葉が致ち命めい傷しようだったらしい。

　まるでコントのような二人のやり取りだが、その光景を傍かたわらで見つめる少女が一人。その視線に気づいた浩之は、困こん惑わくしながらその少女に問いかける。

「なんだよ、そのジト目は、意味深な笑みは。何故なぜそんな目で俺をじっと見つめている」

「別に……ただ、私がヒロ専属の天使としてやるべきことが見えたかな、と。この先ずっとヒロに寄生する身としては、翔子は最高、望むところ、むしろ他に選せん択たく肢しなんてないくらいだよ……翔子なら親友だし、私を可愛がってくれること間ま違ちがいないし」

「待て、ちょっと待て。おい、お前、いったい何をしようとしてやがる」

「むふん。ヒロ、何も考えず私に全てを委ねるといい……ヒロに沢たく山さん助けてもらったから、今度は私の番。私はサラサ、うら若く義ぎ理り堅がたいと評判の天使、略してうら義理の天使……」

「裏切りの天使って最悪な響きだな、おい！」

　嫌な予感を感じて問とい詰つめる浩之に、流すサラサ。そんな二人を笑って見守る友人たち。

　頭を抱かかえる浩之に、サラサはやがて表情を綻ほころばせて口を開くのだった。

「……ヒロ、見ていてね。私がヒロを必ず幸せにしてみせる。それが私の──天使サラサの、誰だれにも譲ゆずれない大切な願いだから」

　浩之を見つめるサラサの瞳ひとみは、かつてないほどに希望に溢れ、眩まばゆいほどに輝かがやいていて。

　どこまでも真っ直ぐに、綺麗に笑う少女に、浩之も言葉を返そうとしたのだが。

「……ま、それは置いといて、今日は遅ち刻こく確定したそうだけど、もういいよね別に」

「全然よくねえよ!?　おい、学校に急ぐぞ！　走らねえと本当にやばい！」

「初日から慌あわただしいことで……親友と感動をわかちあう暇ひますら私には与あたえられない……」

「誰のせいでこんな時間になったと思ってんだっつーの！」

「さあ、誰だろね……」

　真しん剣けんな空気を霧む散さんさせ、やる気の無い瞳に戻もどったサラサの手を摑つかみ、浩ひろ之ゆきは全力で駆かけだした。サラサもまた、彼の手を握にぎり返して学園へ向けて走ってゆくのだった。




　浩之と天使サラサの騒がしく賑やかな日常は終わらない。今日も明日もその先も、サラサが浩之を傍でじっと見つめ続ける限り、いつまでも──。







　あとがき







　物語を最後までお読み下さり、本当にありがとうございました。

　そしてはじめまして、にゃおと申します。サラサと浩之のドタバタな物語ですが、お楽しみ頂けたでしょうか。少しでもそう感じて頂けたなら感かん慨がい無む量りよう、作者として他に勝る喜びはありません。嬉しさのあまりベッドの上で転がりまわって狂きよう喜き乱らん舞ぶする所存です。

　タイトルといい物語の内容といい、思いっきりバレバレなのですが、私は『ジト目』が大好きです。ジト目の女の子キャラがとても魅み力りよく的だということは、Ｒあーる_りんご様の描えがく素敵なサラサで証明されたかと思います。今回を期に、一人でも多くの方がジト目愛の同志となることを夢見ております。もっともっとジト目の女の子人気が広まりますように！

　そんなジト目愛を語り始めると収拾がつかなくなりますので、今回はこれにて失礼します。最後に、最高のイラストを描いて下さったＲ_りんご様、担当様、そして読者の皆みな様さまに心より感謝申し上げます。本当に、本当にありがとうございましたっ！　ジト目万歳！
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本作は第20回スニーカー大賞特別賞受賞作「じっと見つめる君は駄天使」を改題・改かい稿こうしたものです。
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スニーカー大賞応募時バージョンエピローグ

堕天使候補、手をつないで君と







　翌日の朝、学校へ向かわなければならない時間になるというのに、未いまだサラサは部屋から出てこない。

　部屋の前で『まだ準備終わらないのか』と訊ねかける浩ひろ之ゆきに『もうちょっと』と何度目かも分からない同じ返答を繰くり返すサラサ。

　携けい帯たいで時間を確かく認にんしながら、浩之はまた一つ大きな溜息をつく。サラサが浩之の部屋を占せん領りようしてから既すでに三十分はたとうとしている。このままでは遅ち刻こくになりかねない勢いだ。

　これでは埒らちがあかないと浩之は部屋の扉とびらをノックしてサラサに声をかけた。

「もういいだろ。朝から風ふ呂ろに三回入るわ、ひたすら鏡とにらめっこするわ、どんだけ身み嗜だしなみを気にしてるんだお前は」

「気にするよ……今日は翔しよう子こや智ともや辰たつ哉やに『本当の自分の姿』を見せる初めての日なんだよ。言ってしまえば、初対面じゃないか……人の印象は初対面で決まるといっても過言じゃない、手なんて抜ぬけるものか……」

「あいつらがそんなこと気にするかよ！　このままじゃ遅刻確定じゃねえか！　外であいつらもお前を待ってくれてるんだぞ！　いいから覚かく悟ごを決めて出て来いって！」

「うう、まだ髪かみ型がたが完全に納なつ得とくできるものではないのに……時間に翻ほん弄ろうされる日本社会の弊へい害がいか」

　ようやく覚悟を決めたのか、サラサは部屋の扉を開き、制服姿で浩之の前に姿を現した。

　いつも以上にばっちり決めたサラサなのだが、浩之から見れば普ふ段だんと何が違ちがうのか分からない。破格の美少女は相変わらずだが、それより強きよう烈れつな印象を与あたえるジト目。薄うす青あお髪がみと特とく徴ちよう的なツインテール、そして頭の上でぺっかぺっかと輝かがやく光の輪と背中の小ぶりな羽。

　ちら、ちらと視線で『今日の私違うでしょ』と訊ねかけてくるサラサに、浩之は腕を組んではっきりと告げた。

「いつものお前じゃねえか。俺に違いを訊きかれても分からんぞ」

「ば……本当に女心の分からない男だね、君は……そこは分からなくても、『いつも以上に綺き麗れいだ』とか言うもんじゃないのかね……」

「俺が言っても気持ち悪いだけだろうが。ほら、あいつらもお前に早く会いたくて仕方ないんだ。みろよこの着信の数を」

　手に持っていた携帯の着信履り歴れきとメールの嵐あらしをサラサに突つきつけ浩之は溜ため息いきをつく。

　それは智から送られてきた『まだか』という言葉の嵐。実に彼女らしいとサラサは嬉うれしそうに微笑ほほえみ返した。

　昨日、サラサが無事に人間界に残れるようになったことを浩之が電話で告げると、智たちが祝福の言葉と共に、明日の朝はサラサと一緒に登校すると主張してきたのだ。心配に心配を重ねた彼女たちとしては、一秒でも早くサラサに会いたいらしい。

　そして、サラサが今朝早くから必死に身嗜みを整えているのもそれが理由だった。サラサが天使であること、これまでは天使道具で偽いつわりの姿を見せていたことを三人に伝えたので、三人はサラサの本当の姿が見たいと言ったのだ。

　彼女たちのお願いに、サラサも勿もち論ろんと了りよう承しようする。浩之だけではなく、彼女たちの力によってサラサは人間界に残ることができたのだ。何より彼らは大切な親友、これからもずっと一緒にいるのだから、本当の自分の姿を見てほしいというのがサラサの本音でもあった。

　だが、それでもよりよい姿を見てもらいたいというあたり、サラサもしっかり乙女おとめしているのだ。以前ならば適当で済ませていただろうに、自分が少しでも可愛かわいく見えるだろうかとあたふたするサラサは年相応の少女に見えた。

　そんなサラサを引っ張り、浩之は彼女と共に玄げん関かんへと向かう。階段を降りながら、サラサは何度も不安そうに浩之に訊たずねかけた。

「ねえ、ねえ、ヒロ、本当に私おかしいところない……？　変じゃない……？」

「おかしくも変でもねえって。大だい丈じよう夫ぶだから心配するなって。何回言えば分かるんだ」

「だって、やっぱり不安だもん……」

　しょぼんとするサラサに、浩之は軽く息を吐はき出し、おもむろにサラサの頭を乱暴に撫なでる。わしゃわしゃと髪かみを強ごう引いんに撫でられたサラサは、ひゃああと変な声をあげながら浩之に抗こう議ぎした。

「な、何をする無礼者……この髪をセットするのにどれくらい時間を費ついやしたと思ってるんだ……」

「ほら、これで気にする必要もなくなっただろうが。お前はありのままでいいんだよ。お前は何もしなくても十分……」

　そこまで口にしたところで、浩之はぴたりと口を止める。

　そこから先の台詞せりふを自分が口にしようとしたことを驚おどろくと共に、あまりにらしく無さ過ぎることに気付き、恥はずかしくなったためだ。

　少し顔を赤く染めて話を打ち切る浩之だが、サラサは彼の口にしようとした言葉に気付いたらしい。にんまりといやらしい笑みを浮うかべて、浩之に問いかけた。

「ねえ、ねえ……お前は何もしなくても、何？　続きは？　ねえ、続きは？」

「うっせえな……何でもねえよ」

「何恥ずかしがってるのさ……私とヒロの仲じゃないか、今いま更さら隠かくすことなんてないでしょ？　ほら、言っちゃいなよ、吐き出しちゃいなよ……」

「何でもねえっつーの！」

　言葉を荒あららげて必死にサラサの追つい及きゆうから逃にげる浩ひろ之ゆき。それを楽しげに追いかけるサラサ。

　ただ、彼のその言葉で安心できたのか、サラサが浩之に不安を口にすることはない。

　玄関まで辿たどり着き、浩之はそっとその扉を開く。そして、二人が出てくるのを外で待っていた友人たちは、二人の顔を見て、表情を破顔させた。照れくさそうに浩之の背中からおずおずと顔を出すサラサ。そして、親友たちに礼を告げようとしたのだが。

「あの……みんなのおかげで、私、人間界に居続けられることになったよ……本当に、ありが──」

「──きゃ──！　かわいい！　サラサちゃん、すっごく可愛い！　やだ、凄すごく良いいよ、前も良かったけど、私的にはこっちのサラサちゃんのほうがいいかもっ！」

「わぷっ」

　嬉き々きとしてサラサを抱きしめてきた智。まるでサラサを小動物か何かのごとく猫ねこ可愛かわいがりする親友に、サラサはされるがままだ。そんな智の言葉に次々と同意する翔子や辰哉。

「うん、イメージは違うけど、とんでもない美少女には変わりないね。薄青髪も綺麗で似合ってるし、天使の輪や羽も可愛らしさを引き出してるし。天使と友達なんて光栄だよ」

「サラサ、凄く可愛い……うん、凄く良いと思う。でも、本当によかった……サラサが今、ここにいることが嬉しいよ……」

「ありがっと……ちょっと、智、苦しい、苦しい……このままでは智の胸で窒ちつ息そく死しする……」

「サラサちゃん、いつでもお姉ちゃんって呼んでいいからね！」

「朝っぱらからお前らはもう……近所迷めい惑わくどころじゃねえぞ」

　そう突っ込みながらも、浩之も止めようとはしない。みんなに囲まれて笑いあう光景、それこそがサラサが望んでいた明日あしただったのだから。

　来ないかもしれないと思っていた、サラサが渇かつ望ぼうしたみんなと一いつ緒しよに過ごす時間。その幸せをサラサが今、必死に嚙かみ締しめていることは彼女の目め尻じりに溜たまる涙なみだが何より証明している。

　そんな彼女の気持ちに応こたえるために、智も、翔子も、辰哉も、そして浩之も騒さわがしく賑にぎやかに笑うのだ。彼女の心を安心させるように、どこまでも楽しげに。

　だが、いつまでもこうしてはいられない。浩之はこほんと咳せき払ばらいを一つして、サラサをもみくちゃにする友人たちに忠告した。

「サラサで遊ぶのは構わねえけど、このままじゃ遅刻確定だぞ。無断欠席に無断早退の俺たちがこれ以上評価を落とすのは拙まずいだろ」

「おお、確かに！　続きは学園についてからということで、急ぐよ、みんなっ」

　先頭を切って走りだした智を追いかけるように、翔子や辰哉も学園へ向けて走り出す。

　そんな彼らの背中を見ながら、浩之とサラサは笑いあう。そして瞳ひとみを交かわし合い、そっと言葉を紡つむぐのだ。

「それじゃ俺たちも急ぐとするか。少しばかり走るぞっ」

「初日から慌あわただしいことで……親友と感動をわかちあう暇ひますら私には与えられない……」

「誰だれのせいでこんな時間になったと思ってんだっつーの！」

「さあ、誰だろね……」

　楽しげに冗じよう談だんを交わし合い、二人は手をつないで学園への道を駆かけだすのだった。

　どちらが先というわけではなく、互たがいに無意識に差し出した手を握にぎり合い、互いの存在を確かめ合うように、二度と離はなれないように、強く。

　浩之から伝わる手の温ぬくもり、確かな熱を感じながら、サラサは彼の背中へジト目を向ける。その瞳はかつてないほどに希望に溢あふれ、眩まばゆいほどに輝いて。

　自分に今日という日を与えてくれた最愛の少年へ向けて、とびっきりの笑え顔がおで胸の想おもいを伝えるのだ。

「ヒロ……こんな私だけど、これからもよろしくね──ずっとずっと大好きだよ、ヒロ」

「ああ!?　何か言ったか!?」

「ううん、何もっ」

　風に溶とけた言葉はやがて晴れた空へと羽ばたいていく。

　やる気のない天使が目つきの悪い少年の部屋の天てん井じようを貫つらぬいて二か月。二人の関係は大きく変わったけれど、少女の心には何一つ変わらない確かな想いがある。

　言葉は乱暴だけど、他人のためにどこまでも一いつ生しよう懸けん命めいになれる素す敵てきな少年。彼と一緒ならきっと、毎日が楽しいだろうという予感は今、本物へと変わる。

　駄だ目め駄目な天使は少年とどこまでも一緒に笑いあう──それが自分の幸せなんだと、誇ほこらしく胸を張れるから。










　駄天使サラサと浩之。

　彼らの騒がしく賑やかな日常は終わらない。明日も明後日あさつてもその先も、二人が互いの手の温もりを強く感じ合える限り、いつまでも──










じっと見みつめる君きみは堕だ天てん使し
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